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			必勝ダンジョン運営方法①

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ①　お断りします

			プロローグ②　だが断る

			プロローグ③　交渉

			第１掘　ダンジョンを作ります。そこ掘れワンワン

			第２掘　ステータス!!　お約束すぎるわ……

			第３掘　鍛えるとはすなわち　己に勝つこと

			第４掘　作戦を開始する　我らは誇り高きツワモノ也

			第５掘　世の中どこまでも人はこんなもん

			第６掘　作戦終了　お話をしましょうか

			第７掘　善意で人を助けるのが本音です!!　嘘だがな!!

			第８掘　情報を聞いてみよう

			第９掘　怒りと憎しみと涙と謝罪と和解と……予定通り

			第10掘　面倒事はまとめてやってくる

			第11掘　「運営する」と「守る」ことは同じではない

			第12掘　彼を知り己を知れば、百戦して殆うからず

			第13掘　全体を見るように

			第14掘　協力者

			第15掘　聖女大量発生中

			第16掘　俺が目指すダンジョン運営の説明と交渉

			第17掘　いろんな意味でＮＤＫ？

			第18掘　我が策成れり

			第19掘　原因とこれから

			第20掘　モーブ……アウト!!

			第21掘　油断した!?

			第22掘　お風呂は日本が誇る文化である

			第23掘　のんびり

			第24掘　おやすみ

			第25掘　おはよう、そして説明

			第26掘　残る苦味

			第27掘　うさぎさん

			第28掘　我が愛しき君

			第29掘　スイカ

			番外編　穴が掘られる前

		

	
		
			プロローグ①　お断りします

			　

			　特に、現在の日本に不満はない。

			　別に、仕事場がブラックだということもない。

			　嫁さんとか娘がいるわけでもない。

			　特に世の中を儚はかなんでもいない。

			　テレビを見て、新作のゲームをして、小説を読んで、風呂に入って、飯を食っての毎日。学生を過ぎたが学生時代に戻りたいとも、特に思わない。

			　これについては、いろいろ意見があるだろう。「学生のほうがいい!!」と言う人も多数いるだろう。

			　しかしよく考えるんだ、自分たちが学生の時代はそこまで自由だったか？

			　学業に追われ、自分の自由にできるお金は少ないし、なにかと親の顔色をうかがわないといけない。

			　あ、親が他界とかしてる人はごめんよ。別に親が邪魔とかいう話ではない。

			　成人して、親からの支援を受けなくなり、自分で生きていく。俺は楽しかった。生きているという実感があった。

			　なにが言いたいかっていうと。

			「俺は現状に満足してる」

			　だから、今、アパートの玄関にいる人へハッキリ言える。

			「あ、宗教とか興味ないんで。家族と同じところに入ってるんで」

			　大体の人がそうじゃね？　わざわざ自分で、新手の新興宗教を探して入るとか、なかなかいないだろ。気が付いたら、親にその宗教に入れられてたーってやつ。

			　ま、そんな感じでお断りを入れて、ドアを閉めようとするが。

			「ま、まってください！　も、もう少しお話を聞いていただけませんか!?」

			　そうやって、閉じようとするドアに手をかけて止めてくる。

			　流石さすがに、手を挟はさむのを承知で閉めるほど俺は鬼じゃない。

			　だが、いきなりドアを開けて――。

			「ダンジョンの運営に興味はありませんか？　今なら女神様の加護とサポート付きですよ!!」

			　なんて言うスーツを着た金髪美人がいたら、誰だって俺と同じ行動をとるだろう。

			「あなたに一目惚ぼれしました」とかなら、まだ一万歩譲って、我が家に押しかけてきたという言い分は認めよう。

			　いや、一万歩って言ってるから、認めないと同義だがな。

			　宗教関係ねえじゃんとか思う人は聞いてくれ。いきなりなにかの運営とか、金の絡むことを言うやつに反応するのは間違いだと、俺は思っている。

			　いいか、この手合いは、わけのわからないことを言って、とりあえず「話を聞かせる」のが目的だ。

			　だから、詳しよう細さいを聞いたり、「運営に興味ないんで」なんて返すと、「大丈夫です!!　我々がサポートします!!」と言って、確実に長時間戦の泥沼になってしまう。

			　だからといって、仕事があるんでとか、急用があるんで、なんて濁す言葉は、逆に相手に付け入る隙を与えることになる。

			　だから、俺はわざと聞こえなかったふりをして、ドアを閉める方法をとった。ちなみに相手が美人さんじゃなかったら、即時締め出してインターホンの電源落とす。

			　まあ訪問関連の断り方は、各家庭でいろいろあるだろう。

			　でだ、ドアに手をかけてまでして話を聞かせようとするこの美人さんを、俺はもう女性認定しない。

			　どこかのドラマや、ラノベや、漫画の展開っぽいとか、そんなフラグを立ててやるほど俺は甘くはない。

			「わかりました、危ないですから手を放してください」

			　そう言ってドアを開け放つ（ここ重要だから）。そうすると、相手は手を放してドアが広がりきるのを待つために、後方に下がる。

			　で、すぐに閉める。完かん璧ぺき。

			「え？　ええ!?　ええ～～!!」

			　鍵かぎをかけて、さらにインターホンのスイッチを切り、即座に部屋に戻って、ゲームの音量は自分が聞くにギリギリ耐えうる大きさまで上げる。

			　え、鬼の所業だって？　そういう人たちはちゃんと話を聞いてやるといい。時間を無駄にしたうえ、詐さ欺ぎまがいの投資をするといい。

			　ここでずっと騒がれたらどうするのか、というのもあるだろう。心配するな、現実は非情。お巡りさん呼んで終わりです。

			　結局、相手はドアを閉められた時点で諦あきらめたのか、騒ぐことはなく、すぐに立ち去ったようだ。

			　ゲームの音量を下げて、再び休日を満まん喫きつしよう……。

			「ふざけるんじゃないわよ!!」

			　突然画面を遮さえぎり、さっきの美人さんが出現した。

			　俺のしているゲームはリアルタイムアクションＲＰＧで、スタートボタンでゲームを止めることも叶かなわない。そして即死万歳のボス戦の真っ最中で……すぐに美人さんを避よけて画面を見るが、一瞬の判断遅れが命取りで、自分のキャラはやられていた。

			　……心が折れそうだ……。

			「ふざけてるのは、あんただろうが!!」

			　当然、俺はキレましたよ。しかし俺は冷静でした。即時にスマホを引っ掴んで……１１０番コール……あ、つながった。

			「警察ですか？　自宅に知らない人が侵入しているんですが……はい……住所は……」

			「あ!?　待ちなさい!!　誤解だから!!」

			　美人さんは俺の行動をようやく理解したのか、即座にスマホと耳の間に手を差し込み、通話は遮さえぎられる。

			「誤解もなにも、不法侵入ですがね」

			　再度１１０番コー……邪魔された。

			「こいつ、手ごわいわ……。なるほど、これならいけそうね……」

			　なにかブツブツ言っているが、いや、普通の対応だからな。今の所業を日本国民に見てもらって、対応が間違っていると言われない自信が90％はある。なにごとも１００％はないのよ……。

			　そしてその美人さんは、こちらに手を向けてきて。

			「あっちで説明するわ!!」

			　閃せん光こうが俺を覆おおった……。

		

	
		
			プロローグ②　だが断る

			　

			　アパートの一室に光が溢あふれ出す。

			　その光量は部屋の窓を飛び出し、太陽光をさえ押しのけ、あたりに影を作る。しかし、それに反応する人々はいなかった……。

			「よし、私も彼を追いかけますか」

			　そう言って、光を放った美人さんは、部屋から消えた。

			　そしてその部屋には、ゲームの音だけが……。

			　

			「さて続きをしますか」

			　俺はコントローラーを握り、再度ゲームを始める……。

			　え、なんかお約束になっていないか？　なにバカなこと言ってるの？　手のひら向けて、今からなにかしますよーって人に、わざわざ従う人がいたら教えてほしいね。

			　タネは簡単、俺はゲームをするときにテーブルを挟はさむようにしている。今時のワイヤレスコントローラーって便利だよなー、昔はコードの関係で距離がとれなかったからね。

			　あ、続きね。あの美人さん（不法侵入者）が来たときの位置関係、最初は女性がテーブルを挟はさんでテレビ側、そして俺はテーブルを挟はさんでソファー側。

			　で１１０番通報をした際に女性がこちらに来て阻そ止し、で俺はさらに距離をとる。

			　このときに、最初の位置が逆になったわけ。

			　そして、俺は美人さんの手からの閃せん光こうを、テーブルの下に入って回避。テーブルの下万能説が打ち立てられた瞬間である。

			　地震以外にも有効らしいことが、ここに証明されたってわけだ。

			　俺は落ち着いて、そのまま休日を満まん喫きつするのだ。

			　なぜ逃げないか、という疑問が湧わく方もいらっしゃるだろう。だが、よく考えてみてくれ。

			　施せ錠じようした家に、いきなり現れる相手だ、逃げたとして、すぐに追いつかれないとしてもだ、相手が俺個人に執着しているようなら、完全に逃げるすべはない。

			　つまり、次また来るようなら話を聞くってことだ。これで相手があきらめるなら、俺はそのまま日常に戻れる。

			　警察に連絡？　おいおい、「いきなり女性が部屋の中に現れたんです!!」なんて言ってみ、確実に病院送りか、愉ゆ快かい犯はんだわ。

			　しばらくゲームを続ける。時計が12時を指し、掛け時計が演奏をはじめる。掛け時計、こだわってます。

			「飯……作るか……外食か……」

			　非常に悩ましい問題である。仕事中なら外食（コンビニを含む）に限る。

			　しかし、現在は休日の自宅だ、今日の日本において、料理のできない成人男性は少ないと俺は思う。つか、学生でも料理はできると思う。

			　断じて、お湯を入れて３分なあれを、料理と言うつもりはない。

			　１人暮らしだと、材料費とか効率を考えると、自炊も外食もイーブンなのである。

			　だがここで、決定打を思い出す。

			「お兄ちゃん、これ食べてくださいな」

			　アパートの隣のおばあちゃんから、お新香（漬物類）をいただいていたのだ。

			　このおばあちゃんが作るお新香は、俺にとってクリーンヒットな味付けだ。絶妙な塩加減は、そのまま食べてよし、ご飯のおかずに、お茶漬けに、お酒のつまみに!!

			　だがお新香だけでは物足りない。いや、お新香ならば、もう作るおかずは決まったも同然だ。

			「お味噌汁、鮭さけの塩焼き、卵焼き、海の苔り」

			　そう、日本伝統の食卓である。納豆は朝か晩、が俺の流儀である。

			　ご飯はもうスイッチを入れるだけ、あと味噌汁はあるし、卵・海の苔りはＯＫ。

			「鮭さけは買いにいくか」

			　最近、１食用に１切れの切り身が売っているのは、非常に助かる。

			　そうして、財布とスマホと鍵かぎを持ってアパートを離れるのであった。

			　

			「ち、２切れが、１切れ買うより完全に安いのは痛かった。思わず買ってしまった」

			　アパートの前でネギとか薬味関連を買って、忌いま々いましげに俺は袋を見つめていた。

			　そう、鮭さけ１切れより、２切れのほうが圧倒的にお得だったのである。

			　２つ買うと元値の10％ＯＦＦっていうのは、ままある話。今回は80％ＯＦＦだった。

			　このまま２切れ食べるかお隣のおばあちゃんをお呼びするか、悩みながら自宅に入ると……。

			「まさか、避よけてたなんてね……」

			　そこには、美人の不法侵入者が仁王立ちしていた。

			　つまりだ、結局、俺は逃げられないってことでいいだろう。

			　女性が、先ほどと同じように手をこちらに向ける。

			「今度ははずさないわ」

			　そう、俺は今度こそ、彼女の手のひらから出る閃せん光こうを避よけられないだろう。

			　だから……。

			「飯を食うからそこ、どいてくれ。あんたは昼は食べたの？」

			「え、いや、まだお昼は食べていないわ」

			「ちょうどよかった、安かったから多めに買ってしまったんだ。話は聞いてやるから、飯を食ってくれ」

			　そう言って台所へと向かう俺。

			「ほら、そこのソファーにでも座っててくれ」

			「あ、はい」

			　彼女はおとなしくソファーへ座る。予測外の行動をとると、人間って反応が遅れたり、正常な判断ができなくなったりするものだ。彼女が人間かどうかは、この際おいておこう。

			　そして食後……。

			「ごちそうさまでした。あのお新香、あなたが作ったの？」

			「いや、隣のおばあちゃんがお裾すそ分わけしてくれたんだよ、美味うまいだろ」

			「美味おいしかったわ。けど納得したわ。あの味は長年の積み重ねってやつね」

			「だな、お茶どうぞ」

			「あ、ありがとう」

			　お互いお茶を啜り合う（熱いお茶ね）……さて本題に入るか。

			「で、話を聞く約束だったな」

			　悪いが、不法侵入者が美人さんだろうが化け物だろうが神様だろうが、敬語を使えるほど俺はできていない。

			「あ、そうそれよ!!　忘れてたわ!!」

			　こいつダメだ。

			「わざわざ話を聞くために、移動する必要もないからな、ここで聞くぞ」

			　先ほどの場所移動のための閃せん光こう？　を打たれる前に、釘をさしておく。

			「ふん、ようやく諦あきらめたのね。いいわ、話してあげる」

			　完全に上から目線ですよ。やっぱりこの手の美人にはろくなのがいねえな。

			　彼女はそんな俺の気も知らずに立ち上がり、腰に手を当てこちらを指さして。

			「あなたには異世界に行ってダンジョンを運営し、世界のバランスを保つ役目が与えられたのよ!!」

			　その言葉を聞いても、俺は動揺しなかった、大体予想通りである。この手の人外が危害を加えずに話をする、ということは大たい概がいこの手合いだ。

			　そして彼女は続ける。

			「もうこの世界には帰れない。だけど、その身ひとつであなたは異世界に秩ちつ序じよをもたらすの!!」

			　はい、聞き捨てならねーですよ。

			「だが断る!!」

			　誰が今の生活を捨てるか。

			「ええええええ～～～～!?」

			　驚く声が響く。だが、どこにも驚く要素なんぞありはしない。

		

	
		
			プロローグ③　交こう渉しよう

			　

			「な、なんでよ？」

			　叫び終えた美人さんが、俺に問いかけてくる。

			「いや、もう帰れません片道切符です、って言われて行く人なんぞいねーよ。とりあえず座れ。あんたの目的はわかったが、詳しよう細さいが不明すぎる」

			　目的と詳しよう細さいを告げられずに、片道切符で行ってらっしゃいを受け入れられる人がいるなら教えてくれ。

			　そんなの、ラノベとか漫画とかの熱血主人公や、現実の世の中に絶望してる人にしてほしいわ。

			　あ、目的だけ聞いて、詳しよう細さいを聞かずにこの話に乗っかる人は、騙だまされやすいタイプだから気を付けよう。

			「そ、それもそうね。まずはお互いを知ってからね。自己紹介が遅れたわ、私はルナよ」

			　いや、誰もお前の名前なんぞ聞いてねーよ。

			「Ｂ91Ｗ59Ｈ85で、地球じゃアテナとか、フレイヤとか、いろいろ呼ばれてるわ」

			　とんでもねー情報が飛び出してきましたよ。スリーサイズは、もう後半のセリフでどうでもよくなったわ。

			　なるほど。やっぱりというか、世の中に伝わってる神様っていろいろ混同されているわけだ。この女が言うことを、鵜う呑のみにするのであれば、だが。

			「なに、私に見とれた？　仕方ないわね。美の女神とか言われてるものね」

			「いや、そんなことはどうでもいい。ダンジョン運営云々の詳しよう細さいを話せよ」

			　とりあえずウザいのでぶった切る。

			　ついでに、この自称神様ルナの容姿は、金髪のセミロングだ。

			　瞳ひとみは赤と青のオッドアイって奴だ。虹こう彩さい異色症だっけ？

			　身長は１７０ぐらい。外人さんの平均は知らないが、日本では背の高い部類だろう。

			「……可愛かわいげないわね、あんた。わかったわ、少し長くなるわよ。あと、あんたを異世界に送るのは決定事項だから。話聞いても聞かなくても、結果は一緒よ」

			「いや手短に、簡かん潔けつに、まとめて話してほしいんだが」

			「いやよ」

			　この女……。

			　それから１時間と半ほどをかけて、説明をしてくれた。とりあえず、資料ぐらい作ってこい。

			　でだ、簡かん潔けつにまとめると。

			　目的：異世界アロウリトのバランス（エネルギー＝魔力）を、ダンジョンを使って保つ。

			　理由：アロウリトは、魔力を循じゆん環かんすることで、環境を作っている。こっちでの自然法則はそのままで、魔法という、第３の法則が追加されてるって感じ。現在のアロウリトは、その魔力が特定箇所に集まりすぎているとのこと。つまり魔物や人族（いろいろお約束の種族がいるらしい）がいすぎて、その星全体の環境が悪くなっているとのこと。

			　こっちでいう地球温暖化だ。

			　このままだと、現在魔力を軸じくにしている文明が崩壊、および魔力によって生命活動している生き物が死滅するとのこと。まあ、何千年も先の話だが。

			　第１次解決策：神様的に、この星の文明とか生き物ぶっ壊したくないから、ダンジョンを使って循じゆん環かんさせれば解決!!

			　ダンジョンという餌場を作り、魔力を回収しよう。つまり、このダンジョンには、ゲームとかでいう勇者とか、魔王とか、知的生命体のみならず、野生の魔物もいるわけだ。

			　第１次解決策の結果：あれ、これって俺のことじゃねって思うじゃん。けど違ったんだ。この第１次作戦は現地人、つまり、アロウリトの知的生命体に委託したわけだが……。あれだ、アロウリトの文明レベルは中世ヨーロッパ並みで、欲望のままにダンジョンを運営したので、あっという間に、ダンジョン運営者がその機能使って世界征服をしだした。

			　結局、循じゆん環かんならず。

			　第２次解決策：ここが俺に当てはまる。つまり、バカに運営を任せても仕方ないから、頭いい人ならいいんじゃね？　でも、この世界、全体的に頭悪いし……。そうだ、異世界から引っ張ってこよう!!　ということになったらしい。

			　で、ここで思ったわけだ。いちいち人使わねーでルナ（神様）がやれよ、と。わざわざ人に任せるなよ……と思ったが、ルナ曰いわく。

			「一時的ならいいでしょうが、神様が１つの星に問題が終わるまで留まるわけにはいかないわ。あんただって、生まれた場所から、今までに何回移動してる？」

			　なるほど、道理だ。スケールの問題で気にならなくなっていた。

			　俺たち人から言えば、犬や猫を飼う場合、仕事もせずに、その飼い犬や猫が命尽つきるまで、付きっ切りで面倒を見る、なんて不可能である。

			「あなたたちの言う全知全能の神なんてのは、ほんの一握り。しかも、こぞって真面目だから、自重して世界に影響がないように引きこもってるわ」

			　いるのかよ、全知全能の神!?

			「その世界に応じて、神様って枠でくくられるのはいるけどね、劣化というか……正直、こっちでは自然現象枠。アロウリトでは魔物とか精霊の枠になるのよ。限定的な機能は卓たく越えつしてるんだけど、全体的にはね……性格に難があったり」

			　ああ、結局どこも同じらしい。会社の運営が、世界運営規模になったレベルか……。

			「正直に言うとね、この地球の日本の知識や教養レベルは、アロウリトの神以上なのよ」

			　おうふ……アロウリトの神ひでぇな、おい。

			　だが納得できた。ラノベとか漫画とかの熱血主人公や、現実の世の中に絶望してるやつを送っても、なにも解決にならん。

			　だが疑問もある。俺を送っても、結局、俺が行動できるのは、60年かそこらじゃね？

			「あ、言い忘れた。不老になるから。病気にはならないようにしとくけど、死にはするからね。不死にすると、暴走することが多いから。そうなってから、わざわざこっちから出向いて、消滅させるのは手間なのよ」

			　ああ、なるほど。結局、俺がダンジョン運営して暴走しても対処できるように、ストッパーはかけるわけか。

			「だいたいわかった。けど、なんでこっちに戻れないんだ？」

			「あんたね、こっちの世界情勢、わかってて言ってる？　地球と、未発達で魔法があるアロウリトが繋がったら、どうなると思うの？」

			「ああ、あっという間にアロウリトが地球に飲み込まれるな。しかし魔法って、そんなに弱いものなのか？」

			「いえ、こっちでいう核兵器や、これから地球の人たちが追い付くであろう、星間飛行とかも実現できる分野よ、魔法は。けど文明レベル的にね……」

			「なるほどな。アロウリトの魔法文明も維い持じしたいとか言ってたな。地球の文明が混ざるのをよしとしないってわけか」

			「そうよ。というか、確実に地球側が先に魔法の解かい析せきを終えて、取り込むでしょうね」

			「なのに、俺がアロウリトに行って、地球の文明を伝えるのはありなのか？」

			　ここが一番不思議だ。俺を行かせて不老にするのであれば、確実にアロウリトの文明は、地球の、特に日本の文明に感化されることになるだろう。

			「なに言ってるの？　日本はもともと外からの文化を受け入れてきたでしょ？　なに、あなた向こうに押し入って、あちこちに日本の城を建てるつもり？」

			「了解。そういうことか、地球規模でいけば確実に押し流されるが、俺個人が活躍してアロウリトの文明に進化を促うながすのは、許容範囲ってことか」

			「そういうこと、最終的にはあなたがダンジョン運営の目的を公表できるようになって、それを住人に浸透できればいいわね。不可能に近いだろうけど」

			　そりゃ無理である。世界の思想を１つにまとめるレベル以上だ。

			　人や魔物に、一定数死んでちょうだい、と公言するようなもんだ。

			　生いけ贄にえ要求って、確実に世界の敵確定である。

			　いや、魔力を循じゆん環かんすればいいんだから、俺が世界のすべての生き物に、住む場所を指定すればいいわけだ。

			　どう考えても暴君です。

			「ま、いろいろわかったでしょ。ダンジョンっていう循じゆん環かん器を運営するほうが効率的だってわけ」

			「ＯＫ。話はわかった。だけど、俺の状況はどうなるんだ？　家族からは忘れ去られるのか？　つか、向こうに身ひとつで行っても、ダンジョンなんか掘れないぞ」

			　正直、強制移動だから、家族云々はもうほぼ諦あきらめ、あとは仕事の引き継ぎだよな。先輩とか後輩、取引先に多大な迷惑がかかるぞ……。

			「家族とか仕事関係……つまり、交友関係はなかったことになって修正されるわ。円えん滑かつに今後も動いていくから大丈夫よ。あと、真面目に自力で掘る気じゃないでしょ？　こっちでスキルとかつけるわよ。さすがにこっちの強制だからね、地球との行き来以外、許容できる範囲は叶かなえてあげられるわ」

			　ほう……許容できる範囲とな……。

			「ならＲＸ７……」

			「ダメよ、なに、一年戦争したいわけ？」

			　ち、なんでこっちのアニメ知ってんだよ。

			「だったらホワイト・グリ……」

			「国家ぶっ潰して、企業戦争でもするの？」

			　ゲーム枠も押えてやがった!?

			「まあ、その手合いは、ダンジョン運営が成功したときの報ほう酬しゆうとしましょう。あと、こっちの世界の物品などは、通販みたいなかたちで、手に入れられるようにしてあげるわ」

			　え、成功したらＭＳとかＡＣ乗れるの!?　マジで!?

			　と興奮したが、最初のチートをお約束でもらわないとどうしようもない。いきなり行って死亡とか、勘かん弁べん願いたいわ。

			「なら銃器とかだめか？　個人認証とかして、相手が使えないようにしてな」

			「今はだめよ。それもダンジョン運営がしっかりできるようになってからね。向こうに慣れないうちに、アロウリトにとってのオーパーツ使ったら、どうなるかわかるでしょ？」

			「世界バランスが崩れるよな……だけどさ、俺が防衛用に使うならいいんじゃね？」

			「答えはノーよ。地球特有というか、文明の先を行く武器の使用は、最初は禁止するわ。しっかりダンジョン運営を学んでちょうだい。で、なにか要求はないわけ？」

			「ことごとく否定しておいて、なに言ってやがる。……仕方ない、即死回避と同時に安全圏脱出の指輪かなんかくれ。流石さすがにきついわ」

			「あら、そんなのでいいの？　あくまで即死を回避するだけよ？　重症を負ってたら、助からないかもよ？」

			「なら、即時全快する効果もつけてくれって言ったら、つけるのか？」

			「つけないわね。不死と変わらないじゃない。まあ、それも運営がうまくいったら考えるわ」

			　ち、予想以上に厄やつ介かいだ。死なないようなチートはなしか……ならば。

			「わかった。俺の仲間や部下になる奴らの、安全を確保できるスキルかアイテムがほしい。制限なしで」

			「安全の確保ね。なるほど、考えたわね。使い方によっては便利な道具ね。これは許容範囲でしょう。ＯＫ、いいわ」

			　よし、何とかなったな。不死にするわけではない。「安全」の「確保」である。使い方によっては……。

			「説明とか交こう渉しようは大体終わったわね……。あとはアロウリトに行って、細かい調整をしましょうか」

			　ルナがこちらに手を向ける。ああ、悪あがきもここまでか。仕方ない。何とかしてホワイト・グリン◯を目指すとしよう……。

		

	
		
			第１掘：ダンジョンを作ります。そこ掘れワンワン

			　

			　光が収まって視界が戻ると、俺は草原と森の境目に立っていた。

			「よし、今度はちゃんとこっちに来たみたいね」

			　ちなみに、先ほど空振りしたときは、ルナはここで２時間ほど俺を捜さがし回ったらしい。バカの極みである。

			「で、話の続きをするのか？　先にダンジョン掘るのか？」

			　とりあえず周りは静かであるが、事前説明によると、ここは中世ヨーロッパ並みの文明で、奴ど隷れい上等、魔物さんいらっしゃーい、なところである。

			　落ち着かねえ……。

			「そうねえ、落ち着いて話をする場所を先に作っちゃいましょうか。じゃ、あなたにもうスキルはついてるはずだから、『そこ掘れワンワン』って言ってみて」

			「……」

			「……」

			　沈ちん黙もくが続く。

			「なんで言わないのよ」

			「ふざけた名前、つけるなよ!!」

			　俺の怒りは絶対に正しい。

			　だが、こうしてもなにも始まらない……あ、スキルつけたって言ったな。なら、もしかして……。

			「!?」

			　ルナが驚いた顔をしている。それもそのはず。「そこ掘れワンワン」って言ってないのに、俺の目の前にウィンドウが開いている。

			　ちなみにタイトルは、【そこ掘れワンワン　ダンジョンメイカーｗ】。腹が立つ。しかも犬が穴を掘るというモーションのアニメつきである。無駄もいいところだ。

			「な、あんた無む詠えい唱しようって、空気よみなさいよ!!」

			「お前こそ空気よめよ!!」

			　やっぱり無む詠えい唱しようのスキルがついてやがったか、このときだけは感謝した。

			　ちなみに、後で聞いたのだが、魔法やスキルは詠唱とスキル呼称で発動するらしい。

			　無む詠えい唱しようではわかりにくいが、定番の火の玉（ファイアーボール）などは、この前に「炎よわが魔力を糧かてにして……」うんたらかんたら、でようやく発動するらしい。

			　中二病真っ盛りである。

			　簡単に詠唱スキルのランク分けをしますと……。

			　無む詠えい唱しよう＞略詠唱ＬＶレベル５段階＞速詠唱ＬＶレベル５段階

			　となるわけだ。スキルは５段階制だとさ……もっとも、わかりやすくしているだけで、ルナはもっと細かい数字も出せないわけではないとか。

			　あれだ、人に優しい仕様だと思えばいい。

			　で、「そこ掘れワンワン」は詠唱ありだと最低４時間はかかるんだと……ふざけるなである。

			　でだ、そこ掘れワンワン……もうダンジョンメイカーでいいや、それを見ると、まあなんとなく使い方というか、チュートリアルもあるので、苦労はしなかった。

			　俺に合わせてくれているのか、ＰＣの使い方そのままで、イメージを吸い取って立体映像で表示してくれる仕様だ。空中投影のタッチパネルＰＣ、未来やわー……。

			「つまらないわね、とりあえずこれが私からの初任給ね」

			　ピロリンという効果音とともに、目の前に表示が出てきた。

			【１５００ＤＰダンジヨンポイント入りました】

			　初任給とか言うなよな。なんか異世界にいるのに、仕事場にいる気分だ……いや、仕事とかわりないけどさ……もうちょっとな……。

			　ま、気を取り直して、ダンジョン制作に取りかかりましたよ。……ルナがいるせいか、魔物とかは全く近寄ってこなかった。

			　でだ、このダンジョンメイカーってのは厄やつ介かいな代物である。

			　なにがっていうと、まず土地を掌しよう握あくするためにＤＰダンジヨンポイントを消費する。

			　土地を掌しよう握あくって、なにかって？　日本で言う、土地の権利購入ってやつ。「１坪いくら」って感じ。

			「サクサク作らせる気ないだろ」ってルナに文句言ったら。

			「なにあんた。こんな程度の管理もできないで、ダンジョン運営するつもり？」

			　道理ではあるが、納得はできない。ちなみにこの手法は昔かららしいが、ダンジョンをある程度大きくしたら、あとは放置されることが多かったそうな、当たり前である。表計算ソフトよこせや!?

			　ちなみにダンジョンの維い持じ費もかかる。

			　最終的には買い取りも可能らしいが……もう地球とかわらねーじゃん。ま、とりあえず経費を書き出していこう。このダンジョンメイカーは、簿ぼ記き機能もついてるらしい。

			　

			【２００ＤＰダンジヨンポイント　土地２㎢（１㎢につき１００ＤＰダンジヨンポイント）※なお、年間維い持じ費（１㎢につき10ＤＰダンジヨンポイント）

			　１００ＤＰダンジヨンポイント　深さ１㎞（１㎞につき１００ＤＰダンジヨンポイント）※なお、年間維い持じ費（１㎞につき10ＤＰダンジヨンポイント）

			　３００ＤＰダンジヨンポイント　ダンジョン形成（１フロアにつき１００ＤＰダンジヨンポイント）

			　１５０ＤＰダンジヨンポイント　ダンジョンカスタム（１フロアにつき50ＤＰダンジヨンポイント）※カスタムは地形の変更

			　１５０ＤＰダンジヨンポイント　トラップ生産（製造のみ）※ＤＰダンジヨンポイントは罠わなによって違う

			　30ＤＰダンジヨンポイント　トラップカスタム（配置）※一律１フロア10ＤＰダンジヨンポイント

			　３００ＤＰダンジヨンポイント　モンスター召しよう喚かん　※詳しよう細さいはあとで

			　１５０ＤＰダンジヨンポイント　自室の家具など……通販システム

			　計１３８０ＤＰダンジヨンポイント　残り１２０ＤＰダンジヨンポイント　維い持じ費を抜けば　残り90ＤＰダンジヨンポイント】

			　

			　世せ知ち辛がらい世の中である……。維い持じ費が年間30ＤＰダンジヨンポイントかかるってことは、引きこもったら４年でアウトか、地球にいたときより貯蓄すくねーんじゃねーの。と思うほどである。

			　とまあ、こんな感じで、もう容よう赦しやなく作りましたとも。

			　あ、前提条件が「ちゃんと全部の部屋がつながってること」だってさ、俺の部屋だけ隔離してほっとこう作戦は無理だったわけだ。ま、そこもどうにかしたけどね。

			　あと大事なのは、「ダンジョンコア」ってお話もありました。

			　これを守るのもお仕事のうちだと。しかもこれ、この世界で高く売れる魔力石らしく、ＤＰダンジヨンポイントを貯蓄しておけるものだと。

			　これを３つもらいました。

			　つまりこれを３つ取られると、ダンジョンを運営できなくなるわけだ。ゲームオーバーってわけじゃないけど、厳しくなるよな。

			　ちなみに、ダンジョンコアには最低10ＤＰダンジヨンポイントは入れてダンジョンに配置しとかないと、ダンジョンが機能しないだと。

			　ダンジョンコアは、ダンジョンの鍵かぎとか銀行の役割を果たすらしい。

			　俺はさっさと10ＤＰダンジヨンポイントだけつぎ込んで、残りはほかのコアに移して貯蓄しましたよ。

			　不必要な分を別の通帳に入れておくのは、普通じゃないか？

			　なお、動いているダンジョンコアから維い持じ費を徴ちよう収しゆうするらしいので、１年後に必要ＤＰダンジヨンポイントがないと、ダンジョンが足りないＤＰダンジヨンポイントに応じて縮小するらしい。無駄に高性能ですこと。

			　考えようによっては、複数のダンジョンの運営も可能だってことだがな。

			　あ、ダンジョンコアも、ダンジョン運営販売コーナーで売ってました。１個５０００ＤＰダンジヨンポイント。

			　？？？の商品も多数。

			　きっとＭＳとかＡＣあるんだろうな……たぶん、これだと思う。１０００万ＤＰダンジヨンポイントの……。

			「ねえ、できたのなら部屋に行きましょう」

			　退屈だったのか、ルナが不ふ貞て腐くされた顔で言った。

			　誰のせいだと思ってやがる……。

			　とりあえず、自室に行くついでにダンジョン内の様子を見たかったので、そのまま３階まで最短で踏とう破はしてみた。

			　ルナは見事にトラップに引っかかっていた。でも致ち死し性のトラップも効かないとか、やっぱ神みたいな生物なんだと実感した。

		

	
		
			第２掘：ステータス!!　お約束すぎるわ……

			　

			　さてと。自室で茶を飲みつつルナと話をする。

			　ちなみに地球の部屋にあった私物は、すべてこっちに移してもらった。電気は魔力を変換して使えるそうな……まあ難しいことは放っておこう。

			　ネットとかテレビも映るようにしてもらってるから、地球が滅びない限り、見られることだろう。

			「じゃ、あとは自分の能力を見て把は握あくしてもらうことだけね。戦闘練習なんて、私が相手をしても意味ないし、ここで学習してもらわないとね」

			「わかったよ。で、どうやってその能力とやらを見るんだ？」

			「ステータス!!　って言えばいいのよ」

			　

			【名前：ルナ

			　種族：神

			　身分：上級神

			　性別：女

			　職業：神様

			　年齢：■■■■■■■■歳

			　ＬＶレベル：１０４９３　ＨＰ体力：３４９２０　ＭＰ魔力：６３８２０　ＳＴＲ筋力：２９３００　ＤＥＦ防御力：２１９６７　ＩＮＴ賢さ：５９００３　ＡＧＩ素早さ：７６００２　ＬＵＫ運：９００３２　スキル　公開されていません　推定１万個以上】

			　

			　ＯＫ、さすがに神様だ。ステータスが低いか高いかわからないが、年齢は一千万の桁けたまであった……認めよう、ルナは神様だと。

			「あんた、なんで年齢ばかり見てるのよ!?　他のステータスで驚きなさいよ!!」

			「いや基準わかんねーし、驚きようがない。だから年齢を比較した」

			　完かん璧ぺきすぎる理論である。

			「はやくあんたも開きなさいよ!!」

			「あいよ」

			　

			【名前：カズヤ・トリノ

			　種族：元人族ベース　ダンジョン運営族

			　身分：ダンジョン最高責任者兼雑用その他諸々

			　性別：男

			　職業：ダンジョン運営者

			　年齢：18歳

			　ＬＶレベル：５　ＨＰ体力：１３０　ＭＰ魔力：６９０　ＳＴＲ筋力：32　ＤＥＦ防御力：25　ＩＮＴ賢さ：３４０　ＡＧＩ素早さ：54　ＬＵＫ運：１２８

			　ユニークスキル：異世界言語・異世界読み書き・地球の知識・地球の技能・そこ掘れワンワン・ダンジョンスキル習得可能・指定保護・即死回避転移・博学・魔法の才能……

			　ノーマルスキル：算術ＬＶレベル３・交こう渉しよう術ＬＶレベル３・運営技能ＬＶレベル２・モンスター使役ＬＶレベル１・無む詠えい唱しよう・全属性魔術ＬＶレベル３・日本刀剣術ＬＶレベル２・地球の体術ＬＶレベル２・指揮ＬＶレベル３・軍師ＬＶレベル３……】

			　

			　悪いがこっちは、「ステータス」などと叫ぶ理由がないので、無む詠えい唱しようである。

			　なんかスキル多いなー。ルナは高すぎて見本にならないから、自分のステータスが高いのか低いのかわからんわ。

			「へー。流石さすがに地球の生まれね、魔力とか賢さがぶっ飛んでるわ」

			「いやまて、地球には魔力がないんじゃないのか？」

			「いえ違うわ、運用していないだけよ。必要なかったでしょ？　生きていくうえで」

			　なるほど、使う状況がなかっただけか。

			「で、ルナと比べてもわからないから、標準を教えてほしいんだが」

			「そうね、とりあえず平均を教えましょうか。このアロウリトに住む18歳男の平均ステータスはっと……」

			　ルナが表示しようとしたとき、まったをかけた。

			「ちょっとまて、そういえば、なんで俺18なんだ？　26だぞ俺」

			「そりゃ、一番性能がいい時代を選ぶにきまってるわよ」

			　若返りもできるんかい、この神様……。

			「これがこの世界の平均ね」

			　

			【ＬＶレベル：５　ＨＰ体力：１５０　ＭＰ魔力：40　ＳＴＲ筋力：50　ＤＥＦ防御力：34　ＩＮＴ賢さ：30　ＡＧＩ素早さ：43　ＬＵＫ運：30　スキルは平均３・４個】

			　

			　なるほど、俺のステータスは平均と変わらないぐらいか、魔力関係以外は。

			　筋力が少し見劣りするのは仕方ないだろう、こっちは中世ヨーロッパ並みのご時世。しっかり体を使うような職業が多いのだろう。

			　しかし、筋力とかどういう計算で出してるんだろう。そう思ってルナに聞いてみると……。

			「ああ、筋力は思ったより簡単よ。その筋力＝攻撃力と考えて、そこから防御力を引いた数値で体力を削ることができるとして、どれだけ殴られると０になると思う？」

			「なるほどな、１５０の体力を削り切るのに、大体10回か。全力のパンチがしっかり当たれば死ぬな」

			「そういうこと。まあガードされたり、クリティカルがあるからその通りってのは、なかなかないけど。ああ、そうそう、あなた、スキルに【鑑定万能】があるから、配下のゴブリンとかスライムを見てみなさいな」

			「わかった」

			　そう言ってゴブリンとスライムを１匹ずつ呼び寄せる。ダンジョンスキルの【モンスター召しよう喚かん】で呼べるから便利である。

			　と、ここでモンスターの説明をしておこう。

			　モンスターは俺の魔力で、ダンジョンの召しよう喚かん陣から呼び寄せることができる。

			　召しよう喚かんにかかる３００ＤＰダンジヨンポイントの内訳は、ゴブリン召しよう喚かん陣、スライム召しよう喚かん陣がともに50ＤＰダンジヨンポイント、１匹の維い持じ費が２ＤＰダンジヨンポイントなので、現在、ゴブリン、スライムともに50匹ずつ徘はい徊かいしていることになる。

			　これも魔物の階級……レア度が上がれば、跳ね上がるんだろうな……。

			　さてステータスを見てみるか。

			　

			【名前：なし（設定可能ユニークモンスターに進化するには最低10ＤＰダンジヨンポイント必要）

			　種族：ゴブリン族

			　身分：ダンジョンの防衛者

			　性別：オス

			　職業：ゴブリン

			　年齢：１歳

			　ＬＶレベル：９　ＨＰ体力：４００　ＭＰ魔力：１００　ＳＴＲ筋力：90　ＤＥＦ防御力：72　ＩＮＴ賢さ：92　ＡＧＩ素早さ：72　ＬＵＫ運：22

			　ユニークスキル：繁殖（人型のメスで自分の種族を産ませることができる）

			　スキル：短剣ＬＶレベル１・盾ＬＶレベル１・集団行動ＬＶレベル２・弓矢ＬＶレベル１】

			　

			【名前：なし（設定可能ユニークモンスターに進化するには最低10ＤＰダンジヨンポイント必要）

			　種族：グリーンスライム族

			　身分：ダンジョンの防衛者

			　性別：なし

			　職業：グリーンスライム

			　年齢：０歳

			　ＬＶレベル：11　ＨＰ体力：３２０　ＭＰ魔力：１２０　ＳＴＲ筋力：81　ＤＥＦ防御力：２２０　ＩＮＴ賢さ：70　ＡＧＩ素早さ：40　ＬＵＫ運：20

			　ユニークスキル：軟体（物理攻撃を50％カット）・溶解ボディ（任意で発動可能）・体の自由化（ボディの意識的な変形可能触手など）・ダンジョン管理者配下の恩恵（ステータスの上昇）スキル：槍やりＬＶレベル１】

			　

			「は？　俺よりレベル高いのか……というか、この世界のスライムは強いんだな」

			　スライムは、物語とかゲームとかによって強さはまちまちである。軟体というか、液体生命体だからな。魔法や火でないと、倒せない設定も多い。というか、弱いイメージはドラク◯のせいなんだがな。といってもあれも、レベル99まで上げれば伝説になれる。

			「なに言ってるのよ。召しよう喚かん者よりレベルが高いといっても、ステータスはそんな……に……ぶはっ、なに、そのゴブリンとスライム!?　スキルが多すぎるんですけど!!　あと、そのレベルのくせに、主にＭＰ魔力と賢さがぶっ飛んでるわね!!　地球、恐るべしだわ」

			　ルナも自分で鑑定を使ったのか、ゴブリンとスライムを見て笑い転げている。

			　２匹のステータスを見て思った。賢さがここまであるのなら、人間より賢いってことだよな？

			「なあ、こいつらって人間より賢いってことか？」

			　そのままルナに疑問をぶつけてみる。

			「ああ、ステータスってのは、潜せん在ざいしているってこと。あなただって、いつでも好きなように、今の能力を完全には引き出せないでしょ？」

			「ということは、賢さは18歳平均を上回っているけど、学習をしないとダメってことか？」

			「そういうこと。いくら１００覚えられる賢さがあろうが、１つも覚えていなければ、１つ覚えている相手に劣るわ。筋力とか防御力、素早さなんかはそのままでわかりやすいけど、賢さはまた別よ。人間は上がりやすいけど、魔物は上がりにくいわね」

			　なるほどなー、こいつらに勉強教えたら、お金の計算とかも将来的にできるようになるのか。まずは戦術でも叩き込むか。それがないと生き残れないしな、俺もこいつらも。

			「さてと、そろそろ私は帰るわね。そこの通販を使えば、私と連絡は取れるわ。ここの地図とかも販売してるから、頑張りなさい。位置的に人も魔物も来るようなところだから、あなたさえ上手くやれば、ＤＰダンジヨンポイントが枯こ渇かつするようなことはないわ」

			　そう言って席を立つルナを、座ったままで見送る俺。

			「ほんと、いろいろ手抜きだよな。ここの位置とか、国の関係を教えてくれてもいいだろうに」

			「あら、いきなり全部知ってもつまらないでしょ。手探りがいいのよ、成長するにはね」

			　そして、そのままルナは消えてしまった。

			「結局環境は整えられたけど、自分がどんな立地条件にいるかは、さっぱりだな……。しかし自分で探索ってのは無む謀ぼうだよな。当分はダンジョンに引きこもって、ゲームでもするかね」

			　そうやって、初日は過ぎていった……。

		

	
		
			第３掘：鍛きたえるとはすなわち　己に勝つこと

			　

			　スマホの目覚ましが鳴り響く。いつものように、俺は体を起こし、出勤の準備を……。

			「ああ、そっか、異世界に来たんだっけ……マジかよ」

			　寝て起きたら、普通の日常でした、ってお約束はなかったらしい。

			　というか、今の俺は、寝ているか病院にいるかで、実際は異世界なんかに行っていないのでは？

			　なんて考えてみるけど、夢や妄想の中だとしても、暴走する気はない。俺にも、倫りん理りや矜きよう持じというものがある。

			　とまあ現実逃避をやめて、サクサク、ダンジョンを運営していきましょうかね。

			　しかし、できることは、配下である魔物、ゴブリンとグリーンスライムの底上げ（戦術を教える）しかない。

			　悲しいことに、１日経ったからといって、ＤＰダンジヨンポイントが補給される親切設計ではないらしい。ダンジョン内で生産されたものは、魔力は出てもＤＰダンジヨンポイントに変換されないらしい。

			　そもそも、どうやってＤＰダンジヨンポイントを手に入れるかと言いますと、このダンジョンの目的が魔力を循じゆん環かんさせることなので、魔力を外部から取り入れた分だけＤＰダンジヨンポイントに変換される、という仕組みらしい。

			　そう、外部からである。つまり、配下の奴らのＭＰ魔力が漏もれ出てダンジョンに回されても、そいつらの維い持じ費に消えてしまうわけである。

			　極端に自分のＭＰ魔力が多ければ、ダンジョンコアにそれを注入してＤＰダンジヨンポイントに変換もできるそうだが、正直、微妙だ。いつ命の危険に晒さらされるかわからないのに、自分の命綱になりうるＭＰ魔力をＤＰダンジヨンポイントに変換する気には、ならん。

			　なお、ある意味救済措置なので、ダンジョンコアでＭＰ魔力をＤＰダンジヨンポイントに変換する場合、数値は１００分の１となってしまう。現在、俺の最大ＭＰ魔力が６９０なので、すべてつぎ込んでも６ＤＰダンジヨンポイントである。正直、引きこもって、誰も来ない状況が１年ぐらい続けば補給するべき、って感じだな。

			　で、ＤＰダンジヨンポイントを得る方法は、ダンジョンに敵を招き入れ、倒すのが一番だ。敵の生命を奪えばＨＰ体力＋ＭＰ魔力がＤＰダンジヨンポイントに変換されるらしい。

			　実際まだ１回も敵を倒してないからな。データのないことを断言するのは、チュートリアルに載っていても納得しないタイプである。

			　次に敵のＭＰ魔力の使用。つまり魔法を使わせるとダンジョン内に敵のＭＰ魔力が拡散するので、使ったＭＰ魔力の分だけＤＰダンジヨンポイントが入る。

			　最後に一番効率が悪いが、長い目で見れば、一番ＤＰダンジヨンポイントを得やすい方法が……。

			　ダンジョン内に生物が１時間以上いると、自然にＭＰ魔力が吸収されてＤＰダンジヨンポイントになるのだ。

			　変換効率は１時間に１ＤＰダンジヨンポイント。強力な魔法使いや勇者なら、無意識に垂れ流しているＭＰ魔力が多いので上がってくるが、一般的には１である。

			　将来的には、ダンジョン内に人族などを集めて、町を作って、半永久的にＤＰダンジヨンポイントを稼ごうぜ作戦である。

			　だが、これは難しい。今までのダンジョンは〝死への入口〟と言われるような状況だったので、人族が住むとか先の話だろう。野生の動物は、微妙だよな。

			　最初に戻るが、だから今は、ダンジョンにくる敵対者を倒し、ＤＰダンジヨンポイントを集めるための戦力を整えなければいけない。

			　現在いる配下のゴブリンやグリーンスライムは、ルナ曰いわく、変に強い状態らしい。

			　地球出身の俺が原因じゃない？　とか言ってたが、俺的には全く安心できない。

			　いくらその種族的に強かろうが、ＬＶ１００の敵を倒せるわけではない。個人的には勇者とか魔王をボコれる魔物がいて、ようやく安心できるレベルだ。

			　ラノベとか漫画とかでは、平均より強い魔物が仲間になったということは、頼もしい相棒と同義であるが、それで慢まん心しんできるのは、その世界の中だけである。

			　だから俺は、配下のゴブリンとスライムたちにインターネットという武器を駆使して……。

			「いいか、お前らを鍛きたえる!!　敵を打ち倒すためだ。しかし、実際は違う。本当の目的は今の自分を超えるということだ!!　どういうことかわからない？　いや、お前らの賢さならわかるはずだ!!　結局、いつでも戦うのは己だ、つまり、今日勝てない相手を明日倒せたとする。それはすなわち、相手に勝ったのではなく、相手に勝てなかった昨日の自分……己に勝ったということだ!!　慢まん心しんするな。学べ、そして強くなれ、昨日の自分に負けないために!!」

			　適当に演説をかまして、理解してるのかしてないのかは判断しかねるが、彼らに特訓内容を伝える。

			「まず、５匹で１チームを作り隊長、副隊長を決めて小隊とし、小隊単位での戦闘訓練……ＣＱＢ、クロース・クォーター・バトルを学んでもらう!!」

			　銃器はないが、これはかなり意味がある。

			　中世ヨーロッパ並みの文明の連携と、われらが誇ほこる現代戦闘術の差は激しい。技術的にも、精神的にもだ。

			　ちなみに、人間の戦術をゴブリンに教えても意味なくね？　って意見にはご心配なく。

			　掲示板に、【ゴブリンとスライムに、ＣＱＢを最適化して覚えさせるにはどうしたらいいか】と書き込むと、面白意見から確実な対処法まで、いろいろ出てきた。

			　現代の知識人がこぞって集まって意見を出す掲示板と、中世ヨーロッパの閉へい鎖さ的な意見交換を比べるだけ無駄である。

			　しかし特訓だけでは足りない、座学も含めて強くなるのだ。だから、ダンジョンの説明を随ずい時じ、行っていく。

			　

			　第１階層：オーソドックスな迷路で、石造りのダンジョンである。ここでは張り巡らせているトラップを利用した戦術、およびスライム専用の狭せまい通路からの強襲作戦。屋内戦闘を目的とした、ＣＱＢの本領を発揮できる場所である。

			　第２階層：草原と森を利用した野戦戦場である。周りにあるすべてのものを自分のものとし、トラップを必要に応じて自作し、相手を混乱に突き落とす。

			　第３階層：最終防衛ライン。俺の自室がある階層で、ダンジョンコアもここに置かれている。ならば、それを利用して相手を追い詰めるべし。油断こそ最大の敵だということを、教えてやれ。

			　俺は思いつく限りの方法で、ゴブリンとグリーンスライムを鍛きたえた。

			　その結果。

			　

			【名前：なし（設定可能ユニークモンスターに進化するには最低10ＤＰダンジヨンポイント必要）

			　種族：ゴブリン族

			　身分：ダンジョンの防衛者→ダンジョンの軍人

			　性別：オス

			　職業：ゴブリン→ゴブリンアーミー・キャプテン（大たい尉い）

			　年齢：１歳

			　ＬＶレベル：９→15　ＨＰ体力：４００→８００　ＭＰ魔力：１００→２５０　ＳＴＲ筋力：90　ＤＥＦ防御力：72→１３０　ＩＮＴ賢さ：92→１００　ＡＧＩ素早さ：72→１７３　ＬＵＫ運：22→30

			　ユニークスキル：繁殖（人型のメスで自分の種族を産ませることができる）・ダンジョン管理者配下の恩恵（ステータスの上昇）

			　スキル：短剣ＬＶレベル１→３・盾ＬＶレベル１→２・集団行動ＬＶレベル２→３・弓矢ＬＶレベル１→３・小隊行動ＬＶレベル２ＮＥＷ・指揮官ＬＶレベル２ＮＥＷ・不屈の心ＬＶレベル２ＮＥＷ（精神負荷や異常事態に強くなる）・隠おん密みつＬＶレベル２ＮＥＷ・最適行動ＬＶレベル２ＮＥＷ（知っている戦場では行動が速くなる）】

			　

			【名前：なし（設定可能ユニークモンスターに進化するには最低10ＤＰダンジヨンポイント必要）

			　種族：グリーンスライム族

			　身分：ダンジョンの防衛者→ダンジョンの諜ちよう報ほう部

			　性別：なし

			　職業：グリーンスライム→グリーンスライムアーミー・シークレット

			　年齢：０歳

			　ＬＶレベル：11　ＨＰ体力：３２０→６２０　ＭＰ魔力：１２０→２６０　ＳＴＲ筋力：81→１３０　ＤＥＦ防御力：２２０→４００　ＩＮＴ賢さ：70→81　ＡＧＩ素早さ：40→１２０　ＬＵＫ運：20→25

			　ユニークスキル：軟体（物理攻撃を50％カット）・溶解ボディ（任意で発動可能）・体の自由化（ボディの意識的な変形可能触手など）・ダンジョン管理者配下の恩恵（ステータスの底上げ）

			　スキル：槍やりＬＶレベル１→３・触手ＬＶレベル２ＮＥＷ・小隊行動ＬＶレベル２ＮＥＷ・指揮官ＬＶレベル２ＮＥＷ・不屈の心ＬＶレベル２ＮＥＷ（精神負荷や異常事態に強くなる）・隠おん密みつＬＶレベル３ＮＥＷ・集団行動ＬＶレベル２ＮＥＷ・最適行動ＬＶレベル２ＮＥＷ（知っている戦場では行動が速くなる）】

			　

			　賢さと運は微妙な上がり方だが、他が異常である。いや多分だけど、俺でも異常だと思うから、これはやっちまった的な感じだろうか？

			　いや、この２匹だけが特別に上がりすぎたのかもしれない。だから、ほら、あっちの一般兵ゴブリンは……。

			　

			【名前：なし（設定可能ユニークモンスターに進化するには最低10ＤＰダンジヨンポイント必要）

			　種族：ゴブリン族

			　身分：ダンジョンの防衛者→ダンジョンの軍人

			　性別：オス

			　職業：ゴブリン→ゴブリンアーミー・サージェント メージャー（曹そう長ちよう）

			　年齢：１歳

			　ＬＶレベル：７→13　ＨＰ体力：３２０→９３０　ＭＰ魔力：１００→２２０　ＳＴＲ筋力：90→２２０　ＤＥＦ防御力：72→１６０　ＩＮＴ賢さ：92→１２０　　ＡＧＩ素早さ：72→１２３　ＬＵＫ運：22→25

			　ユニークスキル：繁殖（人型のメスで自分の種族を産ませることができる）・ダンジョン管理者配下の恩恵（ステータスの上昇）

			　スキル：短剣ＬＶレベル１→３・盾ＬＶレベル１→３・集団行動ＬＶレベル２→３・弓矢ＬＶレベル１→３・小隊行動ＬＶレベル２ＮＥＷ・指揮官ＬＶレベル１ＮＥＷ・指揮官補佐ＬＶレベル２ＮＥＷ・不屈の心ＬＶレベル３ＮＥＷ（精神負荷や異常事態に強くなる）・隠おん密みつＬＶレベル３ＮＥＷ・最適行動ＬＶレベル３ＮＥＷ（知っている戦場では行動が速くなる）】

			　

			　ぶは!?　ああそういえば曹そう長ちようって、訓練するための古参がなることが多いんだっけ!?

		

	
		
			第４掘：作戦を開始する　我らは誇ほこり高きツワモノ也

			　

			　ゴブリンやスライムがぶっ飛んだ成長を遂げるまで、およそ７日。その間、小さい獣けものや大型の獣けもの、及び同族とおぼしきゴブリン数体がダンジョンに侵入し、これの殲せん滅めつに成功した。

			　７日の成果は３３２ＤＰダンジヨンポイント。

			　これを使い、ダンジョンの不備を直して、行動をしやすくし、あればいいトラップなどの追加配置、新規のゴブリンやスライムの参入を行い、次の敵に備えた。

			　そして２日後、ついに「人」が斥せつ候こうスライムの索敵に引っかかった。

			　現在、主な主要部隊を、第３階層に設けた作戦会議室に集め、説明を行っている。

			「現在、我らがダンジョンの索敵の範囲内に、５名の敵が侵入したのが確認された。詳しい説明は、ダンジョンに目標が入ってから行うが、事前情報を伝える。前衛の戦士タイプとおぼしき剣士・槍使いが２名、仲間の補助役と思える後方型の魔法使いが２名、そして相手方の斥せつ候こうと考えられるシーフ……盗とう賊ぞくが１名」

			　ゴブリンとスライムたちは、なんの反応も見せずこちらの情報を聞いている。

			　頼もしすぎだろお前ら。

			「性別の内訳は前衛の２名が男、後衛の１名が男、残りは女性が２名だ。俺からの感想は、安定したパーティー……編成、ということだ。前衛が敵を引き付け抑えつつ、後衛が遠距離で攻撃、盗とう賊ぞくがスピードを生かしての索敵と、戦闘では全体の補助といったところか」

			　ゲームとかではお約束の編成で、手堅いということ、つまりは……。

			「相手は、相応の熟じゆく練れん者だと覚悟して臨んでくれ。Ｇ隊は装備を３式で、３小隊で迎げい撃げき。２小隊を俺の護ご衛えいに配置。Ｓ隊は装備２式で、２小隊で後方より近づき、Ｇ隊の支援を目的とする。なお残りの３小隊は、万が一に備え、敵の進路で待機。迎げい撃げき部隊が抑えられなかった場合、奇襲でこれを仕留めるのを目的とする」

			　Ｇ隊はゴブリン隊そのまんま。Ｓ隊もお察しの通り、スライム隊

			「迎げい撃げき場所は第１階層中央である。では、作戦目標を伝える。第１目標、相手の殲せん滅めつ。第２目標、捕ほ虜りよの確保。なお、第２目標についてはこちらの指示で伝える。頭には入れておいてほしいが、諸君らは第１目標を優先してもらって構わない。相手が来る予想時間は、１４３０だ。各員、１４００までには配置につけ」

			　第２目標の捕ほ虜りよの確保というのは、外部の情報を得るためだ。今後、ダンジョンを運営する根こん幹かんにかかわってくるだろう。だが、今回はたぶん、捕ほ虜りよを得るのは難しいと判断する。

			　何はともあれ、相手がこっちの鑑定範囲である、ダンジョン内にきてくれないと判断できない。

			　しばらくして総員の配置が完了し、待機状態に移行した。

			　１４２０、ダンジョンに作戦目標が侵入。思ったより速い進行速度である。やはり熟じゆく練れん者パーティーとみるべきだろう。

			　鑑定を開始する。

			【名前：モーブ

			　種族：人族

			　身分：平民

			　性別：男

			　職業：剣士

			　年齢：32歳

			　賞罰：過去の英雄・略りやく奪だつ行為・殺人・婦女暴行etc……

			　ＬＶレベル：44　ＨＰ体力：２５３０　ＭＰ魔力：２１０　ＳＴＲ筋力：７４０＋２６０（銀のロングソード）　ＤＥＦ防御力：３４０＋３８０（鉄のフルプレートメイル）　ＩＮＴ賢さ：１１０　ＡＧＩ素早さ：２４０－７０（鎧よろいの重量）　ＬＵＫ運：55

			　ユニークスキル：滅びた町の英雄ＬＶレベル３（憎しみに応じてステータス上昇　なお英雄は複数の他者から呼ばれることでもらえるスキルである）

			　スキル：剣術ＬＶレベル３・鎧よろい動作ＬＶレベル２（鎧よろいを着た状態の阻そ害がいを減らす）・盾ＬＶレベル２・底力ＬＶレベル２・精力ＬＶレベル１・直感ＬＶレベル１・馬術ＬＶレベル２】

			　

			【名前：ライヤ

			　種族：人族

			　身分：平民

			　性別：男

			　職業：剣士

			　年齢：34歳

			　賞罰：過去の英雄・略りやく奪だつ行為・殺人・婦女暴行etc……

			　ＬＶレベル：42　ＨＰ体力：１９３０　ＭＰ魔力：３２０　ＳＴＲ筋力：５４０＋４３０（ライヤのスピア）　ＤＥＦ防御力：２１０＋１１２０（ダークタイガーの皮鎧）　ＩＮＴ賢さ：１６０　ＡＧＩ素早さ：３５０　ＬＵＫ運：70

			　ユニークスキル：滅びた町の英雄ＬＶレベル２（憎しみに応じてステータス上昇　なお英雄は複数の他者から呼ばれることでもらえるスキルである）

			　スキル：槍そう術じゆつＬＶレベル３・鎧よろい動作ＬＶレベル２（鎧よろいを着た状態の阻そ害がいを減らす）・底力ＬＶレベル２・精力ＬＶレベル２・直感ＬＶレベル１・馬術ＬＶレベル２・集中ＬＶレベル２（攻撃を当てやすくなる）・見切りＬＶレベル１】

			　

			【名前：カース・ランツェル

			　種族：人族

			　身分：元貴族

			　性別：男

			　職業：魔術師

			　年齢：28歳

			　賞罰：元優れた統治者・略りやく奪だつ行為・殺人・婦女暴行etc……

			　ＬＶレベル：32　ＨＰ体力：７２０　ＭＰ魔力：２２９３　ＳＴＲ筋力：２３０＋１１０（形見の杖つえ）　ＤＥＦ防御力：１３０＋50（形見のローブ）　ＩＮＴ賢さ：７２０　ＡＧＩ素早さ：１１０　ＬＵＫ運：35

			　ユニークスキル：統治者の資質ＬＶレベル２（統治をするうえでの総合的な底上げ）・魔法の才能

			　スキル：棒術ＬＶレベル３・盾ＬＶレベル１・底力ＬＶレベル２・精力ＬＶレベル１・馬術ＬＶレベル３・火魔術ＬＶレベル２・風魔術ＬＶレベル２・回復魔術ＬＶレベル１・略詠唱ＬＶレベル２】

			　

			　まずは、男たちのステータスを覗いてみたが……。もちろんすでに、Ｇ隊Ｓ隊に情報は送信済み。平均レベル40ってところか。俺たちから見ても十分に強いけど、ＬＶレベルが１上がったときの上昇率を考えると、俺の魔物のほうが上じゃね？

			　それとも、今後、伸びが悪くなるのか、種族変わったから、大幅に伸びたのか？　現状じゃ判断しづらいな。

			　あと【賞罰】の【過去の英雄】とか【元優れた統治者】ね。なんか壮大な過去があるみたい。さーて、あとは女性を見てから判断しましょうかね。

			　

			【名前：エルジュ・ラウ・ロシュール

			　種族：人族

			　身分：奴ど隷れい　元ロシュール国第３王女

			　性別：女

			　職業：優れたる癒いやしの聖女

			　年齢：16歳

			　賞罰：元聖女・ロシュール国第２継承権

			　状態：持続的な軽傷・治療不全による体の不調・軽度の病気

			　ＬＶレベル：６　ＨＰ体力：19／90　ＭＰ魔力：４０２０　ＳＴＲ筋力：12　ＤＥＦ防御力：21　ＩＮＴ賢さ：２１０　ＡＧＩ素早さ：64　ＬＵＫ運：82

			　ユニークスキル：統治者の資質ＬＶレベル４（統治をするうえでの総合的な底上げをする）・優れた魔法の才能（ＭＰ魔力とＩＮＴ賢さに大幅な補正）・癒いやしの聖女（回復と支援魔法の効果を大幅に上げる）

			　スキル：ロシュール式剣術ＬＶレベル２・ロシュール式棒術ＬＶレベル２・盾ＬＶレベル１・算術ＬＶレベル２・王の風格ＬＶレベル２・馬術ＬＶレベル３・火魔術ＬＶレベル１・回復魔術ＬＶレベル３・支援魔術ＬＶレベル２・無む詠えい唱しよう】

			　

			　ちょっ!?　いきなり面倒事確定ですよ!!　どっからどう見ても、どっかの国の王族さんですか。そうですか……フラグですよ……。

			　最後の１人は？

			　

			【名前：オリエル

			　種族：兎人族

			　身分：奴ど隷れい　元ロシュール国第３王女のメイド兼側近

			　性別：女

			　職業：ガーディアン

			　年齢：21歳

			　状態：持続的な軽傷・治療不全による体の不調・軽度の病気・骨折３か所・意識朦もう朧ろう

			　ＬＶレベル：54　ＨＰ体力：32／１２０５　ＭＰ魔力：７８０　ＳＴＲ筋力：６１０－５７０（骨折の影響）　ＤＥＦ防御力：５２０－４８０　ＩＮＴ賢さ：１３０　ＡＧＩ素早さ：４２０－４１０　ＬＵＫ運：62

			　ユニークスキル：守護の盾ＬＶレベル２（総合的な防御力を上げる）・捧ささげる忠誠（特定の人物といるとステータス上昇）

			　スキル：ロシュール式剣術ＬＶレベル３・ロシュール式盾術ＬＶレベル３・算術ＬＶレベル２・奉仕ＬＶレベル２・馬術ＬＶレベル２・風魔術ＬＶレベル１・回復魔術ＬＶレベル１・略詠唱ＬＶレベル１】

			　

			　……メイドさんでしたか。いやー、本人たちから話を聞いてないから何とも言えないが、奴ど隷れいの２人が不ふ遇ぐうの扱いだというのはわかる。

			　というか、賞罰の判定がよくわからんな、どれだけ昔のことを記載してるんだろうか？

			　うーん、判断基準を鑑定だけに頼るのは危ない気がするな。今後は実際に話をして判断するようにするべきだな。

			　罪を着せられて、それが賞罰に載っているなら問題だしな。

			　ま、ともかく。これは第２目標を指定できそうだな。

			「各自作戦を通達する。情報は見ての通りだ。障害となりうるのは男３名。女性２名は、状況から見てほぼ無力だろう。よって、女性２名を第２目標指定、Ｇ隊１小隊で確保を実行。残りは男たちを第１目標と認定。遠慮はいらない。全力で潰せ、偶然生き残った場合のみ第二目標への移行とする。

			　作戦に変更はなし、ポイントαを第１次迎げい撃げき、ポイントβを第２次迎げい撃げき、ポイントΘを第３次迎げい撃げきとし、１階層の最終迎げい撃げきラインとする」

			　それを伝えると、ＭＡＰに映るＧ隊Ｓ隊が第１次迎げい撃げきポイントに移動を開始する。

			　敵のマーカーはゆっくりダンジョンを進行中、リアル画像でのモニタリングで、現在観察中の女性２名は、状態が思わしくないな。
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			　ヒロインフラグと、面倒事フラグを両立しているが、こっちからすれば、なにも情勢を知らない状況でのこの王族と護ご衛えいは、ありがたい。

			　保護という名目も立つ。ここは厄やつ介かいなフラグを受け入れてでも、こっち側に引き込む価値はあるだろう。

			　そして、敵はポイントαに到達しようとしていた……。

			「作戦を開始する。我らは誇ほこり高きツワモノ也。諸君らの健闘に期待する」

			　さあて、格上相手にどこまで戦えるのかね？

		

	
		
			第５掘：世の中どこまでも人はこんなもん

			　

			　Ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			　私はこの大陸で覇はを競う、ロシュール国の第３王女として、生を世に受けました。それはすなわち、国民を導いていくという、重責を負うことを意味しておりました。

			　私は物心つくころから、ロシュールこそ、この大陸に平和をもたらすことのできる、絶対唯一の、正義を掲げている国だということを、教えられてきました。ロシュールの庇ひ護ご下でこそ、民は安心して暮らしていけるのだと。

			　そして、それを疑問に思うこともありませんでした。城下に顔を出せば、みな笑顔で、「エルジュ王女万歳!!」と私を迎えてくれます。だから、私もこの民たちのために、なにかをなさなければ、と思うようになりました。

			　非力な王族が戦いの前線に出るなど、あり得ませんでした。私という王女が、いえ、なにもできない私が、そんなことをできるわけがありません。一応父や姉に相談してみましたが、「私たちが傷つけば民が悲しむ」と言って、受け入れてくれませんでした。

			　そんな自分にできることを探す日々。お姉様やちぃ姉さまは、私のやろうとしていることは到底無理だとわかっているのか、「エルジュ、その心だけで救われることもあるのですよ」「なに言ってるのよ、エルジュができることなんかなにもないわよ」と言うばかりです。

			　ある日、そんな私を見かねたのか、従者であるオリエルが言ってくれました。

			「恐れながら進言させていただきます。陛下の言うことはもっともなれば、前線に立つのではなく、癒いやしを施ほどこすのであれば、問題ないのではないでしょうか？」

			　オリエルの言葉に、私は目から鱗うろこが落ちる思いでした。

			「そう……ですね。私は視野が狭せまかったようです。前線に立つことだけが国の役に、民の役に立つというわけではないのですね。オリエル、感謝します。そして、回復魔術の指導者を捜してきてはくれないでしょうか？　本来であれば、私から出向き頭を下げるべきなのですが、私は王女、安易に動いては父や姉、民も動揺しましょう」

			「エルジュ様の御心のままに」

			　そうやって回復魔術を習得していく中で、奇跡が起きたのです。

			　いつものように、オリエルとともに、覚えた回復魔術で怪け我が人を治療しているときでした。いきなり私を温かな光が包み……このアロウリトの３女神の１人、慈じ愛あいのリリーシュ様が舞い降りたのです。

			「エルジュ・ラウ・ロシュール。あなたの行いを、私は見ておりました。その、ただ国のため、民の安あん寧ねいのため、自ら手法を探し、今なお努力を続けるあなたを」

			　私はその場で跪ひざまずきました。

			「お、恐れ多くも、まだ私の手では、零れ落ちる命も数多あまたあるのです。リリーシュ様にそのような言葉をいただける身では……私などではなく、今を生きようとしている人々へ祝福を」

			　私の無礼ともとれる言を聞いて、なおリリーシュ様は笑みを絶やしません。

			「その言葉を聞いて安心しました。あなたなら、私の祝福を授けても道を誤ることなく、失くすべきでない命を救えることでしょう。さあ、受け取りなさい」

			　光が私を包み込み、「癒いやしの聖女」と「優れた魔法の才能」を授けてくださったのです。
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			　この話を聞いたユキさんは、とりあえず胡う散さん臭くさそうにしておりました。本人曰いわく。「お約束すぎてつまらん……つかこのパターンって絶対コケるだろ。いや、現状コケてる姫さんがいるんだし」

			　まったくその通りで、お恥ずかしい限りです。

			　

			　そうやって、私は民の前で祝福を受けたことにより、「聖女様!!」と呼ばれることになり、前よりももっと国のために、民のために、頑張ってまいりました。

			　しかし、それも長くは続きませんでした。私たちは国同士で争いをしていることを失念してしまったのでした。

			　詳しよう細さいは知りませんが、私は乞こわれて敵国のある村へ足を運ぶことになりました。

			「その村は無能な領主に虐しいたげられ搾さく取しゆされ、民は救いを求めるばかりであります。我々は先行し、その村を確保、解放いたします。王女……いや聖女様は、安全になられたところにお越しいただいて、村人の治療を行っていただきたいのです」

			　私はリリーシュ様の思いに報いるため、なにも疑問を抱くこともなく、その村へ足を進めたのですが、村はただ蹂じゆう躙りんされ焼け落ち、生きている人は１人もいませんでした。

			「だ、誰か!!　返事を!!　誰か!!」

			　飛び出そうとする私を、オリエルが押さえつけます。

			「エルジュ様、落ち着いてください。先行した部隊はどこなの!!」

			　オリエルがそう言って、部隊を散開させてしばらくすると、先行した部隊長と思しき者が私の前に進み出て、こう告げました。

			「はっ、聖女様のご命令通り。徹底抗戦をする村人の殲せん滅めつを完了しました。予定通り、ここは中継地点として使えるでしょう。さすが陛下の血を受け継いでおられる。なんという慧けい眼がん。恐れ入ります」

			　頭を垂れて嬉しそうに報告する声が、私には……。

			「え、え……？　ど、どういうこと……オ、オリエル……」

			　この無む慈じ悲ひな光景は、私の命令？　意味がわからない。

			　オリエルは苦い顔をして、私を天幕へと連れて行って説明をしました。

			「エルジュ様、申し訳ありません。私たちは他国の村に攻め入るための、正当性を示す旗にされたようです」

			　オリエルの言葉が、しばらくして体に染み込んでいきます。

			「わ、私がこちらにこなければ。こ、この村は……人々は……」

			　足元に転がる人形が視界に入る。

			　……真っ赤に染まっていた。

			「ああ……あああ……あああああああああ!!」

			「エルジュ様、落ち着いてください!!　エルジュ様!!」

			　それから１か月後、我が軍はその村を拠点に敵の町へ侵攻、陥かん落らくに成功したのでした。

			　なにが「優れたる癒いやしの聖女」でしょうか……これでは、血を撒まき散らしているだけではないですか。

			　

			　Ｓｉｄｅ：モーブ

			「いやだずげでぇ!!　やめでぇ!!」

			　俺の目の前には、体中をナイフで切り刻まれて凌りよう辱じよくされてる１人の少女がいた。

			　むろん凌りよう辱じよくしているのは俺だ……なんにも面白くねえ。

			　俺の娘もこんな年頃だった……ああ、しけた思考が混ざった。

			「あぐぅ!?」

			　俺は、ナイフを少女に振り下ろしていた。

			　何度もめった刺しにしてやった。

			「あぁ、おとぅ……おかぁさん……」

			　どんどん瞳どう孔こうが開いていき、やがて動かなくなる。

			「よお、そっちも楽しめなかったみたいだな」

			　俺の隣には、血まみれのライヤが立っている。ライヤの足元にも、同じように少女が事切れて倒れていた。

			「そっちはどうだ、カース」

			「いぎゃぁぁぁ!?　やめでぇぇぇ!!」

			　叫び声があたりに響くが、カースは表情も変えずに、女性の顔にファイアーボールをぶち当てる。

			「がぁぁぁぎぃぃぃいい!!」

			　もはや人間が、ましてや女性が出している声には到底思えない。

			　そして、ものの数秒で声は聞こえなくなり、人の肉を焼くにおいだけが充満する。

			「まったく何も感じない」

			　カースはそれだけ言うと、近くの椅子に腰を掛ける。

			　俺たち３人は今、ロシュールに属している町を攻め落とし、その後のお楽しみをしてる。全然、楽しめていないがな。

			「過去の英雄ねえ、今の俺たちには願ってもないスキルだよな」

			　そして、俺たちは、適当に食事していた。

			「ああ、おかげでしっかり暴れられる」

			　ライヤが俺の言葉に答える。

			「スキルなんてあろうがなかろうが、関係ない。聖女を責めて責めて壊れて壊して、すべてを否定してから晒さらして、バラしてやる」

			　もう、カースからは殺してやるなんて安易な言葉も出てくることはない。

			　なんで俺たちが、こんなぶっ壊れた行動をしてるかだって？

			　簡単さ。

			　俺たちもされたから、やり返してるだけさ。

			　ガキの理屈だって？　わかってる。だけどな、嫁と娘の無念とか、俺のやりきれない気持ちとか……もうぐっちゃぐちゃなんだよ。

			　普通にさ、冒険者やってさ、いい友人にも嫁さんにも娘にも恵まれた。ある日、魔物が群れで町に襲ってきて、絶体絶命ってときもあった。

			　気が付けば、俺はその町の英雄になっていた。そこで嫁さんと出会って娘もできた。宝だ。どんな宝石よりも貴金属よりも、替えがたいな。

			　相棒のライヤにも幸せがくるといいなって言うと、言い返された。

			「悪いが、こっちも約束した相手ぐらいいる」

			　長い付き合いだ、きっとあの村の娘だろう。年齢差はあるが、ライヤとお相手が幸せならかまわんさ。

			「そしてお前さんは、相手選びが大変そうだな」

			　俺は、この町でよく組むようになっていた魔術師に声をかけた。相手選びが大変？　簡単だ。こいつ、この町の領主の息子だからな、なにを考えてるのか、冒険者をやってる。

			「じゃ、モーブさんの娘さんがいいですね」

			　そう返してきたのでマジ切れして、「俺を倒してからにしろ!!」って叫んで、酒場に迷惑をかけた。……たのしかった。

			　ある日、ロシュールがライヤの恋人の住む村に進軍した、って報告があった。聖女様が率いているって話だから、救済だろうと思った。

			　敵国でありながら、聖女様の献身ぶりは耳に入っている。しかしよ、ライヤがあまりにも落ち着かないんで、カース経由でクエスト出してもらったんだよ。

			　村に行って、ロシュールの動向を調査せよ。

			　そして壊れ始めちまった。村はもう焼け跡……死体しかねえ。

			　彼女の遺体を運ぶライヤに、かける言葉がない。

			「俺は大丈夫だモーブ、カース」

			　泣きながら言っても、説得力ねえっての……。

			　この報告を領主に伝えたが、芳かんばしい返事はなかった。

			　聖女様は、敵国にまで、誠意ある献身の塊かたまりだと伝わっている。

			　だから、確実な情報もないのに、聖女が旗をもって村を殲せん滅めつしたなんて言えば、周りすべてを敵に回すことになるってな。

			　結局、その１か月後、その村を中継地点にしたロシュール軍はこの町へ攻撃を開始。相手の行動を読み切れていなかったので、対応は鈍かった。

			　そして町は、わずかな生き残りを残して全滅した。

			　ここにきて、ようやくこちらのお偉いさんは、聖女を旗に攻めてきてることを認め、ロシュールに対して、積極的に攻め入るようになった。

			　俺にとっては、もう遅いがな。

			　ライヤもカースも目が濁ってやがる。引き返す気もない、俺の宝もんはもう戻らないしな。

			　だから、道徳も倫りん理りもあったもんじゃねえ。ただの盗とう賊ぞくと変わらねえ。いや、使えるものは残す盗とう賊ぞくのほうがまだマシだろ。俺たちはすべて始末してきた。

			「ああ、聖女様はどこにいるのかね……」

			　そうやって空を仰あおいでいると、見たことのある、旗を掲げた馬車が通り過ぎていった。

			　

			　Ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			　あの村が殲せん滅めつされてから、争いが酷ひどくなっていきました。大きな町をさらに落としたのですが、それから相手が猛反撃を開始しました。こちらも相手も、いくつかの村と町を焼いていきました。

			　血で血を洗う……結局、私が引き金となったのは間違いないでしょう。

			　オリエルは違うと言ってくれますが、私はあの村の光景が、頭から離れません。

			「……煙けむり」

			　ここは自国内のはずなのです。しかし、あの旗は……、相手側も、こちら側まできてしまったのでしょうか。

			「御者、すまないがここは危険なようだ。素早く駆け抜けて……」

			　オリエルが、最後まで言い切る前に、突然、馬車が横転してしまいました。

			「うぐっ……」

			　全身が痛い……。顔を上げると、苦痛に顔を歪ゆがめたオリエルが、私を庇かばうように抱きしめてくれていました。

			「エルジュ様……大丈夫……ではないようですね。申し訳ありません」

			　オリエルの足は変な方向を向いていた。

			「オリエル!!　すぐに治療を……」

			　しかし、私はそのまま、気がつけば地面を転がっていました。

			「え……ゴボッ……」

			　自分から出たとは、とても思えないような声が出ます。

			「エルジュ様……!!」

			「おいおい、エルジュ様って……」

			「ああ」

			「こいつが聖女か」

			　そうやって私は奴ど隷れいにされたのでした……いえ、当然の結末といえるでしょう。

			　

			　Ｓｉｄｅ：オリエル

			　私はエルジュ様を守ることができませんでした……。

			　現在、私たちは傭よう兵へいと思しき３人に奴ど隷れいとされ、暴行される日々を送っています……。

			「いだぁい!!」

			　エルジュ様の声が響きます。私はエルジュ様を、身を挺ていして守らなければいけないのです。

			「やめろ……」

			　ズルズルと地を這い、エルジュ様のほうへと向かいます。捕まったときに片足が折れ、この傭よう兵へいたちにもう片方の足を折られ、片腕も折られました……。

			「いぎぃ……!!」

			　エルジュ様の声が響きます、なんとかその場までたどり着けば。

			「ああ？　おい、ライヤ」

			「ああ」

			　ライヤと呼ばれた男が、私の折れた足を無造作に持って引きずっていきます……。

			「あがっ……!!」

			　激痛に目がかすみます。

			　痛みに耐えるようにしていると、ライヤと言われた男がなにかを感じとったようです。

			「この魔力の流れ、ダンジョンか……。いいこと思いついたぜ、従者様」

			　ライヤはなにも映していない瞳ひとみをこちらに向けて、淡々と告げました。

			「おーいモーブ、近くにダンジョンがあるぜ」

			「で、どうするんだよ。おい、血が付いただろ、きたねーぞ聖女様」

			　モーブと呼ばれた男は、適当に拳を振るってエルジュ様のほほを打ちます。

			「…………」

			　もう、エルジュ様は声を出すこともできないようです。

			　ライヤはそんなエルジュ様をチラリと見て、淡々と続けます。

			「ゴブリンの嫁さんになれば、女になった喜びがわかるだろ？」

			「あああああ!!」

			　目の前が真っ赤に染まりました。エルジュ様をここまでひどく扱っておいて、人としての最低限の尊厳まで奪おうという、この外道を……!!

			「うるさいぞ、芋いも虫むし」

			　その声が聞こえた途端、私は頭に衝しよう撃げきを感じ、暗い闇やみに落ちていったのです。

			　

			　Ｓｉｄｅ：カズヤ・トリノ　主人公ですよ？

			　ん？

			　モニターを見ていた俺は、相手の不可解な行動を訝いぶかしんでいた。

			　冒険者たちは奴ど隷れいを盾にするわけでもなく、そのまま正面にいるＧ隊１小隊に奴ど隷れいたちを放った。

			『おら、メスだぞ。さっさと犯せよ』

			　モニター越しに、そんな声が聞こえる。

			　ああ、そういうことか。よくよく考えればわかるもんだ。奴ど隷れいは、主となる相手にステータスを無理矢理見られる。つまり、この冒険者３人は、この奴ど隷れいが王女様とその従者であると知っているわけだ。

			　なのに敵国に引き渡すでもなく、ロシュールに戻すでもないってことは、個人的な恨みがあるってことか……。

			　うーんドラマだねー、血みどろだねー。

			　しかし悪いが、ドラマティックな終わりにも、悲劇的な終了にも付き合う気はさらさらないのであります。

			　たとえ、裏に映画風のお話があろうが、こっちもこっちで生きるための目的があるのです。

			「通達。そのまま作戦を継続。やっちまえ」

			　俺は指示を出す。

			　結局のところさ、「世の中どこまでも、人はこんなもん」ってやつだろ？

		

	
		
			第６掘：作戦終了　お話をしましょうか

			　

			　前回の盛大な過去話はどこにいったか？　メタ発言？　気にするな。

			　逆に聞こう。君たちは、自分たちの命がかかっているのに、相手のお涙ちょうだい、映画ばりの盛大なお話に感化されて、手を止めるのか、と？

			　なんでこんな軽いお話をしてるかって？　簡単さ。

			「Ｇ隊は２小隊で、目標を捕ほ虜りよ収容施設に搬送。残りは、第２種警戒態勢へ移行、１時間後、通常任務へ」

			　全目標の無力化・拘こう束そくに成功。味方に死傷者なし。完勝である。

			　え、最初のレベル差はどこにいったかって？　これはアレだね。物事に１００％はないという教訓にしよう。

			　まあ、事後報告になるが、先ほどの戦闘状況を伝えよう。

			　目標の無力化までおよそ３分。

			　もう、お湯入れて待つ手軽さですね。

			　第１目標・３名が、第２目標・２名をこちらに差し出したのに戸惑いはしたが、その後、作戦は滞とどこおりなく進んだ。

			　第１次迎げい撃げきポイントαの概要を説明しよう。

			　第１階層中央に位置する、十字路のど真ん中である。

			　その地点において、囮おとりのＧ隊１小隊を、相手進行方向の前に出し注意を引く。この時点で、目標の不可解な行動により、少し作戦開始が遅れる。

			　ある意味、こちらとしては助かったのかもしれない。囮おとり部隊はそのまま、第２目標・２名の確保に成功。

			　第１目標を、十字路での十字砲火にハメることに成功。いや、銃器はないけどね。

			　目標３名は十字路全方位から囲まれるかたちとなる。

			　え、これ、どこの軍事作戦だって？　ファンタジーだろ？　いやいや、どこかの小説みたいに、言うことを聞くモンスターを自由に徘はい徊かいさせて迎げい撃げきさせるとか、非効率すぎるだろ。

			　ま、それはともあれこの状況に陥おちいってようやく、第１目標は自分たちの状況に気が付いたらしい。

			「おい、こりゃ……」

			「……ゴブリンにしては……カース、頼めるか」

			「任せろ、20秒くれ」

			　いやいや、もう詰んでるから。両サイドと正面をＧ隊３小隊が包囲、後方をＳ隊１小隊が塞ぐ。

			　が、それで終わりなわけがない。覚えていますでしょうか？　スライム専用の狭せまい通路を作ったと言っていたのを。

			　そうしてスライムが天井から強襲、魔術師の顔面に張り付き詠唱を中断。そのまま窒ちつ息そくを目的として張り付いたままにする。

			「なっ!?」

			「ち、カース動くな!!」

			　残った２名が魔術師の援護に向かえるわけもない。残り２名にもスライムが顔面に張り付く。

			　この作戦は、掲示板に書き込まれたものである。

			　

			【スライムの集団戦闘行動を現代化して考えるスレ part2

			　１１０　名前：名無しさん

			　空気読めてないと思うけどマジレスするわ。

			　相手の呼吸する場所埋めたらよくね？

			　こう上から強襲してさ、人なら大体これで無む双そうできるんじゃね？

			　確実に成功させるなら、相手に天井へ意識を向けさせないように、陽動する必要あるだろうけどさ。

			　１１１　名前：名無しさん

			　まあ、真面目に考えるなら、それが一番効率いいよな。

			　大体の生物は、呼吸する箇所と視覚は近くにあるから、それで完封できるよな。

			　……ん魔王って窒ちつ息そくでやれるなら勝てるん？

			　１１２　名前：名無しさん

			　いやいや、流石さすがにその死に方はしないだろうぜ。

			　なにせ魔王だ。こうブワーッて魔力的ななにかでスライムを吹き飛ばしておわりだろ。

			　勇者とかも同じじゃね？　こう勇者的なスキルで……。

			　１１３　名前：名無しさん

			　いわんとすることはわからんでもないが、実際いてもしらけるよな。

			　吹き飛ばしても、吹き飛ばせなくても。

			　あ、疑問が出てきた。スライムって核があるタイプいるだろう、その場合どうするのが安全なんだ？

			　１１４　名前：名無しさん

			　その場合、呼吸器官をふさぐのにボディの大半を使って、核をこう、別箇所にコード引っ張るみたいに移動すればいいんじゃね？

			　相手はそれを取り除くのに夢中だろうしさ。】

			　

			　てなやりとりがあったわけ。掲示板ってこわいわー。そして、スライムは使い方次第だってよくわかった。

			　で、その結果。

			「がぼぼ……!!」

			「……!!」

			「ごぼぼ……!!」

			　第１目標はあっさり沈ちん黙もく。よって、この３名に対しても第２目標に変更。武装解除して捕獲に成功したわけだ。

			　みんなダンジョン運営するようになったら、スライムを便利に運用しましょう。

			　

			「これ……は？」

			「エルジュ様……」

			　女性２名は、なにが起きているのか、理解していないらしい。

			　さて、こちらは捕ほ虜りよの到着を待つとして、今回の問題点を改善しないとな。

			　作戦は完かん璧ぺきすぎた。これが常時続くと思ってもらっては、作戦が崩れたときの動揺がひどいことになる。

			　ずっと俺のターン!!　だったしな。

			　別の意味で、やっちまった状況だな。でも、わざと作戦をしくじるわけにもいかないしな。ここのところは、配下にしっかり言い含めておく必要があるだろう。

			　ＭＡＰを見ながらあれこれ考えていると、捕ほ虜りよたちは収容施設に移送され、各小隊は通常任務に戻った。

			　なお、男女分けて収容しています。女性２名は身体的ダメージがひどいので、収容病棟へ移送を指示している。

			　いまだ回復魔術は俺しか使えないので、めんどくさい限りである。

			「今回の成果で、ダンジョンの底上げができるといいんだがな」

			　そんなことを呟つぶやきつつ、まずは収容病棟へと足を運ぶ。

			　第３階層は、自室とは別に、ダンジョンを運営するうえで必要だと思える施設を、多数付設している。

			（といっても、現代日本に比べると部屋がある、というだけだがな）

			　結局、まともにＤＰダンジヨンポイントが稼げていないので、この収容病棟は簡易なベッドが置かれてるだけである。

			　収容所に至っては、木のベッドに藁わらを敷き詰めているレベルである。

			（気長にやるしかないよな。まだ始めて９日たったぐらいだしな）

			　配下たちにも寝床を用意してやりたいのだが、本人たちは第２階層にて、自分たちの生活空間を作り上げている。

			　いろいろ考えてるうちに、目的の部屋の前へとたどり着く。

			　コンコンコンコン。

			　ノックをする。いかに異世界であろうと、こっちの矜きよう持じや習慣まで捻じ曲げるつもりはない。

			　いや、こっちは、そっちのお約束をぶった切っていくけどな。

			　声は返ってこない。そのまま入室すると、２名の女性がこちらを見つめている。
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			「……一体、どうなっているのですか？」

			「……エルジュ様……お下がりを」

			　これで好意的に受け止められていると言える奴は、よほどノー天気だろうな。しかし、話をしないと進まない。

			「そうですね、お話を聞いていただけますか？」

			　さて頑張りますか。

		

	
		
			第７掘：善意で人を助けるのが本音です!!　嘘だがな!!

			　

			　目の前では、簡易ベッドの上で身を寄せ合う２人の女性が、こちらの様子を窺うかがっている。

			　あれ、なんで２人一緒のベットにいるんだ？

			　ああ、王女様がメイドさんのほうへ行ったのね。

			　いきなりこんなところに連行されて、おとなしく療養なんてできるわけもない。

			　いや、メイドさんが王女様のところへっていう逆パターンもあるだろうけど、現実問題、両足折れてるし、実際行ってるなら賞賛ものですけど。夜見たらホラーですよ。

			「オリエル、無理しないで、これ以上は……」

			「いえ、私はこの命尽つきるそのときまで、お傍そばに……」

			　ＯＫ。ホラーでした。

			「はいはい、こっちの話を聞いてくれ。俺は君たちを治療することができるが、ある条件を呑んでもらいたい」

			「ふざけるな、このお方を誰だと思っている。この……」

			「待って、オリエル……こっちもお話を聞かせていただいていいでしょうか？　なぜ、私たちを無理やり屈服させようとしなかったのかを」

			　ほう。多少は考える度量はあるようだ。

			　ん？　なんで無理やり屈服させて、奴ど隷れいでウハウハしないかって？

			　シンプルな答えを用意しようか。奴ど隷れいなんて、日本人には受け入れられません!!

			　なーんて、信じないよな。

			　ラノベとか漫画なら、日本人の優しさとか、〝主人公特性〟でＯＫなんだけどな。

			「質問に質問返しで悪いんだけど、君を奴ど隷れいとして屈服させる利点ってなに？」

			　そう。ココの問題点は「奴ど隷れい」である。

			　彼女……王女様は、なにを言ってるのかわからないという顔をしている。

			「え……、そ、それは労働力とか、その……いかがわしい行為とか」

			　後半の話も含めて、それが「奴ど隷れい」というものの利点だ。そう、「強制的」にだ。

			　地球にも「奴ど隷れい」は存在していた。つまり、それなりに使えるというわけだ。

			　だが、それなりだ。今現在、地球上でおおっぴらに「奴ど隷れい」なんていうのは認められていない。

			　人道的じゃないから？

			　バカ言わないでくれ、そんな表向きの理由を聞いているわけじゃないだろう？

			　全体的な効率が悪すぎるんだよ。

			　短期的に見れば効率はいいが、そんなことがお望みなら、金をはたいて人を集めればいい。

			「反乱」「暴動」「技術開発の停てい滞たい」など、奴隷にマイナス点は山ほどある。そう。地球人類はそのことに気が付いた。

			　裏で人を「奴ど隷れい」のように扱ってる奴らは、地球にも山ほどいる。

			　そんなことはない？　バカ言うなよ。いまだに内戦とかやってる国は山ほどある。

			　それは奴ど隷れいではない？　ほう。ならば国のトップを平和的に入れかえれば済む話だよな？

			　今の日本が、トップをしょっちゅう入れかえてるようにな。

			　それだけでは改善されない、止まらない、止められない。

			　そんな国があるんだ。

			　正直、社会人ってのも、国の法や、会社からの給与で縛しばられている〝奴ど隷れい〟と言えなくもない。

			　だが決して「奴ど隷れい」なんて言葉を公に発することはない。そんなことをしてしまえば、情報社会では、すべての国家を敵に回すことになるからだ。

			　と、長引いたな。つまり「奴ど隷れい」なんて制度を利用しても、ダンジョン運営には、短期的にはいいとしても、長期的には適さないわけだ。

			「ふむ、君は奴ど隷れいを使って無理やり働かせればいい、と思うわけだ」

			「ええ」

			　……王女様だろ、この人。頭、お花畑か？

			「じゃ、君の隣にいる人は君の奴ど隷れいなのかい？　君がいた町か村か知らないけど、全員奴ど隷れいだったのかい？」

			「そんなわけありません!!　私はオリエルを信頼しております!!　奴ど隷れいなどと貶おとしめるようなことは決してしません!!」

			「不思議だな。信頼などしなくても、奴ど隷れいにしてしまえばそれでいいだろうに」

			「私はそんなこと望んでは……」

			　彼女は言葉を切り、なにかを理解したような顔になった。

			「私たちを信頼したい……。あるいは、そうしなければならないのですね」

			「そういうこと。断ってくれてもいい。別に奴ど隷れいのように強制ではない。ただな、こっちにも事情ってものがある。奴ど隷れいはいらないんだが、信頼できる相手はほしいわけだ」

			「でしたら、私たちに信頼してもらうために、オリエルの治療を行ってください」

			「バカ言うなよ。オリエルさんだかなんだか知らないがな、治した瞬間に襲ってこない保証はないだろ」

			　というか、こっちを目の敵のようににらんでくる相手を、なんの保証もなく治療するのは、よほど腕に自信があるか、バカのどっちかである。

			　個人的に、異世界に飛ばされた主人公がいくらチート能力をもっていても、見知らぬ人をすぐに治療する奴には、バカの烙らく印いんを俺は押すね。

			「オリエルがあなたを襲わないということは、私が命をかけて保証します」

			「いや、そっちに保証されるだけじゃ無理。だからこっちの条件をとりあえず聞いてくれ」

			「……いいでしょう。そういえば、あなたの条件を聞いていませんでした」

			「じゃ簡単にいく。君たちには俺のスキル【指定保護】をかけさせてもらう」

			「指定保護？　聞かないスキルですね」

			「効果は、【安全の確保】【指定区域外の移動不可】【他人に危害を加える行為の禁止】だな。細かいことはまだまだあるんだが、君たちにかける内容はこんなもんだ。強制的に言うことを聞かせるなんて、奴ど隷れいみたいな制限はないな」

			「強制しないだけで、捕ほ虜りよみたいなものですか。でも、それだけではないでしょう。それでは条件になりえない。それはあなたの安全を保障するためだけのものですね。先ほどのお話から、なにか別の目的があるとお見受けしましたが」

			「おや、お飾りのお嬢様だと思ったが、とりあえずいろいろ考えてるんだな。見直したよ」

			「ええ、『奴ど隷れい』にまで堕とされたもので。いくら希望を見失っても私に付き従ってくれるオリエルを守れるのならば、最後まで最善を尽つくしましょう」

			「こっちの条件は、俺への協力を願いたい、ということだ。詳しい理由は言えないが、この大陸の情報がほしいんだ。君たちは上流階級だったとお見受けする。だから、その知識を貸してほしい。ただでとは言わない。今後の協力次第では、解放して国に帰れるようになるだろう」

			「わかりました、あなたの条件を呑みます。オリエル、いいですね？」

			「……エルジュ様がそうおっしゃるのでしたら」

			「ＯＫ、じゃスキルをかけるよ」

			「ちょっと待ってください。先ほどの男たちは生きているのでしょう？　あの男たちから解放をしてもらわなければ、私たちはあなたに保護してもらったということには……」

			「あー、それはできなかったら解放するように言ってみるよ。とりあえずかけてみる」

			　ルナから聞いたのだが、奴ど隷れいの首輪には魔法が込められており、相手に「強制的に命令を聞かせる」ということができるらしい。当然「主へ危害を加えることを禁ず」などということも組み込まれてる。

			　だが、俺の「指定保護」スキルは、その縛しばりを打ち消して上書きするって話だ。ルナ曰いわく。

			「いちいち主と交こう渉しようなんて面倒でしょ。しっかりとした交こう渉しようならともかく、今にも死にそうな子を助けるために、交こう渉しようなんてしてられないでしょ」

			　じゃ、強制的に「指定保護」かけまくればいいんじゃね？　って話になるが、お約束で、「相手が受け入れる」とちゃんと承しよう諾だくしていることが、スキルをかけられる条件なのだ。

			　俺がスキルを発動すると、王女様が光に包まれて、奴ど隷れいの首輪が外れる。

			「……」

			「本当に外れましたわ!!　さあ、条件は呑みました。オリエルの治療を早く!!」

			「……あえて言ってなかったがな、このスキルは、かけられる相手が心から承しよう諾だくしないと発動しないんだよな。その、オリエルさん、見てみ」

			「……オリエル、首輪が取れていないわね。まさか……」

			「そ、そんなわけございません!!　そこの男がかけ忘れたに決まっています!!」

			「……ほう、俺が悪いと？」

			　だめだ、この女。予防線を張っていて助かった。善意だけじゃ世の中、渡っていけない証拠である。

			「お願いいたします。どうかもう一度チャンスをくださいますよう……」

			　エルジュさんは膝を折り、頭を下げる。

			「個人的には３度目までは目をつぶることにしてるけどさ、オリエルさん、さっきの俺の条件、承しよう諾だくしてくれるかな？　君の主とやらは、ここまで頭を下げているんだが」

			「……わかりました、その条件を承しよう諾だくいたします。ですが、エルジュ様に危害を加えるのであれば、私はあなたを絶対に殺します」

			「オリエル!!」

			　エルジュさんがたしなめるが、オリエルさんはその目を俺からそらしはしなかった。

			「いいよ。別にさっきの条件以外は拘こう束そくするつもりはないしね。じゃいくぞ」

			　そして、オリエルの首から奴ど隷れいの首輪が落ちる。

			「さて、治療を開始しますかねー。エクストラヒールっと」

			　エルジュさんとオリエルさんの体が、淡い緑色の光に包まれる。

			「な、エクストラヒール!?　しかも複数指定での術の発動!?　あなたは高名な回復術師なのですか!?」

			　お姫様ことエルジュさんは、驚いてこちらを見ている。

			　オリエルはその場で立ち上がり、手を握ったり開いたり、その場で飛び跳ねたりしている。

			　そうして自分が治ったのを確認して、こちらを見てきた。
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			「礼は言わない。これは取引だ、あとでちゃんと返す」

			「オリエル!?」

			　エルジュさんが慌てた顔で言う。

			「ああ、条件さえ守ってくれれば特に問題はない。信頼なんて、すぐに築けるもんじゃないからね。とりあえず、今日はおとなしくこのまま休むといいよ。詳しい話は明日にでもしよう」

			　そう言って、俺は部屋を出ようと歩みを進める。

			「あ、ありがとうございます。今更失礼ではありますが、私の名はエルジュと申します。あなたのお名前を伺うかがってよろしいでしょうか」

			　フルネームは言わないか……まあ彼女の手札だろうしな。

			　まあいい。こっちも自己紹介をするとしようか。

			「これは失礼いたしました。私はユキと申します。お気づきかとは思いますが、私はこのダンジョンの運営をしております。ではなにか問題があれば、外に控えているゴブリンに声をかけてください。できる限り対応させていただきます」

			　そう言って、俺は部屋を出た。

			　誰が、実名を言いますかって。

			　異世界から１人でここにきたなんて、頭がお花畑でも言えない。

			　実名を晒さらして、俺の情報を万が一にでも知ってるやつがいると、なにかと不利になる。

			　そういうことで、俺は今日からユキと名乗ることにした。

		

	
		
			第８掘：情報を聞いてみよう

			　

			　Ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			　目の前の扉が閉められ、足音が遠ざかっていきます。

			「ダンジョンマスターですって？　そんな、あり得ない」

			　私はそう呟つぶやいた。

			　彼は、自分のことを「ダンジョンの運営をしている」と紹介した。

			　状況的に、彼……ユキさんが嘘を言っているとも思えない。

			　私が保護されたのはダンジョンの中。そして、そこで遭そう遇ぐうしたのは、卑いやしいとされ、特に女性から嫌われてるゴブリンだ。

			　そのゴブリンが私たちに危害を加えるでもなく、ここまで連れてきたのです。

			「オリエル、あなたはユキさんがダンジョンマスターだということを信じますか？」

			「状況からみて嘘は言っていないとは思いますが、本当のことを言ってもいないと思います」

			「それは私たちも同じですわね……」

			「ええ。彼、ユキと言いましたか、まだそれが本名かどうかもわかりません。私が言うのもなんですが、ユキは、一応私たちを治療してくれたので、約束は今のところ守られていますが……」

			　先ほどのことを思い出しているのか、オリエルは顔をしかめています。

			「オリエル、あなたやっぱり……」

			「はい、申し訳ございません。彼を殺すまではなくとも、制圧してこちらが主導権を握ろうと思っておりました」

			　気持ちはわからないでもありません、相手がどのような思惑で私たちを保護したのかがわからないのだから。しかし、ユキさんは今のところ、約束を守ってくれている。

			　奴ど隷れいにされて以来苦しんでいた痛みから、私たちを解放してくれたのだ。

			「オリエル。これからどうなるかはわかりませんが、私たちに害がない限りは、ユキさんへの敵対行為や暴行は固く禁じます」

			「はい、承知いたしました。しかし、指定保護ですか……行動そのものを封じるものみたいです。私は、治療されたあと殴りかかろうと思いましたが、動けませんでした」

			「あなたは……」

			　オリエルの献身には感謝していますが、今回は行き過ぎています。今のところ、彼になにも非はない。むしろ、普通ならば頭を下げるべきです。たとえユキさんが、あのダンジョンマスターだとしても。

			「明日、お話する機会があるみたいですし、しっかりと謝罪とお礼をしなくてはいけませんよ、オリエル」

			「……約束はしかねます。私は、エルジュ様を守ることを優先させていただきます」

			「オリエル!!」

			　私はその後、食事が届けられるまで、オリエルにお説教をしていました。

			　

			　Ｓｉｄｅ：カズヤ・トリノ　偽名ユキ　一応主人公

			　まずは女性たちの話だけを進めよう。男たちもいろいろあったのだが、まあむさいので割かつ愛あい、今度思い出したら話すとしよう。

			　結局、その日は彼女たちへ翌日、話すことを伝え、自室に戻った。

			　現在は朝８時。いつものようにスマホのアラームで目を覚ます。

			　初日こそ、自分が異世界に本当に飛んだのか疑ったが、人間慣れるもんである。即座にＭＡＰを開いて、異常がないか確認する。

			　まあ、ダンジョンに異常や侵入者があれば警報が鳴るようにはしてるのだが、心配なもんは心配である。

			　

			【６３５ＤＰダンジヨンポイント】

			　おお、思ったより増えている。昨日、ダンジョンで捕獲した男３名は、指定保護をしていないので、ダンジョン内にいる限り、ＭＰ魔力が吸収されるのである。

			　あのお姫様にも、捕獲してすぐには指定保護をかけなかったから、１、２時間ではあるがＭＰ魔力がＤＰダンジヨンポイントに変換されたはずだ。

			　寝ている間に軽い戦闘も起こったようだ。人ではない魔物か野生動物が入ってきたのだろう。

			　ダンジョンは対処可能と判断した場合、侵入物がきても俺を起こさないようにしている。

			　それを差し引いて考えると、１時間あたりＭＰ魔力の１００分の１を吸収するみたいだな。

			　４桁けたのＭＰ魔力持ちを捕ほ虜りよにできたのはおいしいな。

			　これの使い道はあとで考えるか……。とりあえず、朝ごはんを食べて、さっさと彼女たちからこの大陸の情報を得よう。

			　ＰＣは流石さすがに混乱を招きかねないので、手帳とボールペンをもって、彼女たちのところへと向かった。

			　この辺りの地図は、「そこ掘れワンワン」で販売してはいるのだが、１万ＤＰダンジヨンポイントだと。

			　やっぱり、話を聞いてＤＰダンジヨンポイント節約するべきだよな。

			　などと考えつつ、彼女たちがいる場所へとたどり着く。

			「おはようございます。どうですか、体に異常とかは？」

			「いえ、お気遣いありがとうございます。異常もございません」

			「そうですか、オリエルさんでしたっけ、そちらは大丈夫ですか？」

			「ああ問題ない……。昨日は失礼した。状況が状況だったので、過分に反応してしまった」

			　オリエルが気まずそうに頭を下げてくる。

			「いえ、気にしていませんよ。で、どうでしょうか、お話……、情報を聞かせていただいてよろしいでしょうか？」

			「はい、構いません。しかし、本当にユキさんはダンジョンマスターなのでしょうか？　疑うわけではないのですが、私たちが聞き知っているダンジョンマスターとは、全く違うのですが」

			「申し訳ないのですが、私はその、エルジュさんが知っているダンジョンマスターというものがわからないのです」

			「どういうことでしょうか？」

			「私は……」

			「ちょっと待っていただけますか？　普通に喋しやべっていただいて構いません」

			「そうですか。では、お言葉に甘えます。俺は気が付いたら、このダンジョンの運営者、そっちでいうマスターにされてたんだ……」

			　そこから俺は、嘘八百を並べ立てた。

			　この大陸の名前は知らず、住んでいたところにはダンジョンはなく、町に住む普通の人間だったとか、このダンジョンコアが俺とつながってると感覚的にわかり、それが害されると自分にも害がある、とか。

			　そして戸惑いながらも、しばらくこのダンジョンを守りつつ、誰か話をしてくれる人を捜していた……。

			　いやー、出るわ出るわ、まあ、ある意味、嘘でもないか。

			「そうだったのですか、そんなことが」

			「ああ、信じられないと思うが、納得してくれ。こっちも最初は混乱したんだ」

			「いえ、ユキさんの行動は信用できます。どう思う、オリエル？」

			「筋は通っています。私たちをだましてまで、ここで話をする意味もありませんし」

			「よし、じゃあいろいろ聞いていいか？」

			「はい構いません」

			　そして俺は、今欲しい情報を彼女たちに聞いてみた。

			　これからは、箇条書きで質問と返答内容を記していこうと思う。

			　

			　ダンジョン運営者、及びダンジョン……ダンジョン運営者はダンジョンマスターと呼ばれる。ダンジョンは、できれば即時討とう伐ばつの対象となる。簡単なダンジョンなら、監視して冒険者や騎士たちの身近な訓練場となるらしい。

			　ダンジョンには危険度が存在する。比較的安全なものが訓練場として適しており、魔物が強ければ攻略対象となる。

			　なお、俺みたいなダンジョンマスターがいるダンジョンは、最上位の危険度が設定されているらしい。今まで記録されてるのは12ほど。そのどれもが、国の近衛兵を１個中隊ほど投入してようやく攻略と討とう伐ばつができるかどうかである。そのうちの２つは、当時の魔王や有力な国を飲み込むほどの力を有していただと。

			　

			　勇者……やっぱいるらしい、スキルに「◯◯の勇者」とつくのが条件。記録によれば、今まで幾人もの勇者が生まれ、死んでいったらしい。しかし、その中で重宝されるのが「異世界の勇者」というスキルで、卓たく抜ばつした戦闘性能を有しているらしい。ち、やっぱ異世界召しよう喚かんがあるのか。

			　

			　魔王……こっちもお約束だった。そのまま、魔族と魔物を統すべる王。定義は曖あい昧まいで、こちら側が呼称してるだけ。まあ、スキルを見せて我が魔王だ!!　なんて証明するわきゃないよな。現在確認されている魔王は、この大陸では２名。魔王はどうやら複数いるらしい。

			　名前は出会ったら思い出そう。

			　

			　この大陸について……今いるこの場所は、現在、ロシュール国という国の領地に指定されており、ここから15㎞ほど行った場所に町があるらしい。やべ!!　15㎞って近すぎね？　と焦あせったが、この世界、車とかはもちろんなく、馬が移動手段で、しかも町の外は魔物が闊かつ歩ぽする世界だ。なるほど、いい位置とは、ルナの言う通りらしい。

			　

			　ロシュール国に関して……国土は、現在大陸にある国の中で５本の指に入り、国土に恥じない強国であるらしい。現在は他国と領土争い中だと。若じやつ干かん誇こ張ちようを感じる。だって目の前の人、そこの王女様だし、それが奴ど隷れいって……。

			　国防にかかわることなので、教えてくれるかわからなかったが、首都の人口を聞いてみたらあっさり答えてくれた。

			「20万もの民が支え、大変繁栄しています。名君の下、いまだ人が増え続けております」

			　20万で誇ほこれるのか……。やっぱ、中世ヨーロッパ並みというのは、間違いないらしい。いや、よくやっているとみるべきか。

			　

			　貨か幣へいについて……10進法になっていて大変助かった。銅貨＜銀貨＜金貨＜白金貨で、大体金貨１枚で４人の家族がひと月暮らせるらしい。

			　ちなみに、通貨の単位は「フォル」。

			　

			　種族について……ルナの言う通り、獣耳を付けた獣人・エルフ・人と、人族だけでも多た岐きにわたるらしい。ハーフもあるから。

			　

			　とまあいろいろ聞き出したが、そろそろお腹が減ってきたと思ったら、12時を回っていた。

			「長々とすまん。食事を用意しよう」

			　俺の故郷の料理を出してみることにする。

			　どこまで食文化が進んでいるのかも、確認しないとな。

		

	
		
			第９掘：怒りと憎しみと涙と謝罪と和解と……予定通り

			　

			　Ｓｉｄｅ：カズヤ・トリノ　偽名ユキ

			　そうやって３日ほど、エルジュやオリエルから情報収集をしながら、雑談をして親交を深めていった。

			　その日は、もう雑談に興じていて、お茶をしながらという、かなり打ち解けた状況だった。

			「ユキさん、お願いがございます」

			　エルジュが俺のほうを見た。

			「なんだ？」

			「私たちをここから出してはくれないでしょうか……やらなければいけないことがあるのです」

			「……やっぱり行くつもりか？」

			「はい。モーブさんたちのような悲劇を起こさないためにも、私は王女として、この地に生きる１人の人族として、争いを止めないといけないのです!!」

			　実はこの３日の間に、エルジュとオリエルは、自分たちがロシュール国の王女と従者だということを自ら告白した。そして、彼女たちに非道な振る舞いをしたモーブたちの処しよ罰ばつを……、極刑を求めたのだった。

			　彼女たちの言い分はわかったが、彼らの話も聞かずに殺してしまうのは、俺にとって都合が悪い。正直、彼女たちのような身分が高すぎる人を囲うより、フットワークの軽い冒険者であるあの男たちのほうが、使い勝手がいいのだ。

			　そんなわけで、「彼らにも話が聞きたいから待ってくれ」と言った。しかし、彼女たちは、俺の体を抑えつけて、

			「あんな獣けものと話をするなど、あなたのようなお人よしは殺されてしまいます!!」

			　暴力振るおうとしたお前が言うなよ、オリエル。

			「オリエルの言う通りです！　あんな、卑ひ怯きようで、虐しいたげ、貶おとしめるような人間から聞くことなどありません!!」

			　エルジュも、とんでもないと言わんばかりであった。彼らを嫌っていた彼女たちは、俺の予想通りに反応してくれた。だから予定通りに、次の言葉を続けた。

			「じゃあ、ちょっと離れたところで待機しててくれないか？　それなら、いざというとき君たちに助けてもらえる。流石さすがに、一緒に話を聞くといろいろあるだろうからね」

			　そうやって落としどころを用意すると、２人はしばらく悩んで「わかりました」と承しよう諾だくしてくれた。

			　実際のところ、モーブたちからはもう生気が感じられなかった。生物的に弱っているのではなく、すべてやり終えたって感じで、「燃え尽つきたぜ……真っ◯によ」って感じ。

			　彼女たちから、現在のロシュール国とガルツ国に関する争いのことは聞き及んでいる。エルジュが侵攻の大義名分となったこと、そのせいで村や町が焼かれたこと、ガルツ国が反撃に出て泥沼化しているということ。

			　それを聞いて、ある程度アタリをつけたわけだ。結局、あのモーブとかいう奴も、この戦争の被害者である可能性が高いと。

			　そうでもなければ、王女を手に入れてわざわざ奴ど隷れいにするわけない。

			　俺がダンジョンマスターと名乗ると、モーブたちは多少驚いた顔をしたがすぐに無表情に戻って、生気のない顔でこう聞いてきた。

			「あの奴ど隷れい……王女は……生きているのか？」

			「ああ」

			「そうか……」

			「なあ、なんであんたたちは、王女を奴ど隷れいなんかにしたんだ？　ガルツ国にでも持っていけば、金も名声も手に入っただろうに」

			　しばらく間があって、モーブは口を開いた。

			「……妻と娘、知り合い、村、町の仇かたきだった……」

			　絞しぼり出すようにつぶやいた。目からは、大粒の涙が零れ落ちる。

			　話を聞いていたエルジュやオリエルの顔にも、驚きよう愕がくの色が浮かぶ。

			「金や名声よりも、大事な宝物をなくしちまったんだ……」

			「そうか……」

			「怒りに任せて傭よう兵へいになって、ロシュール国の町を焼き払う手伝いをした」

			「ああ……」

			「妻や娘がされたように、女たちを犯して殺したりもした」

			「……」

			「そして王女を捕まえて、俺の知っている限りの残ざん酷こくな殺し方をしようとしたが……」

			「俺に邪魔されたと？」

			「いや、あんたのおかげで頭を冷やすことができたよ。結局なにも返ってこねえ……虚むなしいよな。こんなことしても、妻や娘が喜ぶわけないってわかってたのにな。むしろ怒られちまう。『なんでそんなことしたの、お父さん!!』ってな」

			　力なく笑うモーブを見て、ライヤとカースも困った顔をする。

			「なあ、ここにきたってことは王女様から……頼まれてだろ？」

			「そうだな」

			「なら抵抗なんかしやしねえ。さくっとやってくれ。これ以上、妻や娘に怒られたくねえ」

			　そう言うと、３人はこちらに頭を垂れる。

			「まあ、そう急ぐなよ。エルジュ、聞いていたか？」

			「……はい」

			　目を真っ赤にしたエルジュが、オリエルに支えられて出てくる。

			「なんだ、執行人は王女様か。あんた、結構ノリがいいんだな」

			　少し元気が戻ったのか、軽く笑みを浮かべるモーブ。

			　エルジュは武器をよこせと言うわけでもなく、その場で膝をつき、頭を地面にこすりつける。

			「も、もうしわけ……ございま……せん。ごめんなさい。ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい…………」

			　嗚お咽えつと涙とともに、「ごめんなさい」と繰り返す。

			「は？　いや、まってくれ!?　いったいなにがどうなって!?　おい、あんたなにか知ってるのか!?」

			　モーブはあわてたようにこちらを見る。

			　俺は、エルジュから聞いた話をモーブたちにしてやった。「彼女たちが本当のことを言ってるかどうか、わからんけどな」って一言つけ加えて。

			　話を聞き終えたモーブは、いまだ顔を上げず地面に額を付けているエルジュを見ると、ライヤやカースとともに肩を落とした。

			「聖女様ってのは、本当だったらしいな」

			「ああ」

			「だな」

			「なあ、王女様、顔を上げてくれや。俺は王女様に頭を下げられるような奴じゃねぇ。勘違いして暴走した獣けものだよ」

			「しかし……私がいなければ、あなた方の町や村は……」

			「もともと、前から狙われていたようだ。王女様が出ようが出まいが、似たような結果になってただろうよ。それに俺たちもそっちの町を……な」

			「ああ、王女様。私たちはあなたの言葉を信じる。そして私たちのほうが罪が深いだろう」

			「……だた怒りに任せて暴れてただけだしな」

			　ここでエルジュたちとモーブたちは和解をした。

			　そして彼女は決意をした。この争いを止めると。

			「決して、このダンジョンのことを口外するようなことはしません。受けた御恩に報いるためにも、王女として、このダンジョンを守ってみせます」

			　彼女はまっすぐな瞳ひとみでこちらを見つめてくる。

			　いや、口外（広告）してくれよ。ダンジョンを運営しないといけないんだから。

			「指定保護のスキルで、ダンジョンのことを口外しないという制約を付け加えていただいても構いません!!」

			「ええっと、エルジュのことは信用してるから、わざわざそんなことしねーよ」

			「なら私たちはここを出て、国に戻って構わないのですね!!」

			「落ち着けって。１つ条件がある。それを聞いてくれるなら移動範囲の制約は解除する。一応指定保護の防衛機能については残しておくけど、これはダンジョン内しか通用しねーからな当てにするなよ」

			「はい、ありがとうございます。で条件とは？」

			「モーブたちを連れて行ってほしいんだ。護ご衛えいにもなるし、こっちとしては町で買ってきてほしいものもあるしね」

			「わかりました。私としても心強いです。ねえオリエル？」

			「ええ、彼らはかなりの腕前です、護ご衛えいとしても申し分ないでしょう」

			　モーブたちには、俺の事情を話した。（ある程度、虚きよ偽ぎが混じっております）

			「死んでも身内に怒られるのなら、その前に笑い話でも作っていったらどうか？」

			　その上で俺がそう言ったら、３人とも笑って快かい諾だくし、指定保護もあっさり受け入れてくれた。

			　さてと。これで、大人しくことがすんでくれるといいんだがな……。

			　無理だろうな――――!!

			　慌ただしく出発していった５人を見送ったあとは、溜まったＤＰダンジヨンポイントを使ってダンジョンの強化にいそしむのであった。

		

	
		
			第10掘：面倒事はまとめてやってくる

			　

			　Ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			　私は今、王都にいます。

			　ユキさんのダンジョンを出てから、５日目。道中は、モーブさんたちのおかげで問題もなく、無事にここまでたどり着けました。

			　ここからは私の役目です。悲劇を終わらせるためにも。

			「モーブさん、ライヤさん、カースさん、道中ありがとうございました。ここから先は、私が命に代えても、この戦争を止めて見せます」

			　そうはっきり宣言すると、モーブさんは困った顔をしました。

			「王女様、あんたの気持ちは嬉しいがな、無理はしてくれるなよ。俺が言うのもなんだが、拾った命だ。ユキが助けてくれたその思いは、無駄にしないでやってくれ」

			　そう、私が今ここにいられるのは、変なダンジョンマスターのおかげです。けど、今は、彼はここにはいません。

			「俺はダンジョンから出たくねー。いつ命が狙われるかわからないからな」

			　ユキさんはそう言って私たちを見送り、あのダンジョンに残ったのです。

			「結局、ユキさんには受けた恩を返せませんでしたね」

			　彼は、情報を得ただけで満足だったらしいのだが、私は、受けた恩はまだまだ返せていないと思っています。

			「気持ちはわかるがな、あいつはおおっぴらに出歩くわけにもいかんだろう。そこも王女様がとりなしてやればいいさ」

			「そう……ですね。戦争を終わらせて余裕ができれば、ユキさんのことを父にも話して、いろいろ手助けができればいいですね」

			　今、この混乱している状況で、王にダンジョンマスターのことを話すわけにはいきません。ユキさんの身に危険が及ぶ可能性もありますし、他国が攻め入る隙になるでしょう。

			　そんな話をしながら、王都の噴水広場へ着きます。

			「さて、ここでお別れだな。俺はユキのお使いをしなけりゃいけないんでな」

			「はい、本当にお世話になりました」

			　私は、モーブさんたちを王城でもてなしたい、と言ったのですが……。

			「やめてくれ、俺は王女様に褒ほめられるようなことはしてねえよ。そうだな、貞てい操そうを守ったぐらいか？」

			「も、もう!!　失礼ですね!!」

			　そう、運がよかったのか悪かったのか、私の貞てい操そうは無事です。

			　結局、そんなことを言われ煙けむに巻かれてしまいました。

			「しばらくは王都に？」

			「ああ。お使いついでに、いろいろ俺自身もやってみたいことがあってな。妻と娘の土産みやげに、笑い話を増やそうと思ってな」

			「……そうですか」

			「……」

			「では、また再会できる日を楽しみにしております」

			「おう、ダンジョンにくれば、会える可能性は高いと思うぜ」

			　そう言って、３人はその場から去っていきました。

			「オリエル、ここからが私たちの戦場です。ついてきてくれますか？」

			「はい、どこまでも」

			　

			　Ｓｉｄｅ：モーブ

			「さーて、ユキのお使いを済ませとくか」

			　俺がそう言うと、カースが声をかけてきた。

			「いや待ってください。ユキの話、聞いてましたか!?　これから厄やつ介かい事が起こる可能性が高いんです。しばらくは王城の様子を窺うかがっておかないと」

			「そういうのは趣味じゃないし、なにかあるとしても、今すぐってわけじゃねーだろ？　なら暇ひまな時間を使ってお手伝い用の奴ど隷れいとか探してくるわ」

			　そう言うと、手をひらひらさせてカースとライヤと別れた。

			「モーブさんは相変わらず適当ですね……」

			「あいつらしいじゃないか。王城の様子は俺たちで見よう。お使いはあいつに任せればいいさ」

			「うるせえっつうの。大体張り込みとかは俺の専門外だ、基本は戦闘系なんだよ」

			　俺は２人の言葉に悪態をつきながら、目的の場所を探す。

			「でも、俺らしい……か。少しはあのころに近づけるのかね」

			　ユキのおかげで、殺さつ伐ばつとした時間から解放された。戻らないものも多いが、それでもあのままよりはマシだと自分でも思える。

			「しかし、ダンジョンのお手伝いに奴ど隷れいねぇ……。まあ、それぐらいしか働き手はいないだろうが……あ、どんな奴を買えばいいのか聞いてなかった」

			　俺は、人のいない路地に入った。

			「えーと、コールユキだっけ？　返事してくれ」

			　ユキの配下に入って手に入れたスキルの１つで、ユキの配下に入ってる奴同士、自由に連絡がとれるものがあった。便利だよな。

			『あ？　モーブか、どうした？　今忙しいんだけど。もう動きがあったのか？』

			「いや、別件だ。奴ど隷れいの件だが、お手伝いって言っても、どんなのがいいのかなーってな」

			『ああ、そういえば言ってなかったな。うーん。メイドみたいなもんだからな、若い女性ってところでいいんじゃね？』

			「そうだな。婆さんメイドとかはあんまりな。老い先短いだろうし、ダンジョンに連れてきても心臓止まりそうだな」

			『だな。容姿とか種族は、これといって希望はないな。ああそうだ、逆に種族がかぶらないようにしてくれ』

			「なんでまた？　種族はそろえたほうが、文化とか作法関連で混乱しなくていいぞ？」

			『そこだよ。種族ごとの情報がほしいんだよ。お前らから情報は聞いているが、実際その種族じゃないとわからないことも多いだろう？』

			「なるほどな、わかった。今言った感じで探してくるわ」

			『おう楽しみにしてるわ。お前たちの好みを楽しみにしてる』

			「げっ、それが目的か!?」

			『ブッ』

			「あ、切りやがったな!?　おーい!!」

			　まずい、このまま１人で奴ど隷れいを買ったら、それはすべて「モーブの趣味」ということになってしまう。

			　状況によっては娘みたいな年頃の女性を買う可能性もあるだろう……いやその可能性は高い……。

			　ライヤとカースにも参加してもらわないと、俺だけが変態に見られかねない。

			　そう思って、俺は２人に連絡をとった。

			　

			　Ｓｉｄｅ：オリエル

			「エルジュ!!　よかった、無事だったのね!!　あなたの馬車の残ざん骸がいが見つかったときは、鈍いエルジュだから死んでしまったと思ったのよ!!」

			「ちぃ姉様、喜んでいいのか、難しいです……」

			　今目の前で、エルジュ様の姉君、セラリア様が泣きながらエルジュ様に抱き付いております。

			　セラリア様は口は悪いのですが、なんというか、それは本音ではないのは、行動を見ればわかります。
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			　現在、私たちは王城の中のセラリア様の私室にいます。門兵に多少驚かれたものの、なんの問題もなく王城に入れました。陛下にもお会いし、「エルジュ……本当によかった!!　オリエル、貴君の献身な働きに感謝する」と、お褒ほめのお言葉もいただきました。

			　実際は守るどころか、奴ど隷れいにまで堕とされたのですが。

			「誰かいる？」

			「はい、ここに」

			「エルジュの好きな紅茶と茶菓子を、用意しなさい。早く!!」

			「かしこまりました」

			「ちぃ姉様、そんなにしていただかなくても」

			「なにを言ってるの、エルジュのためじゃないわ、私のためよ!!」

			　傍はたから見ても微笑ほほえましい光景だ。このまま何事もなければいいのだが。

			　平和だからこそ、ユキが言った言葉が頭に引っかかる。

			　

			「今から言うことはあくまでも予想だ。実際に俺はその場を見てないから、絶対とは言えない。だがエルジュを守りたければ聞いとけ。なにもなかったら、ただの杞き憂ゆうで終わる。けど違ったら……」

			　ユキは、私だけにこの話をしてくれた。エルジュ様にいらぬ心配をかけぬためだろうと、私は思った。

			　内容は、この戦争にエルジュ様が使われた理由に関することだ。

			「わかっていると思うが、エルジュが旗に使われたってことは、彼女を利用したい奴がいるってことだ」

			「ああ、私もそうだと思っている」

			「城に戻ってから起こるかもしれないことを、いくつかパターンをあげて説明する。安心していいものから、最悪の予想までな」

			　その内容は以下の通りだ。

			　

			　・パターン１　もう王女様の利用価値はなくなっている。このまま安心して暮らせる。

			　これだと本当にありがたいんだが。

			　・パターン２　内部の戦争推進派がエルジュ様を取り込もうとしている。

			　これからも行動に注意しないと、悲劇を繰り返すことになる。

			　実際エルジュ様の名のもとに侵攻が行われているから、信しん憑ぴよう性せいはある。

			　・パターン３　一番最悪の可能性は、背後関係はわからないが、エルジュ様を亡き者にしようとする動きがある。

			　

			　ユキは、３の可能性が一番高いと言っていた。馬車が襲われた場所の近くが戦場だった、というところが引っかかったという。

			　偶然、エルジュ様の通った場所が戦場になったのならいいが、そこをあえて通るように指示されたのではと、ユキは言っていた。

			　それが本当なら、私は絶対にその謀む反ほん人を殺してやる。

			　

			「ほら美味おいしいわよ。エルジュも飲みなさい」

			「ちぃ姉様、そんなに急がなくても」

			「はやく飲んで……か……か……こふっ」

			「ちぃ姉さま!?」

			　コップが割れた音で、私は我にかえった。セラリア様が喉を押えて苦しそうにしている!?

			　セラリア様を介かい抱ほうしようと近づいたとき、部屋のドアが大きな音を立てて開かれた。

			「セラリア様!?　ああ……遅かった!!　衛兵、衛兵!!　セラリア様が、エルジュ様の皮をかぶった偽者に殺されそうになっている!!　回復術師を!!」

			　そこには、大臣のロワールが立っていた。

			　

			　Ｓｉｄｅ：セラリア・ノウ・ロシュール

			　あのクソ大臣、このエルジュが偽者ですって!?

			　この匂い、仕草、あと下着……どれをとっても１００点満点で、エルジュに決まってるじゃない!!

			「か、かひゅ……」

			　けれども、声にならない。畜ちく生しよう、この大臣が仕組みやがったんだな!!

			　直感的にわかってしまった。

			　エルジュは聖女になってからは、その笑顔をさらに輝かせていた。

			　けど、あのころエルジュは、どこか沈んでいた、多分あの村のせいだったんだろう。クソ親父は手放しに褒ほめていたが、あのエルジュが人々を苦しめるわけないってーの!!

			　エルジュ自身も、知らないうちに自分が旗にされていたと言っていた。

			　……だから、そのあたりを調べていた私が邪魔になったわけね。しかもあろうことか、私の大事なエルジュに罪を着せて!!

			「ちぃ姉さま!!　姉様!!」

			「エルジュ様、落ち着いてください!!　エルジュ様のそのお力を使えば、誤解もとけ、セラリア様も助けられます!!」

			「かひゅ……!!」

			　ナイス、オリエル!!　エルジュ、さあ、あなたの力で私の毒を消して。そしたら、このクソ大臣を始末してやるわ!!

			「わ、わかりました!!」

			　そして、愛おしい手が近づいてきたのだが……。

			「動くな!!　そのままセラリア様を殺す気だな!!　衛兵、こちらで回復術師を呼んでいるから、心配せずその偽者を引っ立てい!!」

			　ち、このまま放置して私を始末し、エルジュにどうやっても罪を着せる気だな。

			　ああ、仕方ない。このままじゃどっちも助からない……ならば。

			「え……る……かひゅ逃げ……て」

			　やればできるじゃない。

			　毒に侵されても、私のエルジュへの思いは止められないってことね。

			「動くな!!」

			「離して、ちぃ姉さまが!!　セラリア姉様が!!」

			「エルジュ様!!　セラリア様!!　失礼します!!」

			　そう言うと、オリエルがなにかを床に叩きつけた。光が溢あふれ出して、目の前を真っ白に染め上げていく。

			　

			　Ｓｉｄｅ：ライヤ

			「おや、結局ユキの予想は当たりましたか」

			「そうだな。当たってはほしくなかったが」

			　カースと一緒に俺は王城を偵てい察さつしていたのだが、突然ある部屋の窓から光が溢あふれ出し、誰かが飛び出てきた。

			「やっぱり、王女様とあの従者か」

			「なにやら２人抱きかかえているようですが？　無事にここまでこれますかね？」

			「わからん。けど、ここまできたなら助けてやってくれ、って頼まれてるしな」

			「しかし、ユキの話ですが……。ここまで予測できてたのなら、最初から助けてあげればいいでしょうに」

			「無理を言うなよ。下手にダンジョンマスターが関わっているなんてばれたら、あのダンジョンに、ココの近衛兵が殺到してくるぞ」

			「それはわかりますがね。それなら、最初から助けろなんて頼まないでしょう。いったいユキはなにを考えているのやら。このまま彼女たちを匿かくまえば、最悪ダンジョンごとさよならですよ」

			　そんなことを話していると、前のほうから、オリエルが王女様ともう１人を抱えて、こちらに走ってくる。

			　止まるつもりはないのだろう。このままダンジョンまで逃げ帰るつもりだ。

			「行け」

			「すまない」

			　彼女たちが走り去ってしばらくして、兵士が駆け寄ってきた。

			「ここに女２人を抱えた奴が来なかったか!!」

			「あ、それならあっちに行ったぞ」

			　そうやって違う路地を指さす。

			「なにかあったんですか？」

			　カースが自然な感じで兵に話しかける。

			「すまない!!　今はそれどころではないんだ!!」

			　兵士はそう言うと、そのまま駆けて行った。

			　

			「さらに最悪なのが、この国の乗っ取り。エルジュが旗……やり玉に挙げられたのは、国の評価を落とすため。

			　今はまだいいが、戦争が長期化すれば、原因を作った聖女は立場が悪くなる。国内外で、聖女様を争いに使うとはなにごとか!!　って批判も出てくる。

			　そして周りの国は同盟でも組んで、反ロシュール連合を作る。そうなれば、国王は発言力を失っていく。

			　そしてこの計画を仕組んだ黒幕が登場、今の王には民を任せられない、私についてこい!!

			　……ひどいな。

			　ここまでくれば妄想の類だな。でも頭にだけは入れておいてくれ。情報が全然そろっていないから誰が黒幕だとかはさっぱりわからんが、仕掛けてくるなら、エルジュが帰ってきてすぐだ。どんな方法かわからないが、エルジュを合法的に始末してくるだろうよ。

			　だって、死んだと思ってた聖女様が戻ってきたんだからな。俺ならこのついでにもう１人か２人、始末するね。誰って？　王族だよ」

			　

			　ユキが言っていたのを思い出す。

			「だとすると、さっきオリエルが抱えていたのは王族の誰かか？」

			「さあ？」

			　その質問に答えるべき相手は、もう遠くへ走り去ったあとであった。

		

	
		
			第11掘：「運営する」と「守る」ことは同じではない

			　

			「おーおー、集まってるな。こうたくさんいると、何人いるかわからないな」

			　俺はダンジョン内をモニターで監視してる。

			　現在、俺のダンジョンには、１０００人近くの鎧よろいを着込んだ兵士たちが、続々と入ってきている。

			「あ、あのユキさん？　どうするのですか、あの人たちは近衛を主体とした我が国のエリートと言ってもいいでしょう……その……言いたくはないのですが……」

			　後ろから、申し訳なさそうにエルジュが声をかけてくる。

			「あんた、ほんとに今の状況、理解してるの!!　このままじゃ、あんた殺されるわよ!!　私もエルジュも!!」

			　セラリアは俺の反応がお気に召さないのか、憤ふん慨がいしている。しかし、これがエルジュの姉だと。なんつーか個性的だよな。

			　頭の片側にドリルを……、いや、なんて言うんだ……カール？　いや、そんなちゃちなもんじゃない。ドリルでいいや。

			　２人が似てる部分は、髪が同じ銀色だってことぐらいか？

			「聞いてるの!!　私たちが後をつけられたとはいえ、このままじゃどうしようもないわよ!!」

			　そう。ロシュール国の兵士がこのダンジョンに来たのは、彼女たちがここに逃げ込んだせいである。

			　まったく。後をつけられるとか、お約束もいいところだ。

			　さらに、「エルジュはダンジョンマスターが化けている」と言われているらしい。

			　完全に嵌はめられたな。

			「そうだなー、これ以上進まれると応戦しなくてはいけないな。仕方ない。ダンジョンマスター、降こう伏ふく勧かん告こくでもしてくれ」

			「はあ？　なに言ってるの!?　あなたがダンジョンマスターでしょう？」

			「ああ、知ってる人からすればな。でも、ここで俺が出ていっても混乱するだけだ。和解を求めるにしても、エルジュが出ていって、『セラリアは無事だ』って言うのがいいんじゃねえか？」

			「ええ!?　私がダンジョンマスターってことで押し通すんですか!?」

			　

			　Ｓｉｄｅ：セラリア・ノウ・ロシュール

			「あなたまさか……、エルジュをダンジョンマスターとして、自分の身代わりにするつもりじゃないでしょうね？」

			　エルジュはこの男を信用していると言ったが、どうも胡う散さん臭くさい。ダンジョンマスターなのは本当だろうが、なんというか胡う散さん臭くさい。

			「ちぃ姉さま!?」

			「エルジュは黙ってて。もしあなたが私の言った通りのことを考えてるんなら……、こっちもそれ相応の対応をするわ」

			「へえ、どんな？　セラリア、君は俺のスキル指定保護で、攻撃はもちろん、俺を毒殺することすらできないんだが？」

			「エルジュが万が一死んだら、すぐに相手側に行って、『ダンジョンコアがまだ動いてる』って言ってやるわ」

			　私は、玉座の宝ほう珠じゆ置きにあるダンジョンコアを指さす。

			　エルジュから聞いた話によると、ダンジョンコアは彼とつながっているらしく、それがなくなれば彼は生きてはいけない。

			「……あっちを率いてるのは、君たちを嵌はめたあの大臣だぞ。出ていった瞬間、殺されるかもしれないぜ？」

			「関係ないわ。エルジュがいないなら、もうこんな世界に意味はないわ。絶対にあなたもロワールも殺してやる」

			　しばし沈ちん黙もくが続く……。しかし、静寂は彼の笑い声で破られた。

			「ぶっ……あはははは!!　……いやごめん。そうだね。そうだった。エルジュにはそう説明してたね。あれ嘘だから」

			「は？」

			「え？」

			　混乱している私の前に、彼は懐から２つ見覚えのあるものを出した。……ダンジョンコアだ。

			「まあ、全部嘘ってわけじゃないんだがな。ダンジョンコアがないと、ダンジョンは維い持じできない。だけど予備がないとは言っていないし、俺はダンジョンから逃げない、とも言っていない。つか、もう脱出路作ってるし」

			「はあぁぁぁぁぁ!?」

			「えぇぇぇぇええ!?」

			　彼は前代未聞のことを言ってのけた……。ダンジョンマスターがダンジョンを放ほう棄きすると言っているのだ。

			「いや、まだ逃げると決めたわけでもないがな」

			　

			　Ｓｉｄｅ：ロシュール軍セラリア直ちよつ轄かつ部隊　隊長　クアル・エスティア

			　現在、私たちは陛下の勅ちよく命めいでセラリア様の奪還、及びエルジュ様の名をかたるダンジョンマスターを討とう伐ばつするため、拠点と見られるダンジョンにきている。

			　偽者のエルジュ様は、セラリア様を毒殺しようとわざわざ王城まで忍び込み、お茶に毒を混ぜたらしい。

			　なんという手間か。しかし上層部は、「ダンジョンマスターは未だ力を蓄えておらず、搦からめ手を使って国を乗っ取ろうとしている」と判断を下した。

			　セラリア様をつれた偽者がダンジョンに逃げ込んだため、そう判断したのだ。

			　私としては、正直この判断に納得できていない。なぜなら、私はセラリア様に「国の内部になにか不穏な影がある」と言われて調査していたのだ。

			　調査を開始したきっかけは、エルジュ様が村の制圧指示を出したことである。

			　私もセラリア様を介してエルジュ様とお話する機会は幾度かあったが、エルジュ様は聖女の名に恥じぬ優しい慈じ愛あいの精神を持つ方で、私自身もその話にきな臭さを感じていた。

			　その後、エルジュ様の乗っていた馬車が襲われ、行方不明となったのだ。セラリア様はもちろん、すぐにエルジュ様の捜索を命じたが……、馬車が襲われた場所は、ここから15日は歩いてかかるような辺へん鄙ぴな場所である。

			　結局、馬車の残ざん骸がいから、それはエルジュ様の乗っていた馬車だと判明したが、その場所はここのように戦場が近いわけでもなかった。

			　そして、今度のセラリア様の毒殺・誘拐……。

			　ん？　ここで私は疑問に思った。

			「毒を盛ったのなら、なんでわざわざ連れて行く必要があったのだ？」

			　ちょっと待て。そもそも、なんで今回の任務、「セラリア様の奪還」などと言われているのだ？

			　毒を盛られたのだから、死んでしまっていると考えるべきでは？

			「違う。セラリア様は生きていると確信していたのか……もしくは、偽者と言われているエルジュ様が、本物だと知っていたから」

			　そう。実際、エルジュ様の遺体は見つかっていない。ロワール大臣が毒殺現場を見て、「エルジュ様がそんなことをするわけがない」と騒いだだけだ。

			　その場にいたのも、彼の息のかかった者たちばかり……なるほど、ロワール大臣が一番怪しいわけか。

			　しかし、エルジュ様はダンジョンに逃げ込み、偽者説を後押ししてしまった……。いや、していなくても、あいつが内々に処理して事後報告するつもりか。

			　今や、エルジュ様はダンジョンマスターが化けているとされている。下手なことを言えば、私も敵と判断されてしまうだろう。

			　さて、どうしたものか……。私が先陣を切って、セラリア様とエルジュ様を保護するか？

			　そんなことを考えていると、パッとダンジョン内が明るくなり、空中にエルジュ様とセラリア様が映し出された。

			　

			　Ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			「あ、あの。エルジュ・ラウ・ロシュールです」

			　私は緊張していました。

			　このモニターというものを使えば、なんと私の声と姿を相手にも届けられるというのです。

			　ユキさんは見てるばかりだから、見るためだけのものだと思っていました。

			　と、そんなことを考えている場合ではありません。誤解をとかなくては。

			「聞いてください。今回のセラリア姉さまの毒殺の件は、誤解なのです。その証拠に、セラリア姉さまは無事です」

			「よく頑張ったわね、エルジュ。皆の者、セラリア・ノウ・ロシュールは、この通り無事である。そしてここにいるエルジュが本物であると、この私が保証しよう。こたびの事件は、私とエルジュを亡き者にするための卑いやしい計画である!!」

			　モニターに映っている兵士たちの間に、動揺が走る……が。

			『嘘をつくな!!　みんなだまされるな、セラリア様は操られているんだ!!　わざわざ毒殺しようとした相手を生かす理由なんてない!!　きっとそこの偽者が、俺たちに恐れをなして脅おどしているに違いない!!』

			　１人の兵士がそう叫ぶと、周りもそれに応じた。

			『そうだ!!　自分が偽者じゃないと言うなら、なぜこの場に出てこない!!　いや、なんでダンジョンなんかに逃げ込んだ!!』

			『ああ、そうだ!!　潔けつ白ぱくなら逃げる必要なんかないはずだ!!　卑ひ怯きよう者の偽者め!!』

			『あのセラリア様も本物か怪しいものだ!!　あの勇ゆう猛もう果か敢かんなセラリア様が、大人しく敵の捕ほ虜りよなんぞになるわけがない!!』

			『ま、まさかもう本物のセラリア様は……!?』

			　横でちぃ姉様は青筋を立てている……怖いです。

			「本当なんです!!　でも、事情があって兵たちの前に姿は出せません。お願いします。このまま兵を引いてください。これ以上進むのであれば、手加減は……できません」

			　引いてくれることを願って、声をかけたのでしたが……。

			『本性を現したぞ!!　しかも、ダンジョンの奥底に逃げ込んでおいて、手加減ができないだと!!　このダンジョンでまだ、１匹のモンスターにも出くわしていない!!　それはお前が力がない、弱いということだ!!』

			『我らはそんな言に惑わされたりはしない!!　覚悟しろ!!』

			　そのとき、１人の男がモニターの前に出てきて、周りが静かになります。

			『エルジュ様とセラリア様の忠告、確かに聞き届けました。ですが私には、お２人が本物の王女様方と言い切れる証拠はございません。なれば、陛下の勅に従い、お２人を確保してから判断させていただきます』

			　その男は、ロシュール国近衛隊隊長……アレス・レスター。

			　レベル１２２の、生ける伝説。

			　

			　Ｓｉｄｅ：オリエル

			　ついに、近衛隊を中心とする約１０００名が、ダンジョンの攻略に乗り出した。

			「ああっもう。あの男、頭固いわね!!」

			「ちぃ姉さま、落ち着いて」

			「まあ、この状況じゃしかたないわね。……で、あんたどうするつもりよ。このダンジョン、わずか３階層しかない、生まれたてのほやほやじゃない!!　敵は、あっという間にここまでくるわよ!!　早く逃げないと!!」

			　セラリア様がユキに食ってかかります。

			　しかしユキはそんなセラリア様を意にもかけず、無表情でＭＡＰを見つめるだけ。

			「オリエル!!　あなたもなにか言いなさい!!　このままじゃ逃げ遅れるわよ!!　ここに留まる理由もないわ!!」

			「そう……ですね。ユキ、あなたがこのダンジョンに愛着があるのはわかりますが、このままでは逃げる機会さえも失ってしまう。だから……」

			　言葉はユキの手で遮さえぎられた。

			「ほれ見てみ？」

			　ユキが指差すほうにあるモニターは、侵攻している兵士を映していた。

			「これがな……に!?」

			　モニターには、通路がなくなり、底が見えない穴に落ちていく２００名前後の兵士が映し出されていた。

			　その光景に驚いていると、彼はなにかがっかりするように、

			「あーあ、ちゃんと看板に書いてたのに。ここから先は６名様でご入場ください、って」

			　そして、ＭＡＰから２００ほどのマーカーが消えていった……。

		

	
		
			第12掘：彼を知り己を知れば、百戦して殆あやうからず

			　

			　モニターには、奈落の底（地下１００ｍほど）に落ちていく兵士たちが映し出されている。

			　正直、ここまでうまくいくとは思わなかった。偵てい察さつ隊は先にきたんだがな……、報告はしなかったのか？

			「な、な、なんてことを!?　あんた、ダンジョンマスターの誇ほこりはないの!?」

			　セラリアがわけのわからないことを言いながら、こちらに迫ってくる。

			　俺からすれば、なにを言っているのかわからない。

			「……えっと、ダンジョンマスターの誇ほこりって、なに？」

			「モンスターを配置してそれを見守り、たどり着いた強者と戦いを繰り広げるのよ!!」

			　頭痛がしてきた。

			「……なあオリエル。他のダンジョンはトラップってないのか？」

			「いえ。普通にありますが」

			「すまん、セラリア。先ほどのなにがいけないのか、わからないんだが」

			「卑ひ怯きようなのよ!!　我が国の兵士が正面から向かってきているというのに、落とし穴なんて!!」

			「えーと、相手は兵力の劣るこのダンジョンを、大人数で攻めてきてるんですが？　そこは卑ひ怯きようじゃないのか？」

			「……それはそれ!!　これはこれよ!!」

			　話が通じねえ!?

			「すみません、セラリア様は武闘派でして、搦からめ手が嫌いなのです。軍は華々しく戦ってこそ、というのが主義でありますし、我がロシュール国の強さの源でありますから」

			　オリエルが口をはさむ、そういえば……。

			「なあ、この国、軍師……参さん謀ぼうとかいないのか？」

			「ぐんし？　さんぼう？　なによそれ？」

			　セラリアは不思議そうに首をかしげる。

			「なんというか、戦いを考える……文官？　みたいなものなんだが」

			「なに言ってるのよ、文官なんかが戦場に出ても、役に立たないでしょ？　はあぁ、あんたは戦場を知らないのね。戦場ってのはね、天の運に左右されるのよ。いい、いかに敵より兵士の数で上回ってようが、高レベルの味方がいようが、天の運がなければ勝利できないの。だから変な小細工を弄ろうしても無駄。逆に名が落ちるわ!!」

			　……すげー理論である。さすが中世ヨーロッパ並みの文明か……。いや、向こうには「軍師」や「参さん謀ぼう」という役職がなかっただけで、ここより絶対マシだと思う。

			「いささかセラリア様のお言葉は暴論ではありますが、結局ぶつかり合っても、高レベルの方がいれば縦じゆう横おう無む尽じんに暴れられますし、策も食い破られます。さらにスキルなど不確定要素がおおいので……」

			　オリエルが付け加える。なるほどな、レベルとかスキルによる弊へい害がいって奴か。ここではレベルが上がればその分、強くなる。強くなれば無茶も通る。無む双そうキャラが生まれやすいわけか。

			　その分、策などという戦場の思考は不要となるわけか。

			「百戦百勝は善の善なる者に非あらざるなり。戦わずして降くだすは善の善なる者なり。ってのを見せてやろう。いやもう戦ってはいるが、それに近いって感じか」

			「百戦百勝……なんですって？」

			「俺の国……、まあ本に載っている有名な言葉でな。誤解覚悟で言えば、『常に被害の少ない方法を考えよ』って意味だ。詳しい説明は今度してやるよ」

			「なに言ってるのよ!!　もうダンジョンに攻め込まれてるのよ!!　被害だ……って、あれ？」

			　セラリアは自分で自分の言葉に違和感を覚えたらしい。なんだ、頭は悪くないんだな。

			「どうかしましたか、ちぃ姉様？　お具合でも？」

			「……大丈夫よ、エルジュ。オリエル、あなた気が付いてる？」

			「なにをでしょうか？」

			「こいつ、いまだに自分たちに被害を出していないのよ……」

			「あっ!!」

			「!?」

			　エルジュとオリエルも今の状況に気が付いたようだ。その通り、俺の配下の被害はゼロ。ましてや交戦すらしていない。それなのに、相手は戦わずに被害が２００程出ているのだ。

			　２人とも、俺を驚いた顔で見つめている。

			　ま、そんなことはほっといて、敵さんの様子を見るかね。お、６人以内なら通れると気が付いたみたいだな。看板出してるし、気が付いて当然なんだがな。

			　さて、お次は見ものですよ。

			　長い５００ｍほどの廊下を抜けると扉がある。６人以内なら扉が開き、次の部屋へと入れるようになる。

			　そしてそこには、ここ10日ほどのＤＰダンジヨンポイントをつぎ込んで召しよう喚かんした、「ブラッドミノタウロス」という、レベル95の、文字通りの化け物がいる。

			　相対した６人の兵士は一瞬固まるが、即座に攻撃を開始する。伊達に近衛ってわけでもないらしい。

			　一方のミノタウロスは、ピクリとも動かない。

			「なんで動かないのよ!?　さっさと命令しなさいよ!!」

			　セラリアは慌てた様子で、俺に向かって叫ぶ。

			「いや、もう命令、出してるよ。『残ったのを排除するように』ってな」

			「残った……？」

			「ほらほら、モニターを見た見た」

			　この部屋は結構広い、ミノタウロスが十分に暴れられるように、ということもあるが……別の意味もある。

			　それは……モニターからこんな音が響く。

			　

			　ガコン!!

			　

			『な、うわぁぁぁ―――!!』

			『きゃぁぁぁぁあああ―――!!』

			「な、な……また落とし穴!?」

			　ミノタウロスの目の前には、奈落への闇やみが広がっている。

			『な、みんな……!!　くそぉ!!』

			　お、１人だけぎりぎり、落とし穴の範囲から抜けてたか……設定変えとこ。

			『あ、く、来るな!!　うわぁぁぁぁあああ!!』

			　ミノタウロス君は、命令通りに残りの者を落とす作業をした。

			「……」

			「……」

			「……」

			　モニターを見つめているお嬢様方はほっとこう。

			　ボスと戦う場所になぜ罠わながないと思う？　わざわざ相手が警戒して、動きを止めるんだ。そこを狙わないでどうするよ？

			「……あんた、遊んでるの？　戦いを弄もてあそんでるの!?　こんな、相手の誇ほこりを汚すような戦いをなぜするの!!　これを卑ひ怯きようと言わずに、なんと言うのよ!!　これなら、最初から相手を全員落とし穴にはめたほうが効率がいいはずよ!!」

			　セラリアが激げつ昂こうしている。

			「だな、ダンジョン内にいる敵を、全滅させるならな」

			　そう、ダンジョン内にいる敵を全滅させるなら、敵が溜まっている場所に落とし穴を仕掛けたほうが効率がいい。

			「ほら、モニターを見ろ。被害を聞いて、後続が援軍として入ってきたぞ。ダンジョンの外にいる、予備戦力５００人程がな」

			　軍の戦闘ってのは、その数を利用した戦い方である。もちろん余力も残すものだ。

			　今回も例外ではなく、ダンジョンに進軍してきたのは約２０００人。まずはその半数だけがダンジョンに潜ってきたのだ。

			「あんた……残りを引っ張り込むため、最初に適度な被害を出すようなトラップを仕掛けたのね」

			「ああ。いきなり１０００人全滅なんかさせたら、撤退されるしな。被害は出たけど、注意すれば進める、と思ったらくるだろ？　今回は、特に国の面めん子つがかかってるからな」

			「呆れた。相手の事情も考えてたの？」

			「おう。当然、彼を知り己を知れば、百戦して殆あやうからず、ってな」

			「なによその言葉……、なんとなく、さっきのことから予測がつくから、たちが悪いわね」

			「こっちも攻められたんだ。せいぜい、情報収集に付き合ってもらいたいんだよ」

			「情報収集？　なによ、まだ変なこと考えてるわけ？」

			「なに、降伏してもらおうと思ってな。こっちも散々手間かけたんだ。うるさいお姫様を匿かくまうはめになって」

			「なんですって―――!!」

			「あ、あの……ユキさん、どうやったら彼らは降伏するのでしょうか？　いまだに１０００人以上はいるのですが……」

			　エルジュが控え目に聞いてきた。

			　まあ、当然の疑問だよな。

			「それはな……よし、後続も合流したか。ダンジョンの入口につながる直線通路をすべて、落とし穴にして、通れないようにしよう。そしたらどうなると思う？」

			「ダンジョンに侵攻している兵士たちは、完全に孤立してしまいましたね」

			　モニターを見ながらエルジュが答える。

			　ちなみに入口の直線通路は３００ｍほどあって、近場の木を切って橋にするのは無理に近い。

			「えーと、これでなんで彼らが降伏することになるのでしょうか？」

			「エルジュ、人が生きていくために必要なものはなに？」

			「食事でしょうか？」

			　セラリアがエルジュのほうを向いた。

			「ええ、今ダンジョンの中にいる兵士には、食料を補給する術がないのよ。つまり彼らは、このまま最大６人で行ける……あの無情な、トラップ付きのミノタウロスを突破して、さらにあるであろう、２階層のトラップを抜けて、私たちを倒さなければいけない……。いや、倒しても脱出できるかわからない」

			「……たしかにその通りです。しかも第１階層には水がない。水がないと、人は３日もつかどうかです。多少は携行食料と水は持っているでしょうが……」

			「もって５日がいいところね……」

			　エルジュは、俺の言いたいことを理解したのだろう。

			「生き残りたいのであれば、私たちに降伏するほかないのですね」

			　セラリアは呆れた顔でつぶやく。

			「本当に、被害ゼロで勝ってしまうなんて……」

			「……信じがたい光景です」

			　さて、あとはのんびり相手方の降伏を待ちますかね。

			　流石さすが孫子、恐るべし。「彼を知り己を知れば、百戦して殆あやうからず」そして「善く戦う者は勝ち易きに勝つ者なり」ってやつか。まさかそれを実践するとはなぁ。

			「あ、また落ちた」

			　モニターでは、果敢にもミノタウロスに向かう勇敢な兵士（笑）が落下していた。本人はいたって真面目なんだろうな。だけど、どうだろうな、最後に笑いが取れて死ねる、ってのはなかなかないと思うよ？

		

	
		
			第13掘：全体を見るように

			　

			　Ｓｉｄｅ：セラリア・ノウ・ロシュール

			「さて、あとは向こうが大人しくなるのを待つかね。今、降こう伏ふく勧かん告こくしても元気がある分、反発するだろうし」

			　ユキはもう仕事が済んだと言わんばかりに、体を解ほぐしている。

			　認めたくはないが、ダンジョン内に侵攻していた約１５００名の兵士のうち、３４０名ほどが落とし穴で戦死……？

			　残りは、ダンジョン内で孤立し、補給も救助も無縁の状態にある。

			　前に進むことはできるが、最大６名でしか進めず。その先は騙だまし討ちと言っても過言ではないトラップ。

			　後退しようにも、ここまで来た長い廊下は落とし穴が開いたままになり、退くに退けない。

			　しかもこちらには、被害が全くない。

			　トラップのみで、ロシュール国の近衛を主体としたエリート軍を翻ほん弄ろうしている。

			　誰が見てもわかる。これは完全に、１人に１５００人が負けたということだ。

			　しかし、これがダンジョンマスターとしての力かと問われると、首をかしげざるをえない。

			　ただ単に、落とし穴に相手を嵌はめただけである。だが、軍を嵌はめたのだ。

			　これがユキの言う、「ぐんし」や「さんぼう」といったものを使う戦いなのだろうか？

			　ユキが言った通り、頭を使った戦い方だ。

			　これでは力がいくらあろうが、レベルが高かろうが、どうしようもない。

			　だがここで、私には疑問がわいたのだ。なぜ相手に降伏を促うながすのかと。

			　ここまであっさり、軍を嵌はめたのだ。今、ロシュールの兵が立っている床の下が落とし穴でないはずがない。

			　このユキが、そんな甘い方法をとるわけがない。

			「ねえ、あんた……ユキは、なぜ降伏を促うながそうとするの？　ユキのさっきからの行動を見るに、予測してたんでしょう？　彼らの足元……落とし穴なんでしょう？」

			「おお、初めて名前で呼んでくれたな。ああ、セラリアの言う通り、俺の意思ひとつで彼らの命はどうにでもなる」

			　あっさり認めるユキ。だけど真意がまったく読めない……ここで彼らを殺してしまえば、生き残った兵を世話する必要もないのに。まさか私たちの心情を思ってか？

			「君たちに辛い思いをさせたくない。あの人たちは、セラリアが言ってた大臣に騙だまされてるだけなんだろう？」

			　ユキはそう言って、真剣な顔で私を見つめてくる。

			「ユキさん……」

			　エルジュの顔は真っ赤で、目がうるんでいる……。

			「嘘ね。絶対嘘ね!!　こんなに頭が回るユキが、そもそもこんな状況にするわけないはずよ。さっき言ってたっけ？　百戦百勝……『常に被害の少ない方法を考えよ』だっけ、私でもわかるんだから、別に狙いがあるんでしょ？」

			　そう。「常に被害の少ない方法」を考えよって方針なら、私たちを匿かくまうこと自体がダメなのだ。

			　事情を知らなかったにしても、さっさと放り出せばいいだけのこと。

			　わざわざこんな危険を冒す必要がない……はず。

			　正直あてずっぽうだった、勘でなんとなく言ってみたのだ。

			　ここまでやるのだから、私の想像もつかないことを、考えているのではないかと。

			「そうだね。セラリアの言う通りだ。狙いは別にあるよ」

			「それはなに」

			「あっさり教えると思うのか？　自分の頭で考えろよ」

			「わからないから言ってるのよ!!」

			　悔しい。とっても悔しい。

			　私には全然わからない。けど、もうユキの手助けがなくては、私たちはどうしようもないのだ。

			「あなたの計画を教えなさい。もう私たちは、ユキに助けてもらうしか道がないわ」

			「……まあいいか。ちょっと長くなるぞ、自分たちの状況が関係するからな」

			「ええ、時間ならいくらでもあるわ」

			「いや、あの兵士たちが今降伏してきたら、対応に追われるけどな」

			「さっさと言いなさいよ!!」

			「ちぃ姉さま、落ち着いて!!」

			　エルジュが私を抑える。エルジュがいなければ、私はこいつに殴りかかっていただろう。

			　当の本人、ユキは私を見て、なんかめんどくさそうな顔をしている。

			「どう説明したものか……。そうだな、大まかに言うから、質問は終わってからにしてくれ」

			「わかったわ」

			「俺的に、どう転んでもいい計画なんだよな。まあ、君たちを助けたことによって、ダンジョンを運営することを、公にとはいかなくても、認めてほしいってのが一番の狙いだ」

			　そうだ。エルジュが言うには、ユキはいつの間にかダンジョンマスターになっていたらしい。ここの場所のことも知らない、常識もない。

			　ならば私たち……、エルジュを助けたのは偶然だけど、この縁を逃す手はないわけか。

			「それで、エルジュをロシュール国に帰して、いろいろとりなしてもらおうと思っていたのだ。けど、なんか兵士に追われているし、匿かくまってみれば、そのあとから山ほど兵隊連れてくるし、このまま君たちを放り出しても、殺される状況だった。しかし、ちょうどいいことに、エルジュがダンジョンマスターに認定されたわけだ。

			　ならば、彼女にこのまま俺の代わりにダンジョンマスターになってもらって、残った兵士たちを説得できれば、ロシュール国のエリート兵たちを仲間にできるってわけだ。ここで皆殺しにしてしまっては、エルジュに味方してくれる人は少なくなるだろう。で、そのあとに、降伏してきた人たちを説得して王都の掃除をすれば、俺も安全に過ごせるかなーって」

			「なるほどね。わかったわ。私たちが無事王都へ戻れたなら、あなたに手を貸すことを約束しましょう」

			「お、ありがとう。なにもかも終わったあとでいきなり言うよりは、前もって承しよう諾だくしてくれるとありがたいな」

			「でも、私たちがあなたを退治するとは思わなかったわけ？」

			「どう転んでもいいって言っただろう。俺的にはダンジョンの運用テストもしたかったしな。君たちが敵になるなら、今の兵士のように……いやもっと効率よくやらせてもらうよ。今回の兵士たちのおかげで、実際いろいろ見えてきたしな」

			「なるほどね、本当にどう転んでもいいのね……まったく恐ろしいわね。けど、エルジュをダンジョンマスターに仕立て上げるのはなぜ？　ユキ本人が出ていってもよかったと思うけど？」

			「そりゃ簡単さ。見ず知らずのダンジョンマスターが『安全です』って言うのと、エルジュが『聖女の力によって、ダンジョンを手中に収めました』って言うのと、どっちが国民的に受け入れやすい？　いや上層部的にもか」

			「絶対後者ね。前者もできないことはないけど、そんな危ない橋を渡るより、エルジュを立てたほうが、あなた的にもこっち的にも安全だわ」

			　本当にユキ的には、どう転んでもよかったのだ……。しかも、エルジュがダンジョンマスターだと誤認されていることすらも利用しようとしている。

			　敵に回せば恐ろしいが、味方でいる限りは心強い。

			　そもそも、ユキを敵に回したら、私はこのダンジョンを攻略することはできそうにない。

			「しかし、ここで兵士を私たちの味方にできても、王都では一波乱あるわ。あのロワールを叩き出す術を考えないと、どうしようもないわね」

			　そう。私たちをこんな状況に追い込んだロワールをどうにかしないと、安全に王都に帰れないだろう。帰ったところで、なんだかんだ言って、私たちを化け物扱いして始末しようとするだろう。

			「ああ、そこはもう大丈夫だと思うぞ」

			「え、どういうこと？」

			「モーブたちから連絡があった」

			　モーブ？　ああ、エルジュを奴ど隷れいにしていた男たちね。いくら和解してエルジュが許したとしても、私は許さない。絶対１００発は殴る。

			『ういーす。ユキの言う通り、ロシュール王と王女様が暗殺されたぞ』

			「「えぇぇぇえええぇぇぇぇ!!」」

			『うおっ、なんだそこに王女様たちいたのか？』

			「ああ、だからわかりやすいように、真実を言ってくれ」

			『すまん、すまん。暗殺は、俺たちと協力者のおかげで防げた』

			「へぇ、協力者ねぇ」

			『でだ、予定通り王様にあのことを話した。そっちにいる連中には、王と王女が暗殺されたから至急に戻れって伝令が行ってる。数日中に兵士たちは引き揚げるだろうよ』

			　そんなことを、ユキたちは話してる……しかしだ……。

			「説明しなさぁぁぁぁぁああああいいいい!!」

			　絶叫した私は、絶対おかしくない。

		

	
		
			第14掘：協力者

			　

			　Ｓｉｄｅ：？？？

			『こっちのお２人が話についていけるように、最初から現在の状況、協力者、及びどうやって暗殺を防いだのか説明してもらえるか？　それにしてもよく防げたな。９割は失敗すると思ってたんだがな』

			『ふざけるんじゃないわよ!!　アーリアお姉様を見殺しにするつもりだったの!?』

			　モニターとかいう平面の中で、この国の第２王女であるセラリア様が、隣の男に喰ってかかっている。なるほど、モーブさんたちが王女様と関わっていたのは本当だったのか。

			『だから説明するって言ってるだろ。エルジュとオリエル、話が進まないから、そのドリルを押さえててくれ。と、いうわけだ。下手にこのお姫様を無視すると会話どころじゃないからな、面倒だとは思うが最初から話していこう』

			『ちぃ姉様、落ち着いて。お願いですから』

			『セラリア様、ユキが癇かんに障るのは認めますが、話が進みませんので、どうか抑えてください』

			　そしてセラリア様を男から引きはがすエルジュ様の姿に、私は安あん堵どする。エルジュ・ラウ・ロシュール。偽物の私とは違う。リリーシュ様から加護を受けた、本物の聖女様。

			　今回の騒動は、エルジュ・ラウ・ロシュールを暗殺するためのものだった。

			「なははっ!!　元気がいい王女様じゃねぇか、エルジュ王女とはまた違った感じだな」

			　隣でモーブさんが笑っている。本人から王女様と知り合った経緯は聞いているが、あのようなことがあっても、こうやって打ち解けられるのは、長所でもあり短所でもあるだろう。

			『黙りなさい!!　モーブとか言ったわね、あんたの所業はエルジュから聞いてるわ。いくらエルジュが許そうが、私は許さないからね。顔を合わせたら１００発殴らせなさい!!』

			「なっ、そこは１発だろ!?　まあ、王女様の細腕じゃそのくらい必要か？」

			『言ったわね。その細腕の王女様だけど、レベル63のヴァルキュリアだから』

			「ぶっ!?　俺よりレベル高いじゃないか、しかも女性専門職で、前衛職かよ!!　まて、それで１００発も無抵抗に殴られたら、死んじまう!!」

			『あら、大丈夫よ。エルジュがされたように、弱ったら回復させてから殴ってあげるわ。フフフフフフ…………』

			　そう、このセラリア様が武闘派と呼ばれる所以ゆえんである。初めてお会いした私も、彼女の職業には驚いたものだ。しかもその実、お飾りではない。

			　魔物も人も切ったことがあり、戦場にも立ったことがある。職業に恥じない戦女神だ。

			『漫才でも処刑でもいいが、話を始めてくれ』

			　しかし、この男はなんなのだろう？　場の様子から察するに、この人主導で話が進んでいる。王女様は当事者、モーブさんたちは私を助けてくれた。だが、この男は一体……。

			「わかったよ、王女様。とりあえず１００発の件は保留だ。減刑を希望する」

			『却下よ。さあ、これまでの経緯を話しなさい』

			　とりあえず、私が口をはさめるのはまだ先のようだ。私もこの騒動の経緯は聞いておきたい。

			「そうだな、どこから話をしたもんかな……」

			『モーブ殿、それなら私がエルジュ様とセラリア様を抱えて逃亡したあとからで、お願いします』

			「あのとき、俺いなかったんだよな。あそこにいれば、少しは情じよう状じよう酌しやく量りようになったのかね？」

			『ないわね。むしろ喜びなさい、あのとき私が毒でほぼ意識不明だったことに。動けたら、あんたたち、殴り殺してた気がするわ』

			「おーこわ。じゃそのあたりから説明するわ」

			　

			　Ｓｉｄｅ：当時のモーブ

			「おう、ここのギルドは初めて来たんだが、なんかめぼしい仕事はあるかい？」

			　ライヤたちと別れて奴ど隷れいを探しに行ったまではいいが、ユキに「お前の好みを楽しみにしてる」などと言われたので、俺１人で奴ど隷れいを買うのは気が引けて、ライヤたちを巻き込もうと思っていたのだが。

			「ユキの当たってほしくない妄想が当たったようだ。こうなればいろいろ調べないとまずい。言われた通り、俺は軍の動きを見る。お前は冒険者ギルドに行って情報集めてくれ」

			　とライヤに言われ、現在にいたる。しかし、いよいよきな臭くなってきたな。腹黒い小物をぶっ殺して終わり、とはいかなそうだ。

			　そんなことを考えていると、ギルドの姉ちゃんから返事が戻ってきた。

			「そうですねー、ギルドランクによってある程度クエストは偏ってますけど、どのランクも、この支部じゃいつもの通りのクエスト量ですね。ところですみませんが、ランクはどのくらいでしょうか？　わからないと斡あつ旋せんのしようがないので」

			「おっとすまねえ。これだ」

			　俺は懐からギルドカードを取り出す。ギルドカードってのは、過去の受注クエストや、討とう伐ばつしたモンスターも記録されている。しかも、このカードには金をためることができる。なお、本人しか使用できないという便利な代物だ。

			　このギルドカードのことをユキに教えたとき、「ちっ、半端に向こうより優れてやがる。これだからファンタジーは…………」なんて言ってたな。あいつの故郷には、ギルドカードがなかったのか。そりゃ不便だろうな。

			「あら!!　あなたはモーブさんでしたか!!　あの〝守りの英雄〟の!!」

			　受付の姉ちゃんが声を上げると、ギルドにいる人々の視線が俺に集まる。

			「おいおい、モーブってあのモーブか？」

			「ギルドカードは偽物は使えねえからな、守りの英雄で間違いねえだろう」

			「なんだ、その守りの英雄ってのは？」

			「しらねえのか、今は完全に敵対してるが、ガルツ国のある町を魔物の群れが襲ったそうだ。当時は盗とう賊ぞく退治で領主が率いる主だった兵がいなくて、町は滅亡の危機だったらしい」

			「ああ、で、そのとき１人の男が名乗り出て、当時、その場所にいた冒険者たちをまとめあげて、見事に防衛したってわけだ」

			　俺の若かりし頃の話をしてくれる。正直、普段なら受付に手でも当てて黙らせるが、今回は別だ。俺のことを知っててくれたほうがやりやすい。

			「あのぉ、モーブさんはあの町の専属だと伺うかがっていますが……」

			　なんだ、こっちには伝わっていなかったのか？　俺、エルジュ王女を旗に掲げて、王都に兵を押し進めてきただろうに。

			「……まぁ、あれだ。今回の戦で町がなくなっちまった」

			「ええ!!　ちょ、ちょっと待ってください!!　そんな情報、聞いていませんよ!!　お、お待ちください、ギルド長と話してきます!!」

			　どういうことだ？　ギルドは基本的に情報交換を密にできる場所だ。モニターとまではいかないが、通信水晶ってのがあるのは聞いている。ギルドの総本山はリテア聖国だっけか？

			　とりあえず、ギルド側からだけの情報ってのは心もとない。そこいらにいる同業者に話を聞くかね。

			「なあ、ちょっといいか。話を聞きたいんだが？」

			「お、おう。あんたみたいな８ランク冒険者と話ができるなんて、光栄だ。で、なにが聞きたいんだ？」

			「おう、ここ最近の戦の状況だな。知っての通り俺は８ランクだ。ある町の専属やっててな、久々に出てきてみれば戦だろ。こっちはあんまり情報ないんだよ。お礼は弾むからさ」

			　そう言って、懐から財布を取り出す。冒険者ってのは情報が大事だ。情報は金で買ってでも手に入れろってやつだ。

			「なるほどな、その程度なら金を取るまでもねえ。ガルツ国のとある村が酷ひどい扱いを受けてたみたいでさ、そこでここの聖女様がその村を救いに行って村を救ったのはいいが、ガルツ国はヤレ侵略行為だの、偽物聖女だの言ってきた。正義をなしたロシュール王は、憤ふん慨がいしてガルツ国から民を解放せん、と戦を起こしてるわけだ」

			　おいおい、こっちじゃそんな話になってるのか。しかし、王女様は完かん璧ぺきに嵌はめられてるな。いや、それはわかってたが。もう、敵は小物って枠じゃ収まらないな。

			「モーブさん、ギルド長がお呼びです。こちらに」

			「っと、すまねえな、受け取ってくれ」

			「いや、いいって」

			「気にするな、こういうことはしっかりしねえとな」

			「……ありがとな、あんたみたいな冒険者になってみせるぜ」

			「いや、俺みたいになるのはやめとけや……」

			　そう言って、俺はギルド長と面会をした。

			「すまんな、本部に問い合わせたら君の証言が正しかったことがわかったが、問題が出てきた」

			「どんな問題だ？」

			「君になら言って構わんだろう。通信水晶のことは聞いたことがあるじゃろ？」

			「ああ、連絡がすぐ取り合える便利な道具だって聞いてるぜ？」

			「そうじゃ、だがそこに問題がある。その通信水晶だが、ギルドだけが使っている代物なんじゃよ。つまりギルド間で簡単に連絡が取れる」

			「ん、それのどこが問題なんだ？」

			「普段は問題ないのだが、今回みたいな国と国の戦争では、非常にやっかいなんじゃよ。すぐ連絡が取れるために、間者としてギルドが疑われる可能性があるんじゃよ」

			「そりゃ、そうだな」

			　言われてみれば納得だ。簡単に連絡が取れるなら、俺とユキみたいに相手の動きを逐ちく一いち、報告し合えば、対応もしやすくなる。ギルドにそれがあるんだから、当然警戒するよな。

			「だから、その問題にも対処をしておる。通信水晶はギルドの本部……、つまりリテア聖国にしか繋がらないようになっている。戦争が起きると、争っている国のギルド支部同士の通信をできないようにするんじゃよ」

			「なるほどな、そうやってギルドが戦争に加担していないってことを証明するわけだ」

			「その通り。ではお前さん、もう下手にこのことを聞いて回るな。お前さんが間者と疑われてしまう。本来なら、その国の冒険者はその国でクエストを受けて傭よう兵へいとして参加するんじゃが、お前さんのいた町からして、こっちに逃げるほうが近いしのう」

			「ああ、こっちのほうが近かったから逃げてきたんだが。わかった。聞いて回るのはやめとく」

			「そうしてくれ。こっちでは、お前さんは難を逃れてここにたどり着いた、と伝えておく。あと、戦争に参加するようなクエストには招集しないようにしておく。いろいろと辛いじゃろうからな」

			「すまない、恩に着る」

			「気にしないでくれ。ところで、お前さんの相棒たちは無事なのか？」

			「一緒にこの王都で、宿をとってるよ」

			「そうか、それがせめてもの救いじゃのう。自じ暴ぼう自じ棄きになって無茶だけはするなよ」

			　もう、そこは通り過ぎたがな……。

			　

			　で、そんなこんなで情報を集めてライヤたちと合流したわけだ。

			「なるほどな、ギルド長の話は理解できる」

			「その話は親父から聞いたことがあります。冒険者はともかく、ギルドは国の諍いさかいには絶対に手出ししないって」

			　ライヤもカースも、俺が持ってきた情報には納得してくれている。領主の息子だったカースがさらに後押ししてくれたから、これはほぼ確定だろう。

			「どうだ？　あれからお城は大慌てか？　王女様さらわれたし」

			「まあ、そうだな。だが面白い話がある」

			「なんだ？」

			「オリエルが逃げて今、大体半日ってところだ。なのにもうこの王国、兵隊集めてる」

			「別に不思議じゃねえだろう？　王女様がさらわれたんだ。真相はともかく」

			「だが、集まった兵士は全員エリート。普通なら、ガルツ国との戦いの前線に送られているような強者ばかりな」

			「偶然じゃねえのか？　集まって作戦会議とかするだろうに？」

			「まあ、集まったのは偶然ってことで納得しよう。だが、もう遠征の準備をしてるって言ったら、どう思う？」

			「……行動が早すぎるな」

			「ああ、どこに行くつもりなのか知らないが。いくらなんでもな。で、だ。この軍、どこに行くと思う？」

			「そりゃ、今は王女様を追わないと問題だろう？」

			「だな。とりあえず宿に戻ってユキに連絡しよう。あいつがそう簡単にやられるとは思えんが、軍隊が相手だからな、かってが違うだろう」

			　そうして、俺たちはとりあえず連絡を取るために宿へ戻った。

			　

			『ふーん、面倒なことになってきたな』

			「ああ」

			『まだ情報が不足してるから、断定はできないな。あとは軍が動いたら連絡くれ。大体の数も数えてな』

			「わかった、そのときは連絡する」

			『と、その軍だけどな、誰が率いてるか……いや、妙な人間が交ざってないか調べといてくれ』

			「妙な人間？　どういうことだ？」

			『そうだな、普段、軍に参加しないような奴だな。大臣とか商人とか他国からの使者とか。おそらく、そういう奴がいるなら、それはきっと名目を作るためだな』

			「名目？　軍を動かすためのか？」

			『いやいや、あとで国を乗っ取るための名目だよ。大義名分かね？』

			「すまん、俺にはわからん。説明してくれ」

			　すると、横で聞いていたカースが納得したように頷いた。

			「モーブさん、これはあれだ……ユキ、『王族の暗殺をできるなら止めてくれ』って言った話に関係してるんだな？」

			『その通り』

			「その怪しい奴が今回の進軍に加わったとして、その間に王族が暗殺されれば、その進軍について行った怪しい奴には、当然、無罪放免が言い渡されます」

			「そりゃ、現場にいないんだからな。というか、怪しまれもしないだろ？」

			　モーブは頷く。

			『ああ、そこが狙いだ。暗殺なんて、だれかを雇えばいい。それで、暗殺の報告を受けてすぐに一部の兵士を連れて帰れば、そいつは評価が高くなるだろう。この国随一の、陛下に尽つくしている名臣、とかなんとか言ってな』

			「だな」

			「しかも、率いているのはこの国の近衛やエリートたち。近衛やエリートは、王都を空けて王族を死なせてしまったと、少なからず非難を受けるでしょう。それをその怪しい奴が庇かばえば、近衛とエリートは必然的にそいつの側につく。そうなると、国の上層部は大荒れの状態。王族の血筋の者はいるにはいるでしょうが、今回はなにもしていないのだから、発言力はないに等しい。そうなると必然的に……」

			「その怪しい奴が権力を握ることになるのか」

			「そうです。しかも軍部のエリートまで抱え込んだ状態でです。こんな感じであってるか？」

			　そう言って、カースはモニターの中のユキに確認を求める。

			『おう、ほぼ俺と同じ考えだな。お見事、ダンジョンマスター、代わらね？』

			「断る。うかつに外に出られないなんて、領主のご子息に逆戻りだ」

			『そりゃ残念だ。しかし、そうなると相手の出方を挫くじくには、暗殺を防がないといけないわけだが…………』

			「……難題だな」

			　俺には２人が悩む理由がわからなかった。だって……。

			「簡単じゃねえか。王様に会って暗殺されるぞ!!　って言えばいいだろ」

			「……」

			『……』

			　ユキとカースが白い眼でこちらを見ている。なぜだ？　俺は変なこと言っただろうか？

			　そう思っていると、ライヤが俺の肩に手を置いてこう言った。

			「よく考えろ。俺たちは、王様とは面識も関わりも全くない。そこで暗殺云々を言えば、不敬罪で投獄。下手すれば、その暗躍している連中に王族殺しの汚名を着せられて処刑だ」

			　そういうことか。あー、なんでこう面倒な手を使ってくるかな。

			「なら、夜中にこっそり城に忍び込んで護ご衛えい、って感じでいいんじゃね？」

			『最悪それだな、守れる可能性はかなり低いが』

			「できるだけ、城の地図は前もって集めておきましょう」

			『まあ、暗殺は進軍を開始してすぐってわけじゃないだろう。ある程度時間はあるが、まあ厳しいだろうな』

			「下手に王族の伝つ手てを頼ろうにも、その行動自体が暗殺と見られますからね」

			『てなわけだ、下手に嗅かぎまわるなよ、モーブ。しばらくは奴ど隷れいを探しててくれ。あ、軍が動いたら、さっきも言ったように報告を忘れるなよ』

			　そんな感じで、その日はおのおの好きなように過ごした。

			　そして次の日には、軍は進軍を開始した。ユキの言う通り、怪しい奴がその行軍に加わっていた。

			『ロワール大臣……奴がこの計画を仕込んだ張本人でほぼ決まりだろう。こいつの裏にさらに誰かがいるとすれば、もう今は対処できるレベルじゃねえ。といっても、そのロワールを止めることができれば、裏がいても手を引かざるを得ないだろうがな』

			「まあ、こっちの情報はそんなところだ。兵は２０００人前後いるからな。しっかり生き残れよ」

			『おう、逃げることも考慮に入れてる。まあダンジョンのテストに使えそうだから、使うけどな。あと、敵の援軍が出るようなら伝えてくれ』

			「ああ、まかせとけ」

			　それで報告は終わり。俺はとりあえず、買い物の続きをすることになった。

			　ちなみにライヤとカースは、２人ともやることがあるので、買い物には付き合ってくれない……ぬぐぐぐ、このままでは、奴ど隷れいの趣味が俺の趣味ということになってしまう。

			　

			　そんなこんなで町をうろうろしていると、なんというかまあ、若いもんのお約束が繰り広げられていた。

			「あ、あの私は、大事な用がありますので。お、お付き合いできません!!」

			「あー？　別にいいじゃんよ？」

			「そうそう。俺たちと楽しいことしようぜ？」

			「そのでっかい胸、使うためにあるんだからさ」

			　……うーん、俺にも若いころはあったが、あそこまでバカではなかったはず。いや、変に最近までぶっ壊れてたけどな。

			　確かに彼女の胸は大きい、メロン、いやスイカか？　まさに特大というに相応しい!!　が、もう亡くなっているとはいえ、妻がいた身だ。まだ妻への愛が残っているのか、あんまり嬉しくは感じなかった。

			「はいはい、若人わこうどたちよ、そこら辺にしとけ。みっともないぞ」

			「ああ？」

			「なに言ってるんだよ、おっさん」

			「俺たちＤランクの冒険者なんだぜ？　どういう意味かわかるか？」

			「あ、あ……たすっ」

			　彼女は俺の容姿を見て、力がないと思ったのだろう。まあ見てくれはおっさんだしな。

			　しかしなんだろう、彼女、なんかどっかで見たことある気がする？

			　エルジュ王女に似ている？　いや、髪の毛は青色だし、胸はこっちが圧倒的だし……なんだろうな、雰囲気か？

			「おい、聞いてるのか。おっさん!!」

			「無視してやがる!!」

			「やっちまおうぜ!!」

			　そうやって飛びかかってくる若人わこうど。だが、ちょっと経験がたらんな。

			「さて、すまんがお嬢ちゃん、どこかで会ったことないか？」

			　その３人はすでに地面に沈んでいた。

			　

			　Ｓｉｄｅ：？？？

			『なるほどな、それで出会った……、協力者が彼女ってわけだ』

			　そう言って、男の目がこちらに向くと、他の人たちの視線も私に集まる。

			「はい、ではここからは私がお話をさせていただきます」

			　私は１歩前に出る。

			「その前に自己紹介を、私はリテア聖国から参りました。名をルルアと申します。前の名はルルア・リテア……リテアの聖女と言われておりましたが、すでに解任されております」

			　そう言って、私はフードと眼鏡を取った。
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			第15掘：聖女大量発生中

			　

			　Ｓｉｄｅ：ルルア

			　私が自分の姿を見せると、エルジュ様、セラリア様、オリエルの３人は目を見開きました。

			『ルルア様!?　な、なぜこのようなところに!?　いったいリテア聖国で、なにがあったのですか!?』

			『ちょっと待ちなさい。ルルアが解任!?　なにそれ、上層部の連中はなにを考えてるの!?』

			『ルルア様、あなたのような方が解任などと、そんな馬鹿な……』

			　３人とも私が聖女を解任されたことに、驚きの表情をしています。

			「はい、私はもう聖女ではありません。上層部の意向で、一応リテア聖国では、名ばかりの役職はいただいております。私の聖女解任の話が、今回のエルジュ様やセラリア様の暗殺、及びロシュールとガルツの争いの原因、と言えるでしょう」

			　私がそう言うと、みんなが静まります。

			　ですがその中で、空気を読まず、その沈ちん黙もくを破って男が質問をしてきた。

			　本当に彼は、一体何者なのでしょうか？

			『へぇ、なるほど。読めてきたぞ。ま、そこはおいといて、聞きたいんだが……なあ、聖女様って量産できるん？』

			　その不ぶ躾しつけな質問で、場の空気が凍りました。聖女をそこいらの、家畜や食料みたいに量産って、罰当たりな。

			『ユ、ユキさん!?　だ、だめです!!　そ、そんな、ルルア様に失礼なことを言っては!?』

			『ユキ、流石さすがに聞き捨てなりません!!　エルジュ様にしても、ルルア様にしても、並ぶ者などいない聖女の名を冠する、人々の希望に対して、量産などと!!』

			　エルジュ様とオリエルが、慌ててその男のほうを見て言いました。

			『いや、この時点で量産してるじゃん。現時点で、最低あと１人はいるんだろ？』

			　ユキと呼ばれた彼が、そう言い返します。いや、確かに、唯一無二であるはずの聖女ですが……確かに現在、３人はいますね……。

			『……ルルア。今、聖女の名を冠しているのは誰？　３大貴族の人たち？』

			　セラリア様、流石さすがに鋭いです。エルジュ様のことになると、周りが見えないのが玉に瑕きずではありますが、決してなにも考えていないわけではないのです。

			「はい、セラリア様の仰る通りです。今、聖女を務めているのは、３大貴族のリテルアーソン家の長女、アルシュテール様です」

			『ち、あの気位の高いお嬢様か。本人は全く自覚がないでしょうが、ていのいい傀かい儡らいでしょう』

			「……はい。あの人、本人は決して悪い方ではありません。聖女様の資質、それに対する努力を、しっかり積み重ねられている方です」

			『はっ、資質ね。ルルアも言うじゃない。資質はあるけど、今の時点では聖女に値しないっていうわけでしょ？』

			「……」

			　私は沈ちん黙もくしか返すことができません。アルシュテール様がもう少し成長していれば、今回のことは防げたかもしれない……。いや、人に責任を擦り付けてはいけません。

			　事実を知っている私が、頑張らなければならないのです。

			「すまん。このお嬢ちゃんがリテア聖国の聖女ってのは、俺も冒険者やってたときに、実際に見たことあるからわかるんだが。３大貴族ってのはなんだ？」

			　聞き手に回っていたモーブさんが、口を挟はさんできました。確かに、そこのあたりは、冒険者や、他国の人にはなじみがないだろう。

			「はい、３大貴族というのは、リテア聖国建国時に、偉大な貢献をした名家のことです」

			『リテア聖国は、宗教国家って言われてるけどね、その実態は、その３家が政治の舵かじを取っているのよ。そりゃね、毎回選ばれる聖女様に、癒いやしの力はあっても、政治能力はないだろうから』

			　私の説明をセラリア様が補足します。

			「なるほどな」

			『適材適所ってやつよ。聖女は、カリスマと癒いやしで民草の心をまとめ、まとめた力を３家を中心に国の政治に使うのよ。ま、何事も例外はあるけどね。

			　そこのルルアは、歴代の聖女様の中で、特別って言われるほどよ。正直に言うけど、リリーシュ様から直々に聖女を賜たまわったエルジュよりも、ずっと上ね。聖女としても、政治家としてもね』

			『そうです!!　ルルア様は私の目標なんですよ、ユキさん!!』

			　エルジュ様がユキのほうを見て言う。

			『いや、やっぱり量産されてんじゃん。歴代って言ってるし。聞いた感じ、推すい薦せんの襲名か？　と、話がずれてるな。すまない。ルルアさん、俺も大体予想がついてるが、結論を言ってもらえるか？』

			　そうですね。リテア聖国の話は、また今度にするといたしましょう。まだ、今回の件は終わってはいないのですから。

			「はい、今回の件は、リテア聖国がエルジュ様を亡き者にするために計画されたものです」

			『わ、私を!?　どういうことですか!?』

			『エルジュ、それはね、あなたがリリーシュ様に聖女の名を祝福されたのが問題なのよ』

			　セラリア様が難しい顔で言う。

			「そうなんです。実際のところ、ただのリテア上層部の嫉しつ妬とではありますが、民の動揺を考えると、あまり好ましくない事態なのです」

			『しかし、ルルアの話を聞くまで、リテア聖国の暗躍は考えてなかったわ。けど話を聞けば納得ね。リリーシュ様を信仰しているリテア聖国としては、今回のエルジュが聖女になった件、面目丸つぶれよね』

			「その通りです。自国内でもう１人聖女が生まれたのならまだよかったのですが、それが他国となると……」

			『大問題ね。民たちは今頃、どっちが本物か、いやリテア聖国を疑っている者さえいるでしょうね。宗教国家の問題点ね～、実際にリリーシュ様が降りてくるとは、思わなかったでしょうし』

			　セラリア様がそう言うと、一旦、みんな口を閉じる。各々で情報をまとめているのか、思案顔である。

			『そっちがきた経緯と、今回の件の大元は分かった。だが、ほとんど後手だったな』

			　沈ちん黙もくを破ったのはユキでした。

			「はい。……私が今回の件を聞いて、リテア聖国を単独で出しゆつ奔ぽんし、この王都にたどり着いたときには、もう、エルジュ様は行方不明。セラリア様は誘拐。どうしていいかわかりませんでした。まさか、ロシュールの内部と繋がっていて、今回の件で、王族を全員暗殺しようなどとは」

			『なるほど……な。不幸中の幸いというか、モーブたちと出会って王様に忠告と護ご衛えいができたってわけだ』

			「ああ。まさか、街中で絡まれていたお嬢ちゃんが、リテアの聖女様とは思わなかったがな」

			　隣でモーブさんが笑いました。

			　しかし、本当に、このユキと呼ばれる彼は、一体何者なのだろうか？　この場には、普段ではお目にかかることのできない大物ばかりいるというのに、この態度のでかさは。

			　だが、彼の行動は、さらに私の予想を上回っていた。

			『で、そろそろ出てきたらどうよ？　というかこの場にいないなら、もうこの国は終わったも同然だがな。ロシュール陛下にアーリア王女様だっけ？　もう見極めは済んだだろ、こっちのエルジュにセラリアは、無事だ』

			「っ!?」

			　私は言葉を詰まらせます。なに!?　この人は本当に何者なのですか!?

			「……失礼を致しました。私は、アーリア・ラス・ロシュールと申します。エルジュとセラリアのこと、心よりお礼申し上げます」

			「……我が、ロシュール６世である。ふむ、流石さすがと言うべきか？　今回の護ご衛えいの話、そなたからの提案だったと聞き及んでおる」

			『お姉様!!　お父様!!　私は、エルジュは無事でございます!!』

			『お姉様、よかったわ。だが、そこのクソ親父は、死ねばよかったと思ってるわ。配下に噛みつかれるなんてね。最悪よ!!　こっちが、どれだけ苦労してると思ってるのよ!!』

			　涙目のエルジュ様に対して、セラリア様はゴミでも見るような目で言います。

			『いやまてや。今回、一番の功労者は、どう見ても俺だ。セラリアはここに来て、食って、寝て、起きて、の繰り返しだろうが』

			　ユキがセラリア様に喰ってかかります。

			『お風呂も入ってるわよ!!』

			『そういうことが言いたいんじゃねえよ!!　セラリア、わざとやってないか？　鋭いときとの落差が激しいぞ？』

			　……国王陛下の前で、王女を呼び捨てにしての口くち喧げん嘩か!?　し、神経が太い？　いや、も、もう。あわわ!?

			「あら、セラリア、いい殿方を見つけたのね。あなたがそうやって素直に話せる相手なんて、そうそういないものね。エルジュと私ぐらいじゃないかしら？　……大体、その前にボコボコですからね」

			『ちょっ!?　お姉様、私はこいつとそんな……』

			「……セラリアとの関係はあとで問いただすとして、１つ聞きたい。そなたは何者だ？　ルルアも知らぬ、モーブたちは教えようとはしない。これからのことを話すにも、それを教えてくれぬと、我としても困る」

			『はーい、エルジュ、オリエル、セラリアを頼む。で、俺の正体ね……』

			　彼は、ようやく私たちに、その正体を明かしてくれた……その正体は……。

			『この事件に巻き込まれた、可哀想かわいそうな、ごく一般的なダンジョンマスターであります』

			　その一部は、勇者や魔王を、そして、国を凌りよう駕がするほどの力を持つという、災害とも言うべき伝説であった。

			「「「えええぇぇぇぇぇええええ!!」」」

			　３人の声が、宿に響く。陛下もそんな叫び方なんですね。

		

	
		
			第16掘：俺が目指すダンジョン運営の説明と交こう渉しよう

			　

			　Ｓｉｄｅ：カズヤ・トリノ　偽名ユキ

			　王様たちがひとしきり叫んだあと、俺は話を続ける。

			「証拠なんてないがな。信じる信じないは、そっちの勝手だ。心配しなくても、善意から助けるわけじゃねえよ」

			　そう。最初から、善意なんてモノはついでだ。悪いけど、俺が今後生き残るために、利用させてもらうとしよう。

			『……はっきりと言うな。しかし、裏もなしで善意と言われても、信じられんな。むしろ、この場では好感が持てるわ。ぬははは……!!』

			　ロシュール６世はそう言って笑い飛ばす。この王様、話した感じ、決して悪い人ではなさそうだ。ご時世って奴なのかね。

			『お父様、とりあえず、ダンジョンマスターの要求をお聞きしてはどうですか？』

			『そうだな、ダンジョンマスターよ、そなたはなにを望んで我らに手を貸すのだ？　そして、我が受ける利点はあるのか？』

			　さて、ここまでくれば、ほぼ詰みかね。と言っても、断られて討とう伐ばつ軍を寄こされても、それはそれで美味おいしいんだが。

			「なに、簡単だ。あんたの指示で……いや、そっちはこっちでやるか。このダンジョン内に村か町を興そうと思う。だからあんたは、〝このダンジョンに害なし〟と国民に触れ回ってくれ」

			『ダンジョン内に村？　町だと？　なぜ、そのようなことをする必要があるのだ？』

			「そこから説明しないといけないな。ちょっと長くなるぞ。エルジュやオリエル、そしてセラリアも面倒だろうがもう１回聞け。今度話すのは、俺の希望そのままだからな」

			「ユキ、どういうこと？　もしかして私たちに、まだ隠しごとをしてたの？」

			　セラリアが突っかかる。

			「そりゃな、最初から手の内を全部、見せびらかす奴がいるかよ」

			　一旦間を空ける。その間に、皆がこちらに視線を集める。

			「じゃ、説明を開始しますかね。質疑応答って感じで進めていこうか。長いから、後で質問って方法じゃ、忘れそうだからな」

			「わかったわ」

			「わかりました」

			「了解した」

			　こちらの３人は承しよう諾だくしてくれた。

			『こっちもかまわないぞ』

			『私としても問題はありません』

			『……わかりました』

			『俺たち３人は右に同じで』

			　向こうもＯＫだな。なら始めますか。

			「まずは、そっちに聞きたい。ダンジョンってなんで存在してると思う？」

			『ん？　自然に発生するのではないのか？』

			『お父様、違いますよ。なぜ自然に発生するのか？　という根本的なことを、聞きたいのだと思います』

			　そうやって、アーリア王女に窘たしなめられる王。セラリアは親父似なのかね。

			　そう思っていると、聖女様が代わりに口を開く。

			『では、私の独自解釈ですが……。今までの文献から見るに、ダンジョンは、人や獣けものを誘い込むようなかたちでできています。ただの洞どう窟くつであれば、宝箱など、通常存在し得ないものが、ダンジョンでは当たり前のようにあります。つまりダンジョンには人や獣けもの……、つまり、外部からなにかしらを誘い込む理由があるはずです。たとえば、何者かが生きるための餌とか』

			　ほう、このルルアといった聖女様は、本当に頭がいいらしい。その分、疎うとまれたって感じか。

			「概おおむね当たりだ、このダンジョンについてはな。他が全部同じとは限らない、と思って聞いてくれ……」

			　それから俺は、ＤＰダンジヨンポイントの概念、それがどのような方法で得られるのかを説明した。

			『なるほどな。ダンジョンマスターのそなたとしては、いちいち争いでＤＰダンジヨンポイントを稼ぐより、ダンジョン内で人々に生活してもらい、ＤＰダンジヨンポイントを得るほうが効率がいいと思っているわけだな』

			「そっちだって変わらないと思うがな。例えば敵国を占領したとして、そこの領民が飢うえて死ぬほど税金をかけるのか？」

			『せぬな。しかし、他のダンジョンについてはどういう説明をするのだ？　文献に残るダンジョンマスターは、災さい厄やくとして語りつがれる者も数多あまたおる』

			「わかってて言ってるだろう？　まあいいか、お前らの国は、決して金や権力に目が眩くらまない、崇すい高こうな人たちの集まりか？」

			『違うな……今の惨状がその証拠じゃな』

			　王様は顔を振る。自じ虐ぎやく的な感じだ。

			「……ちょっとまちなさい。なら、今の状況って不ま味ずくないかしら？」

			　セラリアが口を挟はさむ。

			「どういうことですか、ちぃ姉さま？」

			「なるほど。エルジュ様、昨今のダンジョンは、世の中からどう思われているでしょうか？」

			　エルジュの疑問に答えたのはオリエルだった。

			「それは、死への入口で、すぐに討とう伐ばつしなければいけないものです。しかし、数あるダンジョンの中には、訓練用として使われているものもあるはずです。それに比べれば、ユキさんが作るダンジョンは……あっ」

			「はい、そこが問題です。私たちが、このダンジョンにくるまでの戦果は存じませんが……」

			「今回、ロシュールの近衛軍を相手に、無傷で完勝したわね……」

			　セラリアが頭を抱えている。

			『な、なんじゃと、数はそれほど多くないとはいえ、我が軍の最精鋭だぞ!?』

			『っつ!?』

			　王様とルルアは驚きまくっている。それに比べて、アーリア王女はむしろ微笑ほほえんでいる。なんかこの人、俺、苦手だわ。

			「で、ユキ。そこはどうするのよ。今、このダンジョンの評価は、どう考えても、伝説に出てくるレベルのダンジョンになってるわよ。最悪のダンジョンとして」

			　セラリアが突っ込んできた。

			「そこは問題ない。完勝してるとはいえ、敵の被害自体はそんなに多くはない。無傷な人は１５００人以上だ。この生き残りが、無事に戻れば問題ないだろう？」

			「ユキ、それは違うわ。近衛がなにもできずに送り返されただけで、このダンジョンの評判につながるわ」

			『そこで無理矢理、村や町を興そうなどとすれば、国民や臣からの反発が必ずある。支援なんぞできんぞ』

			　ふふふふ、半ば予定通りですな、王様。

			「まあ、ダンジョンの評判だけを考えるとそうなるよな。しかしだ、ここで近衛が敗北したと国の内外に伝わったら、どうなると思う？」

			『……リテア聖国は、ガルツ国と共きよう謀ぼうしてロシュールを攻め落とす好機と思うだろうな。エルジュの件を持ち出して、偽物の聖女で世の秩ちつ序じよを乱したとか言ってな』

			「おう、そうだろうな。では解決策としてはなにがあると思う？」

			『この度の、ダンジョン征せい伐ばつを成功させるか、負けたことに対する箝かん口こう令れいをしくかじゃな』

			「どっちがいい？」

			『どっちとな？　なにか策があるのか？』

			「ああ、エルジュを殺したことにすればいい。そうすれば丸く収まる。対外的にも、内的にもな」

			「ええっ!?　私、殺されるんですか!?」

			「落ち着きなさい、エルジュ。〝殺したこと〟って言ってるでしょう、偽装よ。心配しなくても、エルジュは私が絶対守るわ!!」

			　セラリアが必死にフォローする。おう、そう言わないと、俺の耳がおかしくなりそうだからな。回りくどい言い方はやめたよ。

			『なるほどな。エルジュは、リテア聖国にとっては邪魔じゃ。生きていれば、ダンジョンにいたエルジュが本物と知っているリテア聖国は、確実に暗殺を狙ってくるだろう。そもそも、今回の件は向こうに筒抜けだろう。リテア聖国が攻めてくる、恰好の理由となりえるか』

			「そういうことだ、王様。ダンジョンの評判は、改善できなくともいいんだ。別にダンジョン作って、そこで村や町を興せばいいだけだしな」

			「ああ。そういえば、ダンジョンコアさえあれば作れるんだっけ……」

			「言っただろ、セラリア。実験だってな。軍相手にも、しっかり対応できたしな。これから新しく作るにしても、改善するにしても、もっと強化できるだろうよ。ダンジョンに住む人たちには、安全に暮らせる環境を作らないといけないしな」

			「今のよりも、更に強化ね……末恐ろしいわね。今でもこの状態なのに」

			　セラリアはそう言って呆れている。

			『ちょっと待ってください!!　ダンジョンコアがあれば作れるというのは、どういうことですか!?　ダンジョンコアがなければ、ダンジョンマスターは生きられないのでは!?』

			　ルルアが驚いている。そういえば、ルルアには説明してなかったな。

			「たぶん、これまでアンタがダンジョンマスターと思っていたのは、そのダンジョンのボスと設定されたただの魔物だ。ダンジョンコアを壊して消滅するなら、それはダンジョンコアに制御されてたってことだな」

			『何気に、すごいことさらっと言いましたね!?　ダンジョンボスとダンジョンマスターは、同じではないのですね!?』

			「この世界のダンジョンの話は、大まかではあるが、エルジュたちから聞いてる。本物のダンジョンマスターは極わずかだ」

			『な、なんということです……ダンジョンコアは、どうやって生成してるのですか!?』

			「ＤＰダンジヨンポイントで生成できるな」

			『ちょっとまってください。それなら、ダンジョンに潜るということは……』

			「他のダンジョンマスターが、ＤＰダンジヨンポイント稼いでダンジョンコアを生成して作ったダンジョンを強化することに一役買ってるな。おめでとう。まあ、ダンジョンマスターが死亡すれば、それ以上のダンジョンの構築はないし、ダンジョンコアにＤＰダンジヨンポイントが溜まるだけだろうな」

			『もしかして、訓練に使われているダンジョンも……』

			「その可能性はあるな。俺がダンジョンコアに触れば、制御を外せるけどな」

			『ならばすぐきてください!!　知らない誰かにダンジョンを制御されるより、あなたのほうがよっぽどマシです!?』

			　ルルアは、グルグルに目を回している。って表現が合いそうな状態だな。

			「いやだよ、俺まだ死にたくないもん。俺を外に引っ張り出したいのなら、こっちの条件を受け入れて、さらに国の関係を落ち着かせろや」

			『我が協力しなかったり、そなたを、攻め滅ぼそうとしたりしたらどうするつもりじゃ？』

			　試すようにロシュール王がこちらを見る。

			「恩を仇あだで返すなら、今度は容よう赦しやしねえよ。しっかり近衛を殺して、ＤＰダンジヨンポイントに換えてやる。約束を反ほ故ごにしたら、俺はこのダンジョンを捨てて、他の場所でダンジョン作ればいいだけ。ここで得られるものは、もう俺にとっては充分だ。ダンジョンを作ってまだ20と３日だ。あとは、成功すればいいやレベルだな」

			「えーとユキさん。今の話だと、ダンジョンに入ったのって……」

			「おう、エルジュたちと、今いるロシュール軍だけだぞ」

			『制御してわずかな時間しか経っていないダンジョンで、我が軍に完勝するか……。セラリアの言う通り、恐ろしいのう』

			「どうする？　どっちでもいいぞ？」

			　ロシュール王は肩を落とす。

			『そなたの提案を受け入れよう。だが、１つだけ、こちらの希望を通していただきたい。エルジュを匿かくまってはくれまいか？　そなたのダンジョンほど、安全な場所はないだろう。親としては最低ではあるが、エルジュと国民の命、どちらかを選べと問われれば、国民と我は断言する。非情だと思うだろうがな』

			　王様が俺に向かって、深々と頭を下げる。

			「いえ、その判断、為い政せい者しやとしては尊敬いたします。ロシュール王よ、私はあなたを信用することにしましょう。あなたが私の信用を裏切らぬ限り、エルジュ王女を守ることを誓いましょう。生きていれば、いずれ情勢が落ち着けば、ことを公にして、エルジュ王女が日を浴びる日もくるでしょう」

			　そう返すと、周りの人たちがじっと俺を見つめてくる。いや、礼には礼でかえしますよ？

			「……いきなりどうしたのユキ？　似合わないってわけじゃないけど、あなたらしくないわよ」

			　セラリアはどこか信じられないものを見る目だ。

			「ユキさん……ありがとう……ご、ございますぅ……」

			　エルジュは泣きじゃくっている。

			　その他の者も、おかしなものを見るような感じだ。

			「では、協力することは決まったわけだ。ダンジョンの運営については、この場面を切り抜けてからだ。まずは、リテア聖国が絡んでることが発覚したわけだから、作戦の変更と、王様にも協力してほしいことがある」

			『わかった、まずはそこからだな。で、どういう策なのだ？』

			　にやりと笑って言葉を続ける。

			「まずは、ロシュール国内にいる虫を燻いぶり出す。ついでだ、こっちもリテア聖国に牽けん制せいしよう」

			　さて、これで大詰めかね。

			　しかし、ダンジョン運営する上で、国土を安定させる羽目になるとはな。いや、いずれ目標には入れていたが、こんな早くに手を出せるとはな。

			　運がいいのか悪いのか。

		

	
		
			第17掘：いろんな意味でＮＤＫ？

			　

			　Ｓｉｄｅ：セラリア・ノウ・ロシュール

			　まさか、私が演劇の舞台に立つことになるとわ、思わなかったわ。

			　茶番劇というのが気に入らないけど、エルジュのためなら問題ない。

			　妹は、私の宝物なのだから。

			　そして、もうすぐ私の出番がくる。モニターは私の目の前に３つ。１つはクソ親父、１つはダンジョン内の兵士たち、そして最後の１つが……。

			『ロワール様!!　き、緊急事態です!!　お城へお戻りを!!　王が、王女が暗殺されました!!　今や城内は大混乱であります!!』

			『な、なんだと!!　王が……!?　王女もか!?　わかった、すぐに兵をまとめて戻る!!　すまぬがそなたには、ロワールはすぐに王都へ戻る、と伝令を頼みたい!!』

			『お任せください、では失礼いたします!!』

			　そう、最後の１つは、ダンジョンの外で待機しているロワールを映している。

			　ユキが小動物を指定保護し、ダンジョンの外を偵てい察さつさせていたのだ……。なんと狡こう猾かつな。

			　私とは、まったく違う方向の強者なのだと思い知らされる。

			　だが、ユキの策は更に続く。この映像を、ダンジョン内にいる兵士にわざと見せているのだ。

			　そんなことも知らずに、ロワールは、本陣でその伝令を見送ったあとほくそ笑む。そこに側近が歩み寄る。

			『ロワール様。これでもうロシュールは我が手に落ちたも同然ですな』

			『うむ、リテア聖国としては、エルジュ王女を始末すればよかっただけだが、ただそれだけでは芸がない。協力する私にも、多大な恩恵がないとな!!　この国という褒ほう美びがな!!』

			『しかし、ダンジョン内に取り残された兵士は、どういたしましょうか？』

			『捨て置け、このままほっとけば死ぬだろう。万が一、ダンジョン内にいるエルジュ王女と手を組もうが、もうどうにもならんよ。王都までぬけぬけとくれば、そのまま捕らえて処刑すればいい』

			『ダンジョンマスターに魅入られた、愚おろかな兵士としてですか？』

			『うむ、お前もよくわかっておるではないか!!　ま、手を組んだとしても、王女が王都までたどり着くわけないのだがな』

			『ほう、それはどのような？』

			『フフフ、まあそれは後でのお楽しみだよ。さ、予定通り、私たちにとっての吉報が届いたのだ。これから忙しくなるぞ、王都に残った者どもは、王が暗殺されるのを見逃したのだ。そして多大な犠牲を払いながらも、王のために颯さつ爽そうとダンジョンを制圧して、帰ってくるこのロワール!!』

			『兵が犠牲になるのも、予定通りだったわけですな。これで王都に戻れば、ロワール様の地位は確実なものですな』

			『そういうことよ。何事も、織り込み済みというわけじゃな!!』

			　……バカだ。ここまで堂々と暴露してくれるとは思わなかったわ。

			　しかし、ある意味、この場所こそ、堂々と喋しやべれる場所でもあるのだから。

			　どうせ、残ってる５００人前後の兵士は、ロワールの息がかかっているのでしょうから。

			「……ロシュール王、ねえ、今どんな気持ち？」

			『……言うてくれるな……』

			「ま、セラリアたちが戻ってくるまでに、メンタル戻しとけよ。じゃ、あとは、エルジュとセラリアに任せた」

			　そう言って、ユキはエルジュと私を見つめる。

			　頷き返す私たち。

			　さあ、本番だ。

			「聞いたか、ロシュールの兵よ!!　これが真実である!!　諸君らは、ロワールの策略に踊らされていただけである!!　今までのことは、罪には問わぬ。寧むしろ、その忠義に感謝をしよう!!　そして、私、セラリア・ノウ・ロシュールと……」

			「この、エルジュ・ラウ・ロシュールの言葉を信じてくださるのでしたら、剣を掲げてください!!」

			　モニターの向こう側は静まり返っているが、１人の兵士が進み出て、剣を掲げる。……私の直ちよつ轄かつ部隊の隊長……クアルだ。

			『私の忠義は、ロシュールとセラリア様にあり!!』

			『『『うおぉぉぉおおおおお!!』』』

			　そして、その声に反応するように、兵士たちが声を上げ、剣を掲げる。

			「クアル、私たちはそこに行くわ。そしてそのまま王都へ進撃。ロワールの首を取る!!」

			『はっ!!　了解いたしました!!』

			　私とエルジュは、兵士たちのいる場所へ赴いた。そこでは近衛隊長……アレス・レスターが剣をクアルに預け、こちらに跪ひざまずいていた。

			「クアル、これは？」

			「はっ、アレス近衛隊長は、この度の、ロワールの暗躍を止められなかったことを悔いて、処しよ罰ばつを求めております」

			「……アレス」

			「はっ、如何様な処しよ罰ばつでもお受けいたしましょう。父君、姉君を守るべきはずの私が、殺す手伝いをしたようなものです。この場で首を落とされても構いませぬ」

			「斬らぬ」

			「……なぜ……」

			「先ほどのロワールの話は聞いていよう。確かに、私の父と姉……王と王女は亡くなったのだろう。だが、まだ国が終わったわけではない!!　アレス……お前はなぜその剣を取った!!　王を守るためだけの剣だったのか!!」

			「それは……」

			「民のためであろう。国を守るということは、王を守るということは、民のためでもあるのだ。その思いが残っているのであれば、再び剣を取れ、アレス!!」

			「はっ、この剣。今度こそ国の、王女の、民のために振るうと誓います!!」

			　ふう、なんとか押し切れたか。苦手よ、クソ親父の代わりに演説なんて。

			『へー、やっぱり戦場にでてるだけあるな。かっこいいわ』

			『ほう、セラリアはここまで成長しておるか』

			『ふふふ、私の代わりに女王になってみる？』

			　くっ、いざというときのために、城にいる連中の声だけ聞こえるようにしてたけど、ウザいわ!!

			　

			　Ｓｉｄｅ：アーリア・ラス・ロシュール

			「さて、次は我らの番か」

			「ええ、お父様」

			　セラリアからの行軍報告と、例の事件が起こった報告も届きました。

			　残るは、ロワールへの対処だけです。

			　そう、暗殺は防いだのですが、それではロワールに逃げられたり、言い訳をされる可能性があると言われ、ある提案を受けました。

			「まさかな、我らの死を偽るとはな」

			「しかし、効果的な策だと思いますよ。ここでロワールを捕らえねば、いろいろ禍か根こんを残すこととなりましょう。捕らえることができれば、ロワール本人が白状しなくとも、如何様な罪状でもつけて処刑でもすればよいのですから」

			　そうやって話していると、１人の兵士が報告に来ました。

			「ロワール大臣が見えました!!　予定通り、周りの配置は済んでおります。しかし、王様自ら、死体役などされなくても……」

			　彼は報告をすると、心配げな表情で父にそう告げます。

			「心配するな。年をとっても剣の腕は健在よ。ロワール如き、我１人で十分よ!!　して、どうだろうか、死んでるような化粧に見えるか？」

			「あ、はい!!　立派な死に顔であります!!」

			「ふふふ……立派な死に顔ですってよ。お父様？」

			「す、すみません!!　失礼をしました!!」

			「ふん、アーリアも似たようなモノだろう。さて、我はこれから死体を演じる、あとは頼んだぞ」

			「はっ!!　お任せください!!」

			　そう言って兵士は出ていく。彼はきっと大きくなるでしょう。私たちの冗談に付き合えたのだから。

			「しかし、お前と一緒に寝るとはな……いつ以来だろうか」

			「さあ、お父様は昔からお忙しくされていましたから」

			「ある意味、この策を考えたユキに感謝せねばならんな」

			「ええ」

			　そして、廊下から足音が響いて、扉が遠慮なく開け放たれます。

			「王様!!　アーリア王女様!!」

			「お、落ち着いてください!!　ロワール大臣!!」

			「ええい!!　落ち着いていられるか!!　……嘘だ、王が、このようなことで……」

			　そう叫んで、私たちへと歩みよるロワール。

			　目をつぶっているのでわからないのだけれど、一体どんな面で、私たちの前に顔を出せたものかしら？

			「……すまぬ。出て行ってくれぬか。最後に王と話がしたい……」

			「……はやまったことをなされぬよう」

			　そして、ロワール付きの従者が姿を消します。彼はここから離れたあと、すぐに捕らえられるでしょう。

			　静寂が部屋を包みこむ。そして、押し殺すような笑い声が聞こえてきます。

			「……くくっ、なあロシュール王よ。結局、最後まで私の予定通りに動いてくれたな。これでリテア聖国との契約は完了。エルジュとかいう偽聖女は死んだし、ロシュールの王族は全員死亡。万が一、エルジュとセラリアが戻ってきても、こっちでどうにでもしてやる。仲良くあの世に行くがいいわ!!」

			　……こうもあっさり喋しやべってくれると、他の臣に説明もいらないわね。

			　ここの隣の部屋に控えている、重臣たちの顔を見たいものだわ。

			「……ふう、我も年を取ったかな。お前のような奴を、ここで殺さないのは、なあロワール」

			「は？　ロ、ロシュール王!?」

			　私が目を開けたときには、お父様が、お気に入りの剣を振るったあとでした。

			　ボトリと、絨じゆう毯たんにロワールの腕が落ちます。

			「うぎゃぁぁっぁぁああ!!　な、なんで!?」

			「わざわざお前に説明してやる義理はない。さっさと連れて行け!!　死なぬ程度に治療はしてやれ」

			「はっ!!」

			　そうして、ロワールはあっさり連れて行かれた。

			「私の出番はありませんでしたね」

			　私はそう言って体を起こします。

			「心配するな、むしろ、この次が大本命だろう」

			　お父様がそう声をかけた瞬間、また扉が開かれます。

			　そこには、先ほどの兵士が焦あせった顔を浮かべていました。

			「も、申し上げます!!　セラリア様が説得した軍の中に、ロワールの手の者がいたもよう!!」

			「ふむ、当然じゃな。なにをそんなに焦あせっておる？」

			「そ、それが、行軍中にセラリア様、エルジュ様に対して剣を抜き、セラリア様はことなきを得ましたが……」

			「……まさか!?」

			「エ、エルジュ様は剣で貫かれ……亡くなられました!!」

			　さあ、例の事件が周りに知れ渡りましたね。ここから、最後の仕上げですね。

		

	
		
			第18掘：我が策成れり

			　

			　Ｓｉｄｅ：ルルア

			　私は今、王都で彼女たちの到着を待っています。

			　私たちは、ここで初めて顔合わせをする予定なのです。

			　そして、彼女が王都へとたどり着く……誰かの遺体を抱えたまま。

			「セラリア様!!」

			「っつ!!　ルルア!!　よかった!!　早くエルジュを診てあげて!!」

			　そう言って、セラリア様が予定通りに、偽物のエルジュ様をこちらに寄越そうとする。

			「セラリア様、お待ちください!!　彼女は今回の原因ともいえるリテア聖国の聖女です!!　迂う闊かつに近づいてはっ……!!」

			「彼女は私とエルジュの友人だ!!　そして、もう私たちではエルジュに手の施ほどこしようがない!!」

			「……っ!!」

			　クアルさんは悔しそうな顔をして、こちらを睨にらみ付ける。当然の行動だと私でも思う。

			　そして……苦虫を噛み潰した顔で、必死に頭を下げる。

			「……どうか、どうか!!　エルジュ様を!!」

			　絞しぼり出すような声だ。しかし、私はその期待には応えられない。

			　エルジュ王女様は、公の場で亡くならなければならないのだから。

			　しかし、私はなにもしないというわけではない。このままエルジュ様を見殺しにしては、この場で私の首が飛びかねない。

			「……全力で行きます!!　エクストラヒール!!」

			　血に濡れるエルジュ王女様を中心に、癒いやしの光が広がる。

			「な、なんという!!　これがリテアの聖女の力!?」

			　クアルさんが驚きの声を上げている。当然だ、わざと、ヒールの範囲をできるだけ広げているのだ、つまり……。

			「おおお!!　体の痛みが引いていく!!」

			「ああっ!!　子供の熱が下がったわ!!」

			「腰が悪かったのが、今は痛くないぞ!?」

			　軍の内部だけではなく、王都の町の人たちもヒールの範囲に入る。

			「っルルア!?　力を抑えなさい!!　このままではあなたも危険よ!!」

			　あたりの様子に気が付いたフリをするセラリア様は、そうやって私を制止しようとする。

			「い、いいえ!!　エルジュ様は私にとっては……妹みたいなものです!!　決してっ、見捨ては……!!」

			　そう言って、力を振り絞しぼり、ありったけの魔力で広範囲にヒールをかけ続けて……。

			「あっ」

			　意識が途切れた。

			　

			　Ｓｉｄｅ：ロシュール６世

			　まったく、偽物とはいえ、娘の遺体を見ることになるとはな……。

			　これは、演技で涙を流す必要もないか。もう我は、涙で顔がボロボロであった。

			「王よ!!　この度の件、ロワールの口から出た通り、リテア聖国の仕業です!!　エルジュ様は、あの国の国策のために生いけ贄にえにされたのです!!」

			「そうです!!　ガルツ国に此こ度たびのことを伝えて、ともにリテア聖国を……いやリテアを討つべきです!!」

			「バカを言うな!!　ガルツ国はこれ幸いと、リテアと組んで我が国に攻め上がってくるに違いない!!　迂う闊かつなことを申すな!!」

			「正義は我らにある!!　エルジュ様に如何様な罪があったというのだ!!　ただ民を救っていただけではないか!!　それを国策の贄いけにえにされて黙っているわけにはいかん!!」

			「落ち着け!!　それではなにも解決にならんのだ!!　下手をすれば我が国……エルジュ様が救いたいと申していた民に、被害が長期にわたって及ぶ!!　それをわかっておるのか!!」

			「では、どうするというのだ!!　このまま、リテア聖国のことは知らなかったことにでもするというのか!!　ふざけるな!!」

			　茫ぼう然ぜん自じ失しつの演技をする我の前で、会議は大荒れの様相だ。

			　当然だ、今回の件、リテア聖国が暗躍していたことが重臣たちに知れたのだ。

			　今後の対応次第で、戦争がさらに拡大していく。

			　今回の件は、リテア聖国としては戦争という手段に持ち込みたくなかったから、暗殺などという方法を取ったのだ。

			　つまり、向こうも、戦争に手を割ける状態ではないということ。こちらから手を出さなければ、静観を決め込んでくるだろう。

			　正直な話、我としてはエルジュは無事なのだから、穏便に済ませたい。だが、エルジュが死んだと思っている大臣たちのほとんどは、「リテア聖国に攻め込むべし」と主張している。

			　これを我の一声で制止しては後々、今回のように、内部から崩れかねない。

			　だからもう一手いるのだ。決定的な一手が。

			「お父様、会議中失礼いたします」

			　その最後の一手が現れた。

			「セラリア様……」

			「セラリア王女様……」

			　大臣たちの声が小さくなっていく、当然だろう。この中で一番エルジュの死を嘆いているのは誰かと問われれば、国中がセラリアと答えるであろう。

			　そのセラリアが、泣きはらした顔を繕つくろいもしないで、この会議の場に現れたのだ。

			「彼女のお話を聞いていただけますか？」

			　そう言って、彼女の後ろからリテアの聖女が姿を現す。

			「き、貴様！　よくもぬけぬけとこの場に姿を現せたな!!」

			「セ、セラリア様、なぜ!!　このような、エルジュ様の仇かたきというべき相手を!!」

			「皆の者、落ち着け。このリテアの聖女、ルルア殿はエルジュとよき仲であった。そして、この度も自分の危険も顧かえりみず、エルジュを救うため、余波で周りの者の傷を治すほどの大魔術を使ったと聞く。今この場で、彼女を疑う術など我は持たぬ」

			　我がそう言うと、大臣たちは肩を落とした。ルルア殿の、あの広範囲ヒールに大臣たちも入っていたのだ。

			「今の状況を知ってこの場にきたのだ、余程のことなのだろう。皆、ルルア殿の話を聞いてはくれまいか？」

			「王がそうおっしゃるのなら……」

			「……わかりました」

			　そして、ルルア殿に目配せする。

			　まったく、なんという茶番。しかし、これをなさなければ余計に被害が広がる。

			　リテア聖国に責任があるのだが、面と向かって、リテア聖国が原因で今回の争いが起きた、などとは口が裂けても言えない。

			　ならばどうするのか？　ダンジョンマスターはこうのたまった。

			『責任は、押し付けていいところに押し付ければよくね？　例えば魔王とか？』

			　

			「……この度の争乱。すべて魔王が仕組んだものなのです」

			「なっ、そんなふざけた言い訳が通用すると思うのか!!」

			「そうだ!!　貴様、言うにことを欠いて!!　恥を知れ!!」

			　ルルア殿に罵ば声せいが飛ぶ、しかしそこで救いの手が入る。

			「おやめなさい!!　大臣たちの言う通り、リテア聖国の陰いん謀ぼうというのであれば、なぜ聖女であるルルアが単独でこの場にきているのか!!」

			「そ、それは……」

			「ルルアは、今回、エルジュに新しい術を教授するために、お忍びでくる予定だったのだ!!　リテア聖国が策を組んでいるというのであれば、聖女をこの場に送るわけないでしょう!!」

			「た、確かに……ルルア殿が、今この場にいる利点は全くありませんな……」

			「お父様、聞いての通りです。今回、ルルアがこなければ、リテア・ロシュール・ガルツの３国で、国力の果てしない削り合いが始まっていたはずです。私は、ここにいるリテアの聖女を……いや、友、ルルアを信じます!!」

			　セラリアは、しっかりとした瞳ひとみで我を見つめてくる。

			　……もうちょっと、泣き顔を続けたほうがいいと思うぞ、勇ましさが前に出すぎじゃ。

			「よいのか？　ルルア殿が本当のことを言っているとは限らん、その場しのぎの嘘をついているやもしれぬ」

			「ルルアは、エルジュの死を嘆き、涙を流しておりました。……そんな彼女が、演技で私をだましていたとするならば、そのときは、私がルルアの首を刎はねましょう」

			　しばらく、会議室には痛いほどの沈ちん黙もくが続く。

			「……ふむ、我はセラリアとルルア殿の話を信じようと思う。今は亡きエルジュのためにも、多くの民を救うためにもな……」

			「……私も異存はありませぬ」

			　１人の大臣が賛成を示すと、他の大臣もポツポツと賛成の声を上げ、最終的に全員が賛成してくれた。

			　ここに、ほぼ計画は成った。

			「あとはガルツ国との関係ですな」

			「この度の件は、魔王に嵌はめられたとはいえ、ロワール主導でガルツ国に進撃したのが原因じゃ。だから…………」

			　あとは、ガルツ国に対する停戦と賠ばい償しようの話に議題は移っていく。

			　しかし、ルルア殿がきたのを、こうまで見事に利用するとはな。会議も彼のほぼ予想通りに進んだ。これでロシュールは、無駄に戦争をしなくて済む。

			　国を治める者として、戦争とは最終手段なのだ。エルジュが表に出られなくなったが、本来死ぬはずだったのだ。僥ぎよう倖こうと見るべきだろう。

			　今回の件で一番被害を被ったのは、なにもしていない魔王であろうな。

			　なにせ、なにもしていないのに強国３つがいきなり手を組むのだ。

			　この度の話がまとまれば、リテア聖国は喜んで同盟に参加してくるだろう。

			　ガルツ国はどうなるかわからないが、こっちも参加の方向になるだろう。

			　魔王を倒すために手を組みましょう、と言っているのを蹴けるのは、魔王に与くみしていると言っているようなもの。

			　これからは、しばらく内政に力を入れることになるだろうが……。

			「あのダンジョンマスター、これからどう動くつもりだ？」

			　ダンジョンの方針は聞いているが、どこに向かうかは、我にはまったく想像できなかった。

		

	
		
			第19掘：原因とこれから

			　

			　Ｓｉｄｅ：エルジュ・ラウ・ロシュール

			「この書類は、と。で、こっちのほうは、アレと混ぜてやるんだっけ？」

			　ユキさんは、お父様たちの報告を聞いたあと、ダンジョンの改装を始めました。

			　セラリア姉様は、私の偽物と王都に出向いてしまったし、ここにいるのは、私とオリエルとユキさんだけである。

			「あの、ユキさん。なぜ魔王に責任を押し付けたりしたんですか？　私の死を偽装する必要だって……」

			「エルジュ様それは……」

			　オリエルが私を制止しようと出てくるが、ユキさんはなんでもないように、作業をしながら答えてくれます。

			「わかってると思うが、今、別の矛ほこ先さきがなければ、ロシュールは、ガルツとリテアの２方面から攻められるだろうな。国民感情は、どう考えても、エルジュの弔とむらい合戦って方向だろうしな。エルジュの死を公の場所で演出したのは、リテア聖国を完全に信用させるためだ。都合のいいことに、ルルアがエルジュの死亡立会人になったしな」

			　理屈はわかっています。しかし、それは人が行ってよいものなのでしょうか？　私の中ではそんな感情が蠢うごめきます。

			「うーん、気に入らないなら、王様たちに献けん策さくすればいい。俺のよりも犠牲が少なく、かつみんなにとって利益になるのであれば、喜んで受け入れてもらえるだろう」

			「……っ!!」

			「感情的に嫌だって言うのであれば、そうだな……奇跡が起こることを祈って、リテア聖国に抗議しに行くといい。向こうが、自分たちが悪かったと、頭を下げる奇跡を祈ってな。そんなことができるぐらいなら、暗殺なんぞやってないだろうがな」

			　彼の言う通りです、でもでも……!!

			「じゃあ、魔王は今回の件には関係ないのです!!　別に魔王でなくても……」

			「ふむ、じゃ残る強国の１つルーメルか、他愛もない小国にでも責任押し付けるか？」

			「人族同士で、なぜ争わねばならないのですか!?」

			「いや、魔王がダメって言ったからじゃん」

			　ユキさんは飄ひよう々ひようと、私を見もしないで、見たこともない綺き麗れいな紙になにやら書き留めています。

			「で、ではなんで、魔王に責任を押し付けようと思ったのですか!!」

			「そりゃ、実際、実害が出てるってセラリア、アーリア、それにエルジュ、君からも聞いたからな。それが本当かどうかは、今の俺に知る方法はないが、それが事実であれば、今回の件は、ちょうどいい同盟理由になるだろうよ」

			「しかし、今回の件に魔王は……!!」

			「関係ないね。だけど魔王は、今回の件があっさり納得される程度の悪行はしている。ならば背負ってもらおうじゃないか、それで幾百、幾千、幾万の人命を救えるなら」

			　私は、なにも言えなくなる。

			「すまないな、君の気持ちはわかるんだが、それで憤いきどおるのは理解できないんだよ。俺は」

			「……なぜです!!　たくさんの命が失われたのです!!　正当にリテア聖国を糾きゆう弾だんして謝罪を……」

			「……違うだろ？　お前が原因だろ。聖女って名前に浮かれて、周りに止められたのにヒョイヒョイ飛び回って、利用される状況を作った。理解しているか？」

			「え？」

			　視界がいきなり揺らぎました……私が原因？

			「ユキ!!　なんということを言うのだ!!　エルジュ様は民に救いを与えようとして!!」

			「それで、今回の争乱につながりましたってか？　よかったじゃねえか。どうだ？　聖女様が救った命と、それで起きた争乱での犠牲。どっちが多いかね？」

			「それ……は」

			「エルジュの気持ちはわかるがな、現在の結果に駄々をこねるな。悲劇のヒロインを気取るな。誰も言わないだろうから俺が言ってやる。お前が今回の争乱の原因だ」

			　目の前が真っ暗になります。いえ、見えているのですが、見えていないと申しましょうか……。

			「ルルアも、お前が聖女を名乗らなければ、リテアの聖女でいられただろう。リテア聖国の国民が騒ぐこともなかったろう」

			「や、めて」

			「ロワール大臣も変な野心を抱かず、小悪党だったろう。モーブたちも幸せに……家族や仲間といられただろう」

			「いや」

			「王もアーリア、セラリアも暗殺されずにすんだろうな」

			「いやぁっぁぁぁああああああ!!」

			「エルジュ様、落ち着いてください!!　ユキ、なぜこのようなことをする!!　約束したではないかエルジュ様を守ると!!」

			　ユキさんは、淡々と作業を続けています……一体どういう神経をしているのでしょうか。

			　私は彼を直視できません。

			「いや、俺は質問に答えただけなんだがな」

			「ふ、ふざけるな!!　エルジュ様をこんなに追い詰めて!!」

			「勝手に自分で追い詰められてるだけだがな。オリエルも楽だよな、そうやってエルジュを肯定し続けて、全部エルジュに責任負わせるだけだもんな」

			「なんだと!?　どこが!!」

			「そうだろう？　お前がもっとしっかり周りを固めていれば、情報を揃えていれば、こんなことにはならなかった。違うか？」

			「……」

			　ユキさんの言葉が重く、とても重く体に浸透していきます。

			「どうすれば、よかったんですか……未来なんてわからない。私は、聖女であることが、みんなのために、私にできる最大限のことだと思ったんです」

			「だろうな、未来なんてわからないよな。だから必死にできることをする」

			「……」

			「なら、なんでエルジュは今蹲うずくまってる？　原因はエルジュにあったとして、誰も責めちゃいない。むしろ君がかわいそうだと、国民は言っている」

			「……なにが言いたいのですか？」

			「確かに、エルジュが聖女を名乗ったせいで出た被害も大きいだろう。だが、聖女を名乗ったことで救われた命もあるんだよな？　その助かった命は間違いなのか？」

			「……そんなわけありません」

			「わかってるじゃないか。なら今後も救っていけ。全力で、自分のできる限りな。君を聖女だと信じた人のために、救った命が間違いじゃないと言うために」

			「……」

			「偽善だと思うか？　でもな、今、歩くのをやめるほうがダメなんだよ。わかるだろう？」

			「……はい、ですが納得もできません」

			「それでいいんじゃね？　自殺することを選ぶ奴だっているしな、まだマシなほうだろうよ、エルジュは」

			　しばらく沈ちん黙もくが続きます。オリエルが私を見て一息つきます。

			「ユキ、もっといい諭さとし方があったのでは？　そんな回りくどい、クサいセリフを言わずとも」

			「このセリフが回りくどい、クサいと思う時点でダメなんだがな。生きることに綺き麗れいも汚いもない、と俺は思ってるがな。なにも感じていない奴に、同じ言葉をかけても意味はない。それを聞く状況が揃ってこそ、ってやつだ。ここでエルジュに、『はい!!　わかりました!!』なんて言われても、それはそれで、なにも考えてねーなってなるわ」

			　ユキさんはそう言うとペンを置いて、隣に置いてあるコップに手を出します。

			「でだ、エルジュ。ちょうどいいことに、心構えもある程度できただろう。王様たちがしている国策はわかっただろう？」

			「ええ、これが今、一番多くの命を救えるのですね」

			「……まだ少し勘違いしているが、まあいいだろう。でだ、この一件で一番割を食うのは、誰だと思う？」

			「魔王では？」

			「もう少し考えろ。国としては、魔王ということで太鼓判を押してやる。でも、本当の意味で、今回の争乱で一番割を食ったのは、その地で生きる人だよ」

			「……っつ。はい、その通りです」

			「どれだけの人が、まともな生活を維持できるだろうな？　どれだけの人が奴ど隷れいに堕ちてると思う？」

			「きっと大勢いるでしょう……それで、私にどうしろと？　私は今や死んだ身。もうなにもできることはありません」

			「考えろ！　思考停止をするな！　俺はこれからダンジョンに、なにを作ろうとしているでしょうか？」

			「村や町を……まさか!!」

			「ちょうどよく、多くの奴ど隷れいが市場に出てるだろうな……、俺は王様を強請ゆすって、奴ど隷れいたちをある程度買い集めるつもりだ。向こうも、ダンジョンに人手は割きたくないだろうからな」

			「強制的に働かせるつもりですか!!」

			「……マジでよく考えろ。だれが後々、禍か根こんを残すような運営するか。その奴ど隷れいたちを指定保護したり、奴ど隷れいから解放したりして、ここで自由に暮らせるようにしたらどうなる？」

			「それは、奴ど隷れいから解放されて虐しいたげられないのであれば、幸せではないでしょうか？」

			「ま、どこまで好評価を得られるかわからないが、やってみる価値はあるだろう。今後、その噂を聞いて、流民や奴ど隷れい商人が直接、売りに来たりな」

			　ユキさんは、そこで言葉を切って私を見つめました。

			「ダンジョン内に作る村か町か知らんが、それの運営をエルジュに一部、委任する。今までの苦い経験をいかして、しっかり親父さんの苦労を味わうといい」

			　そう言って、ユキさんは先ほど書いていた紙を渡してきました。

			　それには「ダンジョン移民計画書」と書いてありました。

		

	
		
			第20掘：モーブ……アウト!!

			　

			　ダンジョンに、久々の新入りが入ってくる。

			　最近忙しかったからなー。ようやく俺も、ダンジョン運営に着手できるというわけだ。

			　今までが、もう中盤とか、チュートリアルなしの無理ゲーだったとかではない。

			　ようやく、ある程度データが揃いましたので、ようやくダンジョンの開店営業準備ができる、というわけでございます。

			　スタート地点に立ったのだ。

			　俺的に、今回のダンジョン運営の話はこう聞こえたね。

			「紛争地帯にコンビニ出すから、見積もりよろしく!!」ってな感じ。

			　だから情報を集めましたとも。運よく、王族とか腕のいい冒険者と知り合って、なんとか運営許可を国に取れた感じですよ。

			　と、話がそれたな。新人というのは、モーブたちに頼んでいた奴ど隷れいたちである。

			　主に、いや、若い女性しかいない。俺がそう指示したしな。

			　ハーレムひゃっほい!!　って狙いも少なからずあるが、それよりも、俺の手駒が欲しいわけだ。

			　いろいろ理由もあるが、実際はおっぱい!!　おっぱい!!

			　っと、冷静にならねば。

			　ネタぐらいしないと、やってられないからな、シリアスは。

			　いくら美人でも、王女様とか、ドリル王女様とか、どこかの国代表聖女様とかはマジ勘かん弁べん。今後のことを考えると、もう妄想もできませんわ。

			　さて、俺の妄想はいいとして。モーブたちには生いけ贄にえになってもらう。

			「さて、モーブたちが、先んじて奴ど隷れいを購入してまいりました。これより、モーブたちの女性趣味について、考察と非難をしていこうと思います」

			「おい、まて!!　非難って言ってるじゃねえか!!　決定かよ!!」

			「まあまあ、外に出られない俺の勝手な恨みだから、気にするな」

			「気にするわ!!」

			「ま、いい加減話を進めよう。とりあえずモーブから紹介してくれ」

			　こっちで勝手にいじって、勝手にぶった切る。まあ、文句はあるだろうが、俺の境きよう遇ぐうに免じて我慢しろ。

			「わかったよ。とりあえず全体的なことを言っておく。見ての通りだが、購入したのは９人だな。悪いが全種族とまではいかなかった。極端に値が張る種族や、珍しい種族もあるんでな」

			「まあ、そりゃあるだろうな。１人につき３人って感じか？」

			「おう。お前から『趣味を見る』って言われたから、俺１人で選ぶのはやめといた」

			「そういえば、奴ど隷れいの契約内容とかは問題ないんだな？」

			「おう、それは大丈夫だ。まあ、結局こっちで指定保護するなら意味はないが、一応は俺たち３人の奴ど隷れいって扱いになってる」

			「そうか。そういえば、手元に置いときたい娘っていないのか？」

			「いや、俺たちは３人で安定してるからな。下手に素人しろうとを交ぜても、バランスが悪くなる」

			「そうか。じゃ、自己紹介から始めるかな」

			　そう言って、俺は９人の奴ど隷れいの女の子たちの前に立つ。全員がビクビクしている。

			　やっぱり、今まであんまりいい扱いは受けていないんだろうな。

			「さて、モーブたちからどの程度、話を聞いているかは知らないが……俺の名前はユキ。君たちの雇い主ということになる」

			　そう言うと、長耳の子が反応して質問をしてきた。

			「……失礼ですが、私たちを奴ど隷れいとして扱うのではないのですか？　雇うとは、なんといいますか……」

			　エルフってやつかね？　スタイルは、定番を無視していますね。ボンキュボンです。

			「ああ、奴ど隷れいとして扱うわけじゃない。ちょっとこれからやりたいことがあってね。君たちに協力してもらいたいんだ」

			「……協力ですか？　私たちを奴ど隷れいとして扱ったほうが、よろしいのでは？」

			「ふふふ……、まあ隠すこともないか。君たちは、これから奴ど隷れいであるよりも辛い時を過ごすかもしれない」

			　そう言うと、全員が顔を歪ゆがめる。

			「おいおい、そんなに脅おどかすことはねえだろう。可哀想かわいそうじゃねえか」

			「モーブさん、落ち着いて。あれは、ユキなりの配慮ですよ。彼女たちは、これからここを運営して、守っていかねばならないのですから」

			　カースが俺のフォローをしてくれる。

			「ここの運営？　どういうことですか？」

			　さっきのエルフの少女が、そう言って首を傾げている。

			「まあ、簡単な話だ。このダンジョンは、今となっては故人であるが、エルジュ様がダンジョンコアの制御に成功してできたものでな。このダンジョンに村や町を作ろうという話が挙がっている。今の所有権は、姉のセラリア様にあるがな」

			「……私たちは実験台ということで、連れてこられたのですね」

			　なかなかに聡さとい子のようだ。教育すればかなり伸びるかもしれない。

			「いや、安全は保障されている。ここで行いたいのは、別のことだ」

			「別とは？」

			「実験ではないのなら、なぜ君たちが呼ばれたと思う？　簡単だ。エルジュ様の願いを叶えるため……戦争で家や家族を亡くした人々が、安心して暮らせる場所を……という」

			「エルジュ様が……」

			「ここでは、奴ど隷れいを集めて解放し、安全な場所を作ろうという計画が練られている。そこでまず、必要なのは人手だ。だからと言って、下手に変な人間を上に据えるわけにはいかない。元奴ど隷れいの人々が主体となってくれ、というのがエルジュ様の願いだ」

			　エルジュ様々である。おかげで、俺の存在は全く知られなくて済む。

			　世の中で一番安全なのは、知られないことだ。そうすれば誰にも目を付けられることはない。

			　俺は、ダンジョンマスターとしてのんびりできる、という寸法である。

			「しかし、私は……いえ、ここのみんなは村や町を作った経験など……」

			　そう言って、彼女は周りのみんなを見る。残りの８人は同意するように顔を横に振る。

			「そこは心配するな。そのためのサポート役として、俺やモーブたちがいる。まず君たちに、ここに村や町を作る上でなにが必要か、及び、多種族における文化の違いを教えてほしい。これからここには、数多あまたの種族が集まる予定だ。なるべく最初に問題点を洗い出したいんでな。協力をお願いしたい」

			「……成果が出せなければ、追い出されるのでしょうか？」

			「それはないな。だが運営に関わる内容を、ある程度、見たり聞いたりするだろうから、公言されると困る内容については、口止めすることになると思う」

			「当然ですね。わかりました。はあなたに、エルジュ様のご遺志に協力をしたいと思います。ここが、悲劇に見舞われた人たちの受け皿になるのでしたら」

			　彼女がそう言うと、みんな頷いてくれた。まあ、すんなりいってよかったよ。

			「まあ、そんなわけだ。協力をしてくれるなら、自己紹介をしてくれないか？　君たちをなんと呼んでいいかわからないと、不便だしね」

			「あ、はい。失礼をいたしました。では、モーブ様に見初められた私たち３人から、ということで……」

			「モーブ……アウト!!」

			「なにがアウトだよ!!」

			　モーブ様に見初められた？　聞き捨てなりませんよ。いじるネタとしては十分である。

			「ち、ここでいじっても話が進まん。自己紹介をしてもらおう」

			「は、はあ？　わかりました。では、私から……」

			「私はエリス。見ての通りエルフです。魔法は少々使えますが、戦闘経験などはありません。多少の算術はできます。これからよろしくお願いします」

			　エリスか。今はステータスは詳しく見ても仕方ないので、簡単に。レベルは10。結構高いのか？　一般人の平均レベルがよくわからん、18歳男の平均はレベル５だそうだがな。

			　リーダーとしての資質はあるのだろう。理性的でもある。今後に期待が持てそうだな。

			　スタイルは、身長が１６０㎝にボンキュボンの金髪美人さん。髪型はロングヘアー。
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			「あ、あの、私はトーリです!!　種族は狼人族です!!　ま、魔法は使えませんが、身体能力にはそれなりに自信があります!!　よろしくお願いします!!」

			　トーリちゃん、レベルはさらに高い21。戦闘民族か!!

			　まあギャグは横において、犬耳っ子ですな。正直、この世界の獣人族って言われる部類が、毛むくじゃらじゃなかったことに感謝しよう。

			　髪は白でショートだな。ところどころ撥はねたりしてるから、クセっ毛かね？

			「私はアスリンです。人族で……学も魔法も運動もできません……料理とか、家事ぐらいです」

			　アスリンちゃん、なんか最後は消え入るような声になったな。いや、その自己紹介は辛いだろうな。

			　ここで１つ注釈を入れよう。９人の中で、どう見ても最年少である。俺は、決してロリを選んでこいとは言っていない。

			　髪はマロン、ショートボブっていうのかね。彼女によく似合っていると思う。

			「３人とも自己紹介ありがとう。エリスは、最初から俺と受け答えをしてくれて感謝している。トーリは元気一杯だな、これからよろしく。アスリンはなにも気に病む必要はないぞ。料理や家事だって、生きていく上で必要なことだ。そして、今は無理でもいろいろ覚えていけばいい」

			「こちらこそ、私のような奴ど隷れいにいろいろ説明をしてくださって、ありがとうございます」

			「はい、よろしくです!!」

			「……私は邪魔じゃない？」

			　アスリンだけは不安げだ。仕方がないので、頭を撫でて落ち着かせる。子供はこれが一番である。

			　いや、近所の餓が鬼きとかは嫌がったけどな。親戚の子は嬉しそうだったんだからね!!

			「でだ、モーブに判定を下す」

			「なんだよ判定って!!」

			「ロリアウト!!　間違いなくロリアウト!!」

			　幼すぎるんだよ!!　いくらなんでも!!　お前には自分の子供と重なったかもしれないが、よく考えろや!!　これじゃ、当分は俺が面倒を見るはめになるじゃねーか。

			　ま、こういう小さい子に英才教育すれば、どれだけ伸びるか見てみたい気もするが、本人が嫌がったら押し付けるわけにもいかないからな……。

			　さて、残りの６人はどうなることやら。

		

	
		
			第21掘：油断した!?

			　

			「さて、モーブがアウトだったのはいいとして、続いてライヤとカース、頼む」

			　ここで、俺の心の安あん寧ねいのために言いたいことがある。

			　この物語の登場人物は、すべて18歳以上です!!

			　いいか、この物語の登場人物はすべて18歳以上です!!

			　だから、どのような結果になっても合法です。

			　いや、そんなことはしねーよ。

			　こんなことを心の中で呟つぶやいてないと、罪の意識に苛さいなまれるわ。

			　子供の奴ど隷れいとか、流石さすがに俺も罪悪感があるわ。

			　だから大人と思っておこう。

			「わかった。じゃ俺からいかせてもらおう。カースすまんな」

			「いえ、別に順番なんて関係ないですしね」

			　そう言って、ライヤと一緒に３人の奴ど隷れいが前に進み出てくる。

			「とりあえず、俺はユキの話を聞いて、警護とか衛兵かな、そんな感じに役に立ちそうな人で固めてきた」

			　ライヤは奴ど隷れいをどのような目的で選んだかを、教えてくれる。モーブとは違って、とてもありがたい人選である。

			　逆に、弄いじり辛いが。

			「はい、僕はリエルです。種族は猫人族です。ライヤさんから言われた通り、ある程度の武器の扱いはできます。ここに村や町を作るなら、お役に立てると思います」

			　リエル、レベルは18。身長は１５０㎝程。ベリーショートの黒と白が混じった髪で、年のころは、高校入りたてって感じ？　もちろん猫耳付きであります。

			　スタイルはスレンダー、モデルでもやれそうだな。

			　……あれ？　今のところブス……いや、なんでこうも、美人さんばかり集まってるんだ？

			　これがこの世界の基準であるなら、地球の基準を作った神とやらに鉄てつ槌ついを食らわせてやりたいね。

			「私はカヤ。種族は狐人族、得意なのは炎魔術。武器は棒術。……よろしく」

			「あわわわ、だめだよ。カヤ、ちゃんと自己紹介しないと、失礼だよ。僕たちのご主人様になる人なんだから。すみません!!　カヤちゃんはいつもこんな感じなんで」

			　そう言って、慌ててフォローに入るリエル。別に、いきなり最初から、敬うやまえ、跪ひざまずけ、なんぞ言うつもりはないがな。

			　カヤちゃんね。見た感じ中学の３年生、身長は１５０㎝後半ぐらいか？

			　狐耳付き、金髪ロング、尻尾しつぽもあり。

			　体型は普通。だけどバランスが取れてるから、見ごたえある。

			　……この個人評価さ、他人に頭の中を見られたら、最低じゃね？

			　あ、レベルは12、魔力は多めだな。なるほど、魔法が使える警備兵って感じでライヤは選んだのか。腕っぷしだけの兵士なんぞ困るからな。

			「あ、あの！　フィーリアといいます!!　種族はドワーフです!!　……えとまだ小さいんで、鍛か冶じとかは見たことしかありません!!　だけど頑張りたいと思います!!」

			　フィーリアちゃん、アスリンといい勝負の小学校低学年レベル。身長は１４０前半？

			　返事はハキハキしてて、元気な子だ。髪型はポニーテールの茶色。

			　その体に違わぬレベル２。天性のものか、「鍛か冶じの巫み女こ」「鍛か冶じの祝福」など、不思議なくらい鍛か冶じにまつわるスキルが付いている。

			　あれ、すごくね。この子？

			　まあ、掘り出しものというのは認めよう。

			　だが、なんでこんなのが交ざってる。どっからどう見ても子供ですよ!!

			　この物語の登場人物は、すべて18歳以上です!!

			「これからよろしく頼むな。リエル、別に警備とか体を動かすことだけが仕事って思うな。自分のやりたいことを探してみるといい。カヤ、君とはこれから仲良くなれるよう、頑張ろうと思う。フィーリアはアスリンにも言ったが、今役に立たないなら、今後頑張ればいいだけだ。一緒に頑張っていこう」

			「はい、頑張ります!!」

			「……わかった」

			「頑張って勉強します!!」

			　今回も最年少のフィーリアの頭を撫でる。いや、アスリンを撫でてこの子を撫でなかったら、差別みたいじゃん？

			　あと、俺がアスリンに手を出すとか考えそうな輩やからにとって、俺は大人としての対応で子供の頭を撫でた、という証拠にもなるわけだ。

			「で、ライヤ。お前の方針はわかったが、フィーリアは当てはまらなくね？」

			「ああ、なんか才能ありそうだったんでな。お前に預ければいろいろ成長できるんじゃないかと思ってな。カースも同じ考えでな。小さい子がいるだろ？　村とか町を作るなら、ちゃんと後継者も考えないといけないからな」

			　なるほど、どこかのロリアウトと違って、ちゃんと今後のことを考えて選んできたらしい。

			「じゃ、最後は俺だな。こっちは文官の方向で集めてみた。１人はライヤさんの言った通り成長を期待して選んできた。と、言うのはいいが、本音は金の問題だな。戦闘用や、学のある奴ど隷れい、なんてのは結構値が張るんでね。そこは許してほしい」

			　カースはそう言って苦笑いをする。流石さすがに９人も連れてくるとは思ってなかったが、やっぱりお金の問題が出てきたか。

			　モーブたちに買い出しに行ってもらう際、ある程度、ＤＰダンジヨンポイントから宝石類などを出したが、所しよ詮せん、でき立てほやほやのダンジョンである。わずかばかりの金額にしかならなかったのだろう。

			「失礼いたします。私はミリーといいます。種族は人族です。モーブさんたちが専属でいた町の冒険者ギルドで、受付をしていました。ある程度の書類処理や、算術はできます」

			　ミリーさんね、大学生って感じの黒髪ショート前髪ぱっつん。身長は１６０㎝ぐらい。

			　レベルは14、スタイルはボンキュボン。

			　流石さすがカースというべきか、文官としては文句なしだろう。

			　しかし、モーブたちの町の人が奴ど隷れいか……。

			　俺の微妙な顔を見て、ミリーさんが察したのだろう。

			「私だけ、カースさんに購入いただいて助かった、という後ろめたい気持ちはあります。ですが、ここで頑張れば、みんなが助かるかもしれないんですよね？　なら、大丈夫です。ここで働かせてください」

			　その顔に憂うれいはない、ならしっかり頑張ってくれるだろう。

			「どうも～、私はラッツ。種族は兎人族で、商人やってました。今回のゴタゴタで奴ど隷れいになってしまったんですけど……お兄さんの下なら、ちゃんと人扱いしてくれそうで助かりましたよ」

			　ラッツは高校生ぐらいかな？　身長は高くて１７０㎝はありそうだ。

			　ウェーブのかかったロングのピンク……ピンク!!　なんで違和感なく髪の色って認識できるんだ!?

			　あれ、ルルアも青だっけ!?

			　と、とりあえず。レベルは16、この世界の平均レベルがよくわからなくなってきた。

			　もちろんウサミミ付き!!　スタイルは、バランスの取れたタイプ。

			「一応、商人だけど、自分の足で売って回ってましたから。腕っぷしもあるんですよ。どっちでも役に立てると思います」

			　なるほど、それならレベルがそれなりにあるのは理解できる。

			　そして、最後の子なんだが……。

			「私はラビリス。種族は……サキュバス族。できることは……特にないわ」

			　ラビリス、小学校低学年サイズ。身長は１４０あるかどうか。

			　ツインテールの紫色の髪。……トンデモカラーなのに違和感ない。

			　体型が問題だ。この奴ど隷れいたち、なんかかなり薄着でここまできたみたい。

			　この世界の奴ど隷れいの扱いを詳しく聞いてなかったが、９人ともこんな感じだからそうなんだろう。

			　で、ラビリスの体型のなにが問題かというと、胸がでかい。薄着で袖そでがないから、中が本物であるとわかるのだ。

			　どれくらいのデカさかというと、胸だけ見れば、ボンキュボンのメンバー、エリス、ミリーの次に大きい。

			　身長とのバランスでいったら、ダントツの大きさではないだろうか？

			　恐るべし、サキュバス族？　この子は特別なのだろうか？

			　まあ、大人で紳士な俺には関係のないことである。

			　でだ、ここで少し油断してしまった。この子のレベルや、スキルを、胸のせいで流してしまった。

			「３人ともよろしくな。ミリー、君の知り合いを救えるよう頑張っていこう。ラッツ、商人としての知識を期待してる。ラビリスは、アスリンやフィーリアと一緒に頑張ろうな」

			「はい!!」

			「あいよ～、まかせて」

			「……？」

			　ラビリスも差別なく撫でる。俺は決してロリコンではない。

			　俺の鋼の意思は決して挫くじけない。

			　そして、ラビリスが口を開いた。

			「……あなたはドッペルゲンガー？　……ユキじゃないよね？　本物はどこ？」

			　……実は、今の俺はＤＰダンジヨンポイントで生成した最高再現度、影武者ドッペルゲンガーを用いた遠隔操作なのだ。

			　エルジュの偽物も、このドッペルゲンガーを用いたものだ。詳しい説明はあとにしよう、問題は……。

			「……私は真実を見る目というスキルを持ってる。ダンジョンマスターの眷けん属ぞく？　よくわからないけど、ユキとちゃんと話がしたい。……呼んできて」

			　俺の正体が、９人の奴ど隷れいの前であっさり暴露されてしまった。

			　まあ、９人全員が信じるかどうかはわからないが。

			　この世界の子供は油断ならない。

			　決して、おっぱいに敗北したわけではない。そこロリアウトとか言うなよ!!

		

	
		
			第22掘：お風呂は日本が誇ほこる文化である

			　

			「え、今ダンジョンマスターって言いましたか？」

			　ミリーが顔をひくつかせて俺を見つめている。

			　それと同時に、ラビリスにも変な視線を向けている。

			「鑑定系スキルの持ち主!?」

			　エリスも驚いたような声を上げた。

			「……っ!?」

			　ラビリスが首を竦すくめる。よく見ると、体中に痣あざがある。なにか関係あるのだろうか？

			「と、ちょっと待ってくれ。俺がダンジョンマスターってのは、今、害になるようなことはないから、後で説明する。で、鑑定系のスキルってなにかまずいのか？」

			　そう言ってカースを見る。カースも驚いていたのか、俺が声をかけるまでラビリスを見つめていた。

			「ああ、すまない。ユキは知らなくて当然だな。鑑定系のスキルは文字通り、鑑定してその人のステータスなどを覗けるんだ。優れた者は、相手の言葉の嘘も見抜ける。しかし、問題がある。それは持ち主が本当のことを言ってるか、ってことだ」

			「なるほど、本当にスキルを持ってるか、という話になるんだな？」

			「ああ、仲間内で共きよう謀ぼうしたりして、でっちあげることもできる。そして、ラビリスのように本物だとしても問題がある」

			「ラビリスが邪魔になる……か？」

			「そうだ、本当に真実を見られるなら価値は計り知れないが、邪魔にもなるんだ。なにせ、ステータスをすべて見られるからな、隠し事もなにもあったもんじゃない。冒険者ギルドや町では、水晶判定というのがあるのだが、こっちは職業とレベルまでだ。これ以上、ステータスを見れるアイテムは存在しないし、作らない」

			「しかし、それだけでも住民全員の職業やレベルがわかるんだよな」

			「それだけでいいと、今までの各国の王や統治者は考えていた。これ以上の開示はいろいろと問題がある。だから、ラビリスのようなスキルの持ち主は、盗み見をしたなどと、無下に扱われるケースのほうが多い。今まで無事だったのが珍しいぐらいだな」

			　しかしなんで、ラビリスは今ここでそのことを明かしたのか？　下手に話せばその場で殺されかねない内容だ。

			　そんなふうに疑問に思ってラビリスを見つめていると。俺の考えていることがわかったように……。

			「…………この人たちは私に優しくしてくれた。……特にアスリンは私のスキルを知っても、怖がらなかった。……私は、自分の友達はなんとしても守るわ」

			「ラビリスちゃん!!　あ、あのごめんなさい!!　ラビリスちゃんをぶたないで!!　苛めないで!!」

			　大人しかったアスリンが飛び出して、ラビリスを庇かばうように抱きしめる。

			　アスリンは結構、芯の強い子みたいだな。

			「俺としてはなんとも思うところはないがな。他のみんなはどうだ？」

			　そうやって辺りを見回す。

			「俺たち３人は特に文句はねーよ。逆に感心したぐらいだ。いい女になるぜ、ラビリスは」

			　そう言って笑う。ロリアウト。

			「失礼しました。ラビリスとは、ここまで道中仲良くやってきました。今更こんなことで彼女を害することなどありません」

			　エリスは最初の言葉を取り消すように、ラビリスを肯定する。

			「私としましては、いろいろと今後、役に立ちそうな子だと思いますよ。もちろんラビリスはいい子だと知っています」

			「へ～、ラビリスって鑑定系スキル持ちだったんですね。どう？　私と一緒に商売したら儲かるよ？」

			　ミリーとラッツも好意的に話している。

			「私は特に問題ありません!!　ラビリスちゃんは可愛かわいいと思います!!」

			「僕もラビリスは大丈夫です!!　僕が保証します!!」

			「……ラビリスは、悪い子じゃないわ」

			　トーリにリエル、カヤもラビリスは大好きだと言っている。

			「えと、鑑定スキルがあると、ラビリスちゃんが悪い子になるんですか？　よくわからないです、お友達ですよ？」

			　フィーリアはよくわかっていないようだが、ある意味、一番純粋な答えだろう。

			「…………私のことは好きにしてもいいから、みんなには手を出さないで……お願いするわ」

			「ラビリスちゃん!!」

			　なるほど、ラビリスは俺の意図が知れないから、皆を守ってるのか。

			　よくできた子だ。しかし、どうやってラビリスを説得するかね。

			「……なら好きにさせてもらうか」

			「っ!?　やめてください!!　お願いします!!」

			　アスリンが俺の足にしがみ付く。

			　でも、そんなのはなんの妨げにもならない。

			　ラビリスの体が光に包まれる。

			「ラビリスちゃん!!」

			「……アスリン」

			　どこの感動物語ですか？　俺は悪役ですか？

			　ロリコンちゃうねんよ。

			「よし、これで痣あざとか体の傷は消えただろう」

			　俺は回復魔術、高レベルのエクストラヒールをかけた。

			「……え？」

			「ラビリスちゃん、体中の痣あざが消えてるよ!!　よかったよー!!　うわーん!!」

		

	
		
			[image: p_231.jpg]
		

	
		
			　アスリンがラビリスの胸に顔を埋める。……１つがアスリンの顔サイズぐらいか？　重くね？

			「とまあ、君たちに害意はない。あるならとっくにやってる。それでだ、本物の俺がみんなの前に出られない理由は……それは俺がダンジョンマスターだからだ」

			「……どういうこと？」

			　ラビリスは、アスリンの頭を撫でながら俺に質問をしてくる。

			「ミリーとか、ラッツ。いやダンジョンのことをある程度知ってるなら、わかるんじゃないかな？」

			「そういうことですか……。ラビリス、彼が偽物なのは、私たちが信用できるかを、見極めていたのだと思います」

			　納得がいった顔で、エリスはラビリスに言う。

			「……なぜ？」

			「簡単です。彼が本当にダンジョンマスターなら、彼が死ねば、このダンジョンは死んだも同然になるのです。ダンジョンコアとダンジョンマスターは、つながっていますから」

			　ミリーが説明してくれる。いや、実際は違うんだけどね。今、言うことじゃねえな。

			「なるほどねぇ～、お兄さんも抜け目ないですね～。で、どうです？　私たちは信用できそうですか？」

			　ラッツは感心したようにこちらを見つめている。

			「ああ、信用はできそうだな。だが最後に、その奴ど隷れい契約を解除して指定保護に入ってもらうよ」

			「……指定保護？……それで、ユキは私たちを信用してくれるのね？」

			　ラビリスは確かめるように、こちらを見つめてくる。

			　他のみんなも、俺の言葉を待っているようだ。

			　なので、指定保護の条件、ルール、などを簡単に説明する。

			「はぁ～、それは便利なスキルですね。私もほしいよ。と、話がずれましたね。お兄さんの話が本当ならそのスキルは絶対かけるべきですね。私はお兄さんのこと信じますよ」

			　ラッツはなにも問題ないと同意してくれた。他のみんなも特に問題ないと言ってくれる。

			　……そして最後に。

			「…………わかったわ。私はユキを信用する。だけど約束して。そのスキルをかけたら、ちゃんと私たちの前に出てきて」

			　ラビリスはそう言って、条件を付けた。

			「わかった。じゃ始めるか」

			　そして、指定保護を９人に順番にかけていく。

			　どこかのオリエルのときのように、ミスることはなかった。よかった。

			「本当に……奴ど隷れいの首輪がとれた」

			「……本当なんですね」

			　エリスとミリーは、自分の身に起こったことに、半信半疑のようだ。

			「すごいですねぇ～、お兄さん。こりゃ、いろいろ面白くなりそうですね」

			「ありがとうございます!!　全力でダンジョン村に力を貸します!!」

			「僕も!!」

			「……ありがとう」

			　ラッツ、トーリ、リエル、カヤは、嬉しそうに熱く語ってくれる。

			「よかったねラビリスちゃん!!　首輪がとれたよ!!」

			「よかったです!!」

			「……うん。みんなが嬉しいなら私も嬉しいわ」

			　アスリン、フィーリア、ラビリスは仲良く喜んでいた。

			「よし、それじゃ改めて、初めまして。もうばれちゃったが、ダンジョンマスターのユキだ。これからよろしく頼むよ」

			　そう言って、ドッペルゲンガーを後ろに下げて、本当の俺が進み出る。

			「おー、お兄さん、珍しい服着てますね～。どこの出身ですか？」

			　流石さすが商人をやっていたラッツだ。よく気が付く。

			「ちょっと、待ってください。ユキさんが危険でないのはわかりましたが……どうやって、この人数で村や町を作るのですか？　他に応援がくるのですか？　今日はこのダンジョンの草原で野宿？」

			　エリスはもっともなことを言ってきた。

			「エリスの言う通りだな。まずはそこのところをしっかり説明したいから、ラッツ、服のことは少し待っててくれ」

			「ごめんなさい。まずは今日の寝床が先ですね～」

			　そして俺は【そこ掘れワンワン】を起動して、予定しておいたいくつかの建造物のうち、この人数が生活しやすい建物を作り出す。

			　ＤＰダンジヨンポイントは、この前の騎士団がバカみたいに突っ込んでくれたんで、50万ほど稼げました。あのあと、最終的に４００人前後がダンジョン内でお亡くなりになりました。１人あたり１０００前後でした。ごちそうさまです。

			「ふわ～、本当にすごいですね、お兄さん。これがダンジョンマスターのスキルか～、なるほど、こりゃ人手なんかいらないですね～」

			　ラッツだけが、目の前にいきなり現れた建物に対してコメントを寄せた。

			　あとのメンバーは、目を真ん丸にして驚いていた。

			「とりあえず、入ってくれ。ああ、靴くつは玄関で脱いでくれな。俺の住んでたところは、それがあたり前でな」

			「へ～、珍しいところからきたんですね～……あれ？　ダンジョンマスターって出身地なんてあるんですか？」

			「そこら辺も家に入ってから説明しよう」

			　そうやって皆を促うながして、家の中に入る。

			　ＤＰダンジヨンポイントで作ったのは旅館だ。もちろん露天風呂付きのな。

			　２０００ＤＰダンジヨンポイントと割と高くついたが、日本人的にこれは譲れないものがあるのだ。

			「そうだな、話の前に一旦汗を流すか。こっちについてきてくれ」

			「汗を流す？　井戸ですか？」

			　エリスは、見慣れない和風の廊下をキョロキョロ見回しながら、ついてくる。

			　他のみんなもおおむね同じだ。

			「お風呂ってわかるか？」

			「王族や貴族だけが利用するものですよ？　もしかしてお風呂があるんですか!?」

			　ミリーが驚いたようにこちらを見てくる。

			「ああ、お風呂だが……まあそれよりも上だな。その名も露天風呂!!」

			「ろてんぶろ？　お兄さんがそう言うなら、すごいんですよねぇ～」

			　ラッツは、ワクワクして俺の後ろをついてくる。かなり好奇心は強いようだ。

			「くはー、久々だな。風呂!!　ユキに会ってから初めて入ったが、いいよな!!」

			「ああ、そうだ。ユキ、酒はあるか？　日本酒がいいんだが？」

			「露天風呂ですか、ユキの言う通り、お風呂より上なんでしょうね」

			　モーブたち３人は、俺と知り合って、初めて風呂に入ってそのよさに気付いた人間だ。

			　今では、風呂で酒を飲む。いや、それも風流なんだがな。

			「と、ここだ。モーブたちは男湯な。エリスたちは女湯だ。エリスたちに説明するから、モーブたちは先に入ってろ。浴衣は中にあるからな。酒もわかる場所に置いてある」

			「いやっほー!!　風呂だー!!」

			「わかった。酒はそれなりに飲ませてもらうぞ」

			「ユキの文化は俺にとっても贅ぜい沢たくでな。少しはのんびりさせてもらう」

			　そう言って、３人は男湯の暖簾のれんをくぐっていく。

			「じゃみんな、こっちな。いろいろ説明するからついてきてくれ」

			　こっちも、女性メンバーを連れて女湯に入っていく。

			「ほわ～、とりあえずいろいろすごいけど、どう使っていいのかわかんないや」

			「す、すごいですね」

			「これが、露天風呂……」

			　ラッツ、エリス、ミリーは、もう驚き疲れたような感じで露天風呂を見つめている。

			「風呂を出たあとに着る服は、この籠かごに１人１着ずつ入ってるから使ってくれ。浴衣っていってな。こうやって……」

			　俺はその場で、服を着たまま浴衣を簡単に羽織る。

			「服はそのまま洗濯するから。タオルとかも一緒に入ってるから、小さいタオルを持って風呂に入ってくれ。石せつ鹸けんで体を洗うのに使うから。大きいタオルは風呂から上がったあと、体を拭くような」

			「……石せつ鹸けんまであるの!?」

			　カヤが俺の言葉に驚いている。ああ、そういえばこの世界じゃ石せつ鹸けんすら嗜し好こう品ひんだったな。

			「……シャンプーとかリンスってわかるか？」

			「いや～、ごめんなさいお兄さん。全然わからないです」

			　ラッツは、あはは～と頭をかいて笑っている。なぜか片手にタオルを持って全裸だ。

			　しかしラッツだけではなかった、全員全裸で、こっちに寄ってきていた。

			「おい、俺は男だ。そして君たちは女性だ。そんな全裸でうろつくんじゃない」

			「だってさ～、使い方わかんないですし、お兄さんと一緒に入って教えてもらうほうが、早いでしょ？」

			「問題はそこじゃない。君たちは奴ど隷れいじゃない。そこらへんの人権はある。俺はそういうことをするために、君たちを指定保護したわけじゃない」

			「うんうん、お兄さんの優しさはわかっていますよ～。だけど普通は、あのまま犯されて肉奴ど隷れいとかにされちゃうんですよ。これはお兄さんへのお礼と、お風呂の入り方の説明ってことで、一緒に入りましょう」

			　ラッツがそう言うと、エリスとミリーが俺の両サイドを固めてくる。

			「このまま、無理やり脱がされるのと、自分で脱ぐのどちらがいいですか？」

			「使い方がわからないんです。あきらめてください」

			「わかった……自分で脱ぐから。待ってくれ……」

			　そう言って、俺は観念して彼女たちと一緒に女湯に入るのであった。

			「お兄さんがその気なら、私は別にＯＫですけどね～」

		

	
		
			第23掘：のんびり

			　

			　俺は、なんとか正気を保っている。きっと俺は、悟りの境地への、１歩手前ぐらいにいるのではと思う。

			「…………よろしく。私も使い方、わからないわ」

			「おねがいします」

			「頑張って覚えます!!」

			　アスリンとフィーリアはいい。なにも問題ない。ただのお子様体型である。

			　大人が子供のお風呂に付き添う感じだ。

			　しかし、ラビリスは２つのメロンがついているのだ。

			　落ち着け、俺はロリコ◯ではない。立派な紳士だ。

			「お兄さんには悪いですけど、一番わかっているから、この３人をよろしくたのみますよ～。私たちは、自分のことで精一杯ですから」

			　ラッツはそう言って、３人をこちらに押し付けてくる。

			　他のメンバーも、もちろん裸である。

			　あーもう、あれだな、これは業務としてやったほうが心が楽だ。

			「よし、このまま恥ずかしがっても仕方ない。風邪をひいたら元も子もない」

			　そう言って、股間を隠しているタオルを外す。決して露出狂ではない。

			　あれだ、恥ずかしがって演技すると、見ているほうが恥ずかしいし、みっともないってやつだ。

			　別に後ろめたいことはないし、堂々とすればいいだけだ。

			「うわ～、お兄さん。そうやって、仕事顔するんですね……こっちは弄いじりがいないですよ～。まあ、お兄さんの言う通り、風邪ひいてもあれだし仕方ないか」

			「悪かったな。そういうことは、また今度にしよう。で、まずは、お風呂に入る前に、体を洗うんだ」

			　そう言って、シャワーの蛇口を捻る。

			「凄すごいわね、ここを捻るとお湯、こっちの青いほうを捻ると水がでるのね……」

			　エリスを筆頭に、みんな一緒に並んで蛇口を捻って驚いている。

			「自分に合う適度な温度に調整してくれ、ある程度、全身を洗い流したら、持ってきたタオルに、目の前の石せつ鹸けんをこすりつけて泡立てて、体を洗う。髪は洗うなよ」

			「あら？　髪は石せつ鹸けんで洗うんじゃないのかしら？」

			　ミリーは大きい胸を泡だらけにして、こっちに疑問をぶつけてくる。

			「髪はシャンプーとリンスだな。まずは石せつ鹸けんで体を洗ってくれ。一旦石せつ鹸けんを洗い流したら、シャンプーはこの青いのな、リンスはピンクのやつだ。シャンプーから先に……まあこっちは実演するからちょっと待ってくれ」

			　アスリン、フィーリア、ラビリスは自分で体を洗っている。

			　しかし、まだ子供なのだろう、洗い忘れている場所が多い。

			　あ、そう言えば、頭を先に洗うのがいいんだっけ？

			　明日からそうするように言っておこう。

			「アスリン、耳の後ろもちゃんと洗えよ。こんなふうにな。フィーリアは、ちゃんと足の裏までしっかりとな。ラビリスは……胸が大きいからな、見にくいだろうが胸をしっかりな……」

			　俺、ラビリスに対してセクハラ発言じゃね？

			「ええと、こんな感じですか？」

			「はーい」

			「……手伝って、おっぱい重い、支えて。腕が足りないわ」

			　……これは合法です。いや、お手伝いだから何も問題ない。

			　仕方ないので俺がメロン２つを両手で持ち上げて、その下をラビリスがしっかり洗う。

			　なんだろう、役得なのにいろいろな意味で終わった気がする。

			「おーし、しっかり洗い流せよ」

			　３人がしっかり洗い流すのを確認したあと、周りを見る。

			「お兄さん、こっちもＯＫですよ」

			　ラッツたちは、少し待ってくれてたみたいだ。

			「じゃ、まずはシャンプーからな。シャンプーは、髪専用の石せつ鹸けんだと思ってくれ。それでまず、しっかり髪の汚れを落とす。そのあとにリンスで髪をケアする。ケアって意味は使うとわかると思う」

			「……わかった。やってみる」

			　カヤがそう返事をして髪を洗い始めると、みんなもそれに続く。

			「アスリンたちはちょっと慣れないだろうからな。俺がやろう」

			「お願いします」

			「ありがとうございます」

			「……お願いするわ」

			　そうやって、１人ずつ髪を洗っていく。

			「ふわ～、きもちいいです。いい香りです」

			「変な感じです。でも嬉しいです」

			「……髪がサラサラ……凄すごいわ」

			　３人の感想でした。

			　他のみんなはちなみに……。

			「お兄さん、これ凄すごいですよ!!　売りましょう!!　売れますから!!」

			「へぇ～、凄すごいわね」

			「……凄すごいんだけど、なんかダメになりそうだわ」

			　ラッツ、エリス、ミリーの感想でした。

			　獣人族組は……。

			「はぁー、なんか凄すごいしか言葉が出てきません」

			「僕もこんなの初めてです!!」

			「……髪の毛サラサラ……気持ちいい」

			　トーリ、リエルにカヤにもおおむね好評のようだ。

			　だが次が本番だ!!　なんて言ったってお風呂だからな、露天風呂!!

			「よし、次が本番だ。露天風呂へ入ります。温度が結構高めになってることが多いから、飛び込むなよ」

			　そう言うと、３人ほど動きを止めた。飛び込もうとしやがったな。

			「水飛沫しぶきも飛ぶから、飛び込むのは厳禁な。ゆっくり入れ。アスリンたちは、身長が低いからあの階段状になってるところから入るといい」

			「わかりました。行こう、２人とも」

			「うん!!」

			「まって」

			　手をつないで露天風呂に向かう３人。俺も追いかけないとな。

			　そんなことをしているうちに、露天風呂に入った面々が声を上げる。

			「くあ～、なにこれ。お兄さん、体がとろけるんですけど」

			「いや、とろけてないからな」

			「でも、素晴らしいですね。お湯に浸かってるだけなのに」

			　みんな、露天風呂にご満足のようだ……しかし、とどめは他にある。

			「ラッツ、ちょっとすまないが、３人を見ててもらえるか？」

			「はい、構いませんけど、どこに行かれるんですか？」

			「露天風呂の醍だい醐ご味みだよ」

			　そう言って、俺はお酒とジュースを持って帰ってきた。

			「おお～、お兄さん、こんな贅ぜい沢たくなお風呂に、さらに贅ぜい沢たくなことをしようとしてますね～。もうお兄さんのお嫁さんになります!!　私は決めましたよ!!　第一夫人でなくても、妾めかけでも結構です!!」

			「まあ、落ち着け、ラッツ。露天風呂はこうやって御盆に酒を載せて、風景や星空を眺めて入るもんなんだよ」

			　そう言って、露天風呂に御盆を浮かべ、載せた酒をみんなに配る。

			　アスリンたちはこっちの勝手な判断だが、ジュースである。

			「これは……、こんなことしてよいのでしょうか？」

			「なぜか心が落ち着きますね」

			　エリスとミリーは、のんびりと酒と星空を楽しんでいる。

			　ダンジョンの中だけど、夜空を見られるようにしている。

			　上を見上げても土色なんて、気が滅入るからな。

			「戦士の私にも、こんな時間が流れるのですね……」

			「なんか僕も変な感じです。いやではないのですが」

			「……いいきもち」

			　トーリ、リエル、カヤものんびりしている。

			「ユキさん、ありがとうごじゃいまず……」

			「私、ユキさんにもらわれでよがっだでず……」

			「……私、ユキのこと誤解してたわ。ごめんなさい」

			　お子様３人は、ボロボロ泣きながらお礼を言っている。

			　こんなことでお礼されて、泣かれるか。

			　……この世界は、これが普通でないということか。がんばろう。

			　湯に浸かってると、男湯から声が聞こえる。

			「おーい、俺たちは先に上がるぞ!!　脱衣所でのんびりしてるからなー!!」

			「わかった、こっちもそろそろ上がる。待っててくれ!!」

			　そう返事をして、俺はみんなを見る。

			「ここはいつでも入れるから、名残惜しいかもしれないが出よう。そろそろ湯あたりするぞ」

			「湯あたり？　なんですかそれ、お兄さん？」

			　ラッツが不思議そうに顔を向ける。

			「あー熱いところにずっといるとかかる、病気かね。ほら目が眩くらむとかあるだろ？」

			「あ～、なるほど。何事も程々にってやつですか。仕方ないですね。またあとで入りにきましょう」

			　そうやって、みんなが湯船から出る。おっぱいがいっぱい……。

			「今、持ってきてるタオル絞しぼって、しっかり体拭いてから脱衣所いけよ。水浸しになるからな」

			「「「はーい」」」

			　そうやって、俺たちのお風呂タイムは終わりを告げた。

			　

			「おう、飯だ!!　ユキのことだからそういうのはぬかりないんだろう？」

			「まあな、こっちだ」

			　そう言って、俺はモーブたちの先頭に立って案内をする。

			「なあ、サシミだっけか、あれないか？　うめーんだよ」

			「ああ、この前ユキがくれた日本酒によく合う」

			「生魚をそのままってのは、驚きましたが、なれると美味うまいですよね」

			「おう、あるぞ。女性陣は生魚に抵抗あるだろうから、残してくれて構わないぞ」

			　そんなことを言っているうちに、宴会場に着いた。

			「す、凄すごいですね。お、お兄さん、いいんですか!?　これご馳走ですよ!?」

			　ラッツは、目の前にある１人分の配はい膳ぜんを見て驚く。

			「いや、これがここの普通だから」

			「もう、完全に私は、お兄さんの下僕になることを誓いましたよ!!　どこまでもついて行きますとも!!」

			「いいから食え。お箸はしもあるが、使えないだろうから、スプーンやフォーク使ってくれ」

			　みんな、思い思いに目の前の日本食を食べている。

			「美味おいしい……、見たことない料理だけど、こんなのもあるのね」

			「……なにか、常識が離れて行く気がするわ」

			「しょーゆですか、美味うまいですね!!」

			「この炊き込みご飯も美味おいしいですよ!!」

			「……お揚げ、これは至上の食べ物」

			　そんな声が聞こえる中、お子様３人は俺に寄ってくる。

			「あの、ごめんなさい!!　食べきれないです……」

			「お腹いっぱい、ごめんなさい」

			「……器用にその棒を使うのね」

			「アスリン、フィーリアは気にするな、大人用の量だしな。ラビリス、これはお箸はしって言ってな。慣れると結構便利なんだよ」

			　あ、モーブたちはもう、その場で宴会に興じている。

			「さて、今日は疲れてるだろうから、詳しい話は明日にしよう。エリス、鍵かぎを渡しておくよ。隣の部屋だ。敷布団ってのが10人分あるから、敷いて寝るといい。明日また、ここで集まって話そう」

			「あ、はい。わかりました」

			「……ユキはどこに行くの？」

			　ラビリスが聞いてきた。

			「そりゃ、自分の寝る場所へな」

			「……私もついて行くわ。いい？」

			「うーん、エリスどう思う？」

			「いいのではないでしょうか？　そのまま、ラビリスに手を出しても問題ないと思いますし」

			「……その話は聞かなかったことにしよう。まあ、いいか。ラビリス、こっちだよ」

			「あ、私も行きます!!」

			「ラビリスちゃん、私も行くよ」

			　結局、お子様３人の面倒を見るはめになった。

			　自室に向かう途中で、ラビリスが話しかけてきた。

			「……ねぇ、カズヤはなんで、ユキなんて名乗ってるの？」

			「そうか、わかってて黙ってくれたのか。ありがとう」

			「え、ユキさんは名前、違うんですか？」

			「どういうことですか？」

			「ちょっとした問題があってね。これはみんなには秘密にしてほしい」

			「……わかったわ」

			「わかりました」

			「喋しやべりません」

			　ちょっと心配な返事だが、まあいいか。

			　今日は疲れたし、さっさと寝るに限る。

		

	
		
			第24掘：おやすみ

			　

			　自室といっても、まあ、みんなの部屋の隣なんだがな。この旅館建てたばっかりだしな。

			　そこにお子様３人を連れて入る。

			「さて、布団はどうする？　１人１つずつにするか？」

			「……みんなで一緒に寝られない？　１人は寂しいわ」

			「私たちは今まで、３人一緒に寝てましたから」

			　ラビリスとフィーリアはそう言ったのだが、アスリンがなにかモジモジしている。

			「どうした、アスリン？　どうかしたのか？」

			「あ、あの、用足しってどこですればいいんですか？　あの、中庭ですか？」

			　ああ、中世ヨーロッパって、王城でもオマルに用足しして……そのまま窓から特定の位置に投げ捨ててたらしい……。

			　日本に上下水道ができたのは、確か、江戸時代だったらしいから……それまではなかったということだ。

			　江戸ってことは、徳川幕府ぐらいのときか？

			　まあ、そこはいいか。とりあえず、この文化レベルだと、田舎では用足しは川や専用の場所（トイレではない）で、になるのだ。

			「も、もれそう……なんです!?」

			「ちょ、ちょっと待て、トイレがそこにある!!」

			　急いでアスリンを抱えて、トイレに駆け込む。

			「アスリン、この上に座るんだ。オマルってわかるか？」

			「はい!!」

			　そのまま、こっちにお尻を向けて座り込む。

			　違うから!!　って言っても仕方ない、使い方どころか、この世界にはトイレってものがないんだからな。

			「ちょっとまて、ええい!!　アスリンすまん!!」

			「ひあっ!!　ダメですよ、ユキさん!!」

			　そのまま抱き上げて、こっちに顔を向かせる。

			　とりあえず、アスリンはもう決壊している。まあその場で回転させたから、セーフだ。

			「見ちゃ、ダメです!!　そんなに見つめちゃダメです!!」

			　アスリンは俺の顔に手を当てて、視界を塞ぐ。いや、お尻向けてするのはいいのか？

			　ああ、面と向かうと恥ずかしいってやつか？

			　……もう、真面目に保護者だよな……。

			「あううう……」

			　アスリンはトイレのあと、ラビリスの後ろに隠れて恥ずかしがっていた。

			「……ユキ、いきなり特殊なプレイはダメよ。最初は普通に抱いてあげて」

			「どういう意味ですか？」

			「だぁー!!　ラビリス、お前はなんでそんな知識があるんだ!!　フィーリアは聞いちゃいけません!!　つか、見てただろ、トイレの使い方!!　覚えておけよ!!　俺は隣の女性陣に使い方、教えてくるからな、アスリンをなだめておいてくれ」

			　そう言って、俺はダッシュで部屋を出る。

			　あの場にいると、変態になったように感じるんだ。

			　俺はノーマルだ、決して特殊な性癖はない!!　と思いたい。

			「おーう、すまん。用足しについて説明し忘れてた」

			　そう言って女性陣の部屋に入ると、ラッツがダッシュで駆け寄ってきた。

			「お兄さん、ナイスタイミングです!!　私が決壊する寸前でしたよ!!」

			　内股で、ピョンピョン飛び跳ねながら、器用にこっちにくるラッツ。

			　違和感ないな、流石さすが、兎人族か？

			「ええい!!　なんですか!!　見たいんですか、おもらししている私を!!　ここでやっちゃいますよ!!」

			「いやいや、まてまて!!　こっちにこい!!」

			　流石さすがにラッツも、「～」みたいな間延びした喋しやべり方してる余裕もないらしい。

			「さあ、ここで椅子に座るようにするんだ!!」

			「ええい!!　ツッコム余裕もないです!!　こうですね!!」

			「その中にするんだ!!」

			「はい!!　わかりましたよ、お兄さん!!」

			　その瞬間を見届けた俺は、扉を閉じる。アスリンの二の舞はしない、俺は学習する男なのだ。

			　扉を閉じた直後、水が流れる音が聞こえる。……いや、我慢してたらしいから音が聞こえるのは不可抗力だろ？

			「ふわ～、天国です」

			「終わったら、横にある白い紙があるだろ。それで拭いて、中に捨てて、銀色のノブみたいのがあるだろ？　それを捻って流す」

			「ちょ!!　紙で拭くんですか!?　なんて贅ぜい沢たくな!!」

			「抵抗があるのはわかるが、慣れろ。ここはそれが普通だ」

			「で、流す？　これですかね？　おお～、流れていきます!!」

			　その後、ラッツが満足げな表情でトイレから出てきた。

			「なんですか、この至れり尽つくせりのトイレでしたっけ？」

			「それであってる。使い方は、みんなに教えといてくれ」

			「はい～、わかりました。いや～しかし、抱っこしてトイレに連れて行ってもらえばよかったですかね？」

			　それは、さっきアスリンでやりました。

			「エリス、布団の使い方はどうだ？　問題ないか？」

			「えーと、こんな感じでよいのでしょうか？」

			　エリスは自信なさげに、敷布団に目を向ける。

			「そうそう、硬いのが下な、柔らかいほうが上からかけるものだ」

			「あのトイレといい、なんか私、変な夢でも見てる気分です……」

			「あきらめろ、そして慣れろ」

			「……善処します」

			「明日はいろいろ話をするから、なんとか休んで明日に備えてくれ」

			「……」

			　エリスは絶対、心が休まらない、という感じの顔をしているが、仕方がない。

			　俺にとってはこれが普通だし、これからもエリスたちにはこの生活を続けてもらうつもりだ。

			「あ、喉が渇いたら、ここの水道をさっきの風呂場みたいに捻って、水を出して。このヤカンみたいなのに入れて、このボタン押すとお湯になるから。コップはここな。あとこのティーバッグを入れると、紅茶とかお茶になるから」

			「……もう、私の常識は通じない場所なのですね」

			　手を額に当てて顔を振るエリス。

			　がんばれ。みんなへの説明を君にまかせた。

			　もう、寝る。決して面倒だからエリスに押し付けたのではない。

			　部屋にいる３人が心配だから早めに戻るのだ。そう、保護者としての義務なのだ!!

			「……遅いわ。フィーリアはもう寝てるわ」

			「あの、この草の床に寝ればいいんですか？」

			「んにゅ」

			　部屋に戻ると、フィーリアはもうおねむのようだ。早めに戻ったのは、正解らしい。

			「ごめんな、今日は４人で寝るか。さっさと布団敷いてしまうぞ」

			　そうやって２人分の布団を手早く敷く。大人１人と子供３人なんで、これで十分だろう。

			「俺が中央に寝るから、２人は好きなところに寝るといい。フィーリアはどこがいい？」

			「えーと、私と手をつないで寝る癖があるので、私の横がいいと思います」

			「じゃ、アスリンの横か。変に考えて時間かけるのも馬鹿らしい。今日は俺の右にラビリス、左にアスリン、その横にフィーリアな」

			　そう言って、フィーリアをそっと抱えて布団に寝かせる。

			　アスリンはフィーリアの手を握ったまま、横になる。

			　俺も中央に横になる。

			　ちなみに２人分しか敷いてないので、中央はちょうどつなぎ目で、寝心地が悪い。

			　流石さすがにここに子供を寝かせるのはどうよ、ということで、俺が中央になったわけだ。

			「ん？　ラビリス、どうした、寝ないのか？」

			「……いいえ。こんなふうに寝られる日がくるなんて思ってなかったわ。１人ぼっちのことが多かったから」

			「そうか。慣れないだろうがあきらめろ。ほれっ!!」

			「きゃっ!?」

			　布団を見つめるラビリスをそのまま抱えて、布団に投げる。

			「電気……っと明かり消すぞ」

			「……もっと優しく扱ってほしいわ」

			　明かりを消して、３人に掛布団をかけて俺も潜り込む。

			「……ふわふわです」

			「……そうね。昨日まで、ボロ布を被ってみんなで身を寄せていたのが嘘みたい」

			「ちょっと２人とも頭上げてくれ」

			「なんですか？」

			「……？」

			　２人が軽く頭を浮かせた瞬間に、両腕を彼女たちの頭の下に潜り込ませる。

			「もういいぞ、俺は寝相が悪くてな。腕振って当たるとケガするかもしれないから、悪いが頭で押えててくれ」

			「わかりました」

			「……そういうことにしておくわ」

			　さて、もういい加減、俺も限界だな。

			　アスリンもフィーリアも、寝息を立てている。疲れたんだろう。

			　小さな体で、奴ど隷れいとして、ダンジョンまできたんだ。当然か。

			　そんなことを考えていると、さらに意識が遠くなってくる。

			「……ねえ、ユキ。起きてる？」

			「……ああ」

			　右腕に頭を乗せているラビリスが、こちらを見つめている。

			　けど、生返事しか返せない。すげー眠い。

			「…………ありがとう。おやすみなさい」

			「……おう」

			　そうやって、夜は更けていくのであった。

		

	
		
			第25掘：おはよう、そして説明

			　

			　体が重い……、確か俺は昨日、寝て、あー頭がはっきりしない。

			　体が動かない、これはアレか？　有名な金縛りか？

			　確かに、胸に圧迫感があり、苦しい。

			　あたりを見回すと、もう日は上がっている。

			　こんな時間に金縛りがあるのか、と思いつつ、なんとか手だけを動かして、掛布団をのけるとそこには……。

			「……すー、すー」

			　ラビリスが乗っかって寝ていた。

			　あ、思い出した。俺、異世界にいたんだっけ。そして、ダンジョンを運営してるんだった。

			　旅館なんぞ作って寝てたから、普通に、旅行先で変な心霊現象にでも見舞われたかと思ったわ。

			「んっ、……すー」

			　起こさないように、ラビリスを俺の胸の上からどける。

			　なるほどな、座ざ敷しき童わらしって感じか。

			　夜見ればホラーだと思うが、今はなんとなく、ほっこりした気持ちになる。

			　さて、朝御飯は……手抜きするか。ＤＰダンジヨンポイントでささっと生成してしまおう。

			　さっさとダンジョン運営について説明をして、今後のために知恵を絞しぼってもらわないといけないのだから。

			「おーい、モーブ起きろ。飯だせねーから」

			「……ん？　ああ、もう朝か」

			「一体いつまで宴会してやがった」

			　モーブは、俺が蹴けりを入れてようやく目を覚ました。

			　ライヤやカースはもう起きていて、布団は片付けている。

			「いや、朝は茶が美味うまいな」

			「ですね。緑茶は慣れると、本当に心が落ち着く飲み物ですね」

			　などと、窓近くの机でのんびり茶をしばいている。

			「で、朝飯はどこだ？」

			　モーブが俺のほうを見て聞いた。

			「いや、まずは布団を片付けろ。女性陣も呼ばなくちゃいけないからな」

			「へいへい。と、それはそうと、王女様にはまだ会わせねえのかい？」

			「まだ、説明不十分だ。相当、混乱するぞ。ミリーに至っては、エルジュを殺しかねん」

			　そう。女性たちには、まだエルジュが生きているとは伝えてはいない。

			　エルジュのことを話すのは、しっかりと信頼関係ができてからだと思っている。

			　とくに、モーブたちと同郷のミリーには、エルジュは怨敵だろう。

			「そうか、そこら辺は口出ししねーよ。じゃ、さっさと片付けるかね」

			　そう言って、モーブは布団を片付け始める。

			　こっちも女性陣を起こしに……その前にお子様３人を起こしてくるか。あんまり放置しておくのもいけない気がする。

			「……きたわね。私たちを捨てておいて、よくも顔を出せたものだわ」

			「いや、意味わからねーし」

			　案の定、ラビリスが布団の上で、俺を睨にらみ付けていた。

			　アスリンとフィーリアは目を擦っている。まだ夢心地のようだ。

			「よし、そうだな。旅館の贅ぜい沢たくってのを教えてやろう。まずは他の女性陣を起こしにいくぞ」

			　アスリンとフィーリアを抱え上げて、ラビリスと一緒に部屋を出る。

			　少し重いが、まあ可愛かわいいのでいいとしよう。

			　これが、子供を持つ親の心境かね。

			「……私もまだ眠いわ。だから……」

			「今度にしてくれ、流石さすがに腕は３本ない」

			「……そう……約束よ」

			「なに、残念そうな顔してるんだ。しかたねえ、ほれ肩に乗れ。自分でバランスはとれよ」

			　ラビリスがとても寂しそうだったので、肩車を提案してみた。

			　アスリンやフィーリアならこの提案はしない、落っこちそうだからな。

			「……ありがとう」

			　そう言って、ラビリスは肩に乗っかって頭に手を置く。

			　ついでに、メロン２つも頭に当たる。

			「で、でかくて重い……」

			　そんなこんなで、すぐ隣についた。

			「おーい、起きてるか？　開けてくれー」

			「はいはい、お兄さん。起きてますよ～」

			　ラッツが、扉を開けてくれたのだが……。

			「……え～、育児中ですか？」

			「否定はしない」

			「否定しないのですね。いろいろご苦労様です。で、朝ご飯ですか？」

			「ああ、だがその前に、旅館特有の贅ぜい沢たくを味わってもらおうと思ってな」

			「いや～、他のみなさんも、十分すぎる贅ぜい沢たくだと思っていますよ？　もちろん私も、これ以上の贅ぜい沢たくなんぞあるのですかって言いたいのですが」

			　ラッツと話していると、エリスとミリーがこちらにやってくる。

			「また、変な贅ぜい沢たくをするつもりなのですか？」

			「ああ、たった半日で、贅ぜい沢たくに慣れている自分がいるわ。ユキさんから聞かされる次を期待してしまってるわ」

			　エリスとミリーは、もうダメだって感じでこちらを見ている。

			「フフフ……みんなを連れて露天風呂に行くとよい!!　それがこの施設の最高の贅ぜい沢たくだ!!」

			　そう、旅館。露天風呂のある旅館の贅ぜい沢たくと言えば。いつでも風呂に入れること!!

			　朝は朝で、昼は昼で、夜は夜で!!

			「目覚まし代わりと思ってくれ。服は昨日と同じように籠かごに入れといてくれ。替わりも籠かごに入ってるから」

			「……なんと言いますか。四六時中お風呂に入れる贅ぜい沢たく！　それを目覚まし代わりとは。そして服すらもう替えるのですか!?　お兄さん、私たちをダメにしてどうするつもりなんですか～」

			「いや、昨日も言ったが、ここにいる限りはこれが普通だ。そしてこれを維い持じしたければ、ダンジョンの運営を上手くやっていかねばならない。君たちが頑張れば、この生活を維い持じできるということだ。そのためにも、今日はさっぱりして気持ちを切り替えるために入る、と思ってくれ」

			「……いろいろ言いたいですが、お兄さんに大人しく従いましょう。こんな贅ぜい沢たくは一生で一度だけかもしれませんから」

			　ラッツはそう言うと、みんなを引き連れて部屋を出た。

			「と、お兄さんはどうするんですか？　一緒に入りますか？」

			「いや、やめとく。悪いけど、この子たちを頼めるか？　俺はのんびり男湯に入るわ」

			　俺は子供３人を、ラッツに差し出そうとするが。

			「……私も男湯に行くわ」

			「一緒がいいです」

			「です!!」

			　アスリン、フィーリアはしがみ付いてくる。いつの間にか起きていたようだ。

			　ラビリスに至っては、メロンが変形するほど、頭にしがみ付いてる。

			「……お兄さんすみません。私がお兄さんの妻でなくては、その子たちの面倒は見られないようです」

			「はぁ、仕方ない。風呂から上がったら、昨日、晩御飯食べたところに集まってくれ。朝食後に説明するから」

			「了解で～す」

			　俺はラッツたちと別れて男湯に入った。

			「さーて、昨日のやり方は覚えてるか？」

			「ダ、ダイジョブです」

			「うーん、あんまり覚えてないです」

			「私は重いから、また手伝って」

			　１人以外はまあ、仕方ない、あれはこの子たちにとっては常識外のことだからな、ゆっくり覚えていけばいい。

			　正直、ラビリスはわざとやってないか？　甘えてくれていると見ればいいのか？

			　また、俺は悟りに１歩近づいたと思う。

			　だって、メロン２つ抱えてなにもしないでいるのは、凄すさまじい精神力がいるんだ。

			　そのあとは、問題なく朝食を終え、彼女たちの詳しい立場とか、ダンジョンの説明をすることになった。

			「とりあえず、全員お茶は回ってるな」

			　長丁場になるときは、飲み物が必須である。

			　長机の周りを囲むかたちで、みんな座布団の上に座ってこちらに目を向けてくる。

			　ちなみに、子供３人は１人が俺の膝の上、あとは両隣にいる。もう絶対に保護者だな。

			「さて、ダンジョンの運営について説明したいんだが……。その前に、昨日ラッツたちがいろいろ疑問を口にしていたから、そっちを解決してから俺の説明に入ろうか」

			「そうですね～、疑問を解消してからのほうが説明は聞きやすいかと。では、失礼して。お兄さんには出身地があるようなこと言ってましたよね？」

			「ふむ。そこら辺を説明すれば、疑問はある程度、解けるかもな。いったん、俺がダンジョンマスターになった経緯を聞いてくれ」

			「わかりました～、よろしくお願いします」

			　てなわけで、嘘八百もあるが、ある程度、真実に沿った説明をする。王女様たちにしたのと同じ内容だ。

			　

			　・気が付いたら、ダンジョンマスターになってた。

			　・故郷はここの大陸とは別のところ。〝ところ〟と言っているのがミソ。別世界でも嘘ということにはならない。

			　・自衛のためにダンジョンを運営していたこと。

			　・モーブたちと出会ったおかげで、いろいろ方針が決まり、それに沿ってラッツたちを連れてきてもらったこと。

			　・ＤＰダンジヨンポイントを稼いで、ダンジョン内に村や町を作ろうということになったこと。

			　

			　ここまで説明を終えた時点で、この話についてこれているのは、ラッツ、モーブとカースが選んできた学のあるエリス、ミリーに、辛うじてトーリ。

			　さらに、意外なことに、ラビリスは理解しているみたいだ。アスリンはなんとか聞いてる感じ、フィーリアとリエルとカヤは、頭から煙けむりを噴いている。

			「なんと言いますか……お兄さんも大変だったんですね～。いきなり気が付いたらですか……」

			　ラッツは、なんと言葉をかけていいか悩んでるようだった。

			　いや、実際は拉ら致ちに近かったけどな。あの駄女神。

			「なるほど。ダンジョンを思いのままに操れるなら、これ以上、便利な居城はないですね。そして、そこに村や町を作ることができれば、それはとても凄すごいことになるわ」

			　エリスは、俺の説明を聞いて感心している。俺のちらっと見せたダンジョンスキルからそこまで考えられるのだから、流石さすがと言うべきだろう。

			「はぁ、今までのダンジョンマスターもユキさんのような方だったのでしょうか？　今までは、ダンジョンができればすぐ討とう伐ばつしてきましたから……」

			「……そんな状況、考えたくないですね～。お兄さんみたいにいきなり連れてこられて、いきなり襲われて、って奴ですか。私ならダンジョンをしっかり固めて、逆に外に侵攻しますね。自分の安全のために。そして、自分の常識が通じない場所で、会話なんてしようとは思いませんよ」

			　ミリーは俺の境きよう遇ぐうを聞いて、今まで見てきたダンジョンを思い出しているようだ。

			　ラッツは、自分が俺と同じ状況だったら、と考えたのだろう。概おおむね、ダンジョン運営のセオリーと言える解答だ。

			「ま、そこはモーブたちと出会ったのが、幸運だったわけだ。なんとかＤＰダンジヨンポイントを殺害以外の方法で得て、故郷に帰れないかな、と思ってるわけだ。その過程で、ダンジョンを有効活用しようと思ってね」

			「ああ、そう言えばそのダンジョンポイントでしたっけ？　それはどうやって手に入れるのでしょうか？　なにやらお兄さんから、物騒な言葉が聞こえた気もしましたが」

			「物騒な方法もあるが、別の方法もあるんだ。とりあえず聞いてくれ」

			　そしてＤＰダンジヨンポイントの入手方法を簡単に説明してみる。

			　

			　・ＤＰダンジヨンポイントはダンジョン内で、ダンジョン外で生まれた生物が死滅、あるいは一定時間いると加算される。

			　・ＤＰダンジヨンポイントの加算量。死滅の場合はＨＰ体力＋ＭＰ魔力＝ＤＰダンジヨンポイント、生きている場合は１時間いるごとに総ＭＰ魔力の１００分の１が加算される。１以下の場合は１ＤＰダンジヨンポイントとして計算。例外として、外部の者が魔法を使ってもＭＰ魔力としてＤＰダンジヨンポイントに変換されるが、効率はさらに悪い。

			　・注意、指定保護されている生物はＤＰダンジヨンポイントを吸収されない。

			　

			「なるほど、なるほど。私が死ぬと、大体８００ＤＰダンジヨンポイントぐらいですか。ちなみにお兄さん、１ＤＰダンジヨンポイントの価値が判断しにくいので、この旅館でしたっけ？　どれぐらいＤＰダンジヨンポイントを使ったのか教えてもらえますか？」

			　俺はコピー用紙に費用の概算を書いていく。紙の質のよさに、ラッツたちは驚いている。

			　

			【露天風呂付き旅館２０００ＤＰダンジヨンポイント　維い持じ費は年間１００ＤＰダンジヨンポイント

			　

			　概要

			　・露天風呂５００ＤＰダンジヨンポイント　自動清浄機能付き

			　・部屋　　３００ＤＰダンジヨンポイント　大広間、トイレも込み

			　・中庭設備４００ＤＰダンジヨンポイント　自動維い持じ機能付き

			　・台所設備３００ＤＰダンジヨンポイント　食料品含む。冷蔵庫は食料品の自動補充機能付き

			　・備品　　３００ＤＰダンジヨンポイント　布団、机等……備品ボックスを作っているのでなくなることはない

			　・清掃設備２００ＤＰダンジヨンポイント　洗濯機、ごみ箱等……ごみ箱は無生物を消滅させる

			　

			　別枠出費５６０ＤＰダンジヨンポイント

			　・昨日と今日の食事３００ＤＰダンジヨンポイント　１食１人前あたり10ＤＰダンジヨンポイント

			　・浴衣　２６０ＤＰダンジヨンポイント　１着あたり10ＤＰダンジヨンポイント】

			　

			「う～ん。これではなんとも言えませんね。お兄さん、このダンジョンを作ったときの出費って、わかりますか？」

			　俺は、以前作った表をラッツたちに渡した。

			　

			【ダンジョンの設営費　１３８０ＤＰダンジヨンポイント

			　

			　概要

			　２００ＤＰダンジヨンポイント　土地２㎢（１㎢につき１００ＤＰダンジヨンポイント）※なお、年間維い持じ費（１㎢につき10ＤＰダンジヨンポイント）

			　１００ＤＰダンジヨンポイント　深さ１㎞（１㎞につき１００ＤＰダンジヨンポイント）※なお、年間維い持じ費（１㎞につき10ＤＰダンジヨンポイント）

			　３００ＤＰダンジヨンポイント　ダンジョン形成（１フロアにつき１００ＤＰダンジヨンポイント）

			　１５０ＤＰダンジヨンポイント　ダンジョンカスタム（１フロアにつき50ＤＰダンジヨンポイント）※カスタムは地形の変更

			　１５０ＤＰダンジヨンポイント　トラップ生産（製造のみ）※ＤＰダンジヨンポイントは罠わなによって違う

			　30ＤＰダンジヨンポイント　トラップカスタム（配置）※一律１フロア10ＤＰダンジヨンポイント

			　３００ＤＰダンジヨンポイント　モンスター召しよう喚かん　※詳細はあとで

			　１５０ＤＰダンジヨンポイント　自室の家具など……通販システム

			　計１３８０ＤＰダンジヨンポイント　残り１２０ＤＰダンジヨンポイント　維い持じ費を抜けば　残り90ＤＰダンジヨンポイント】

			　

			「……ダンジョン運営に必須なことに関しては、かなりＤＰダンジヨンポイントは抑えれているようですね」

			「これはまた微妙ですね～、なるほど。下手に人を囲わず、殺害したほうがある意味、楽ですね。嗜し好こう品ひんはお金がかかるって感じでしょうかね。というかお兄さん、どれだけＤＰダンジヨンポイントに余裕があるかは知りませんが、食事と浴衣は別出費だったんですね」

			　エリスは書き出された表を見て、いろいろ考えているようだ。

			　ラッツは、他のダンジョンマスターが俺と同じように友好的にならなかった理由を、ここにも見出したようだ。

			　下手に人と繋がっても、うまくＤＰダンジヨンポイントが稼げるとは限らない。なら殺しちゃえ、って奴だ。

			　気に入った人だけを囲えば、それだけＤＰダンジヨンポイント消費は抑えられる。俺みたいに村や町を作るのは、かなりの度胸がいるわけだ。

			「でも維い持じ費って……ダンジョンマスターも世せ知ち辛がらいのね……。そう言えばユキさん、最初ＤＰダンジヨンポイントってどれぐらいあったのですか？　あと、このモンスター召しよう喚かんはなにを呼んだんですか？」

			「最初は１５００ＤＰダンジヨンポイントだった。モンスターは、ゴブリンとスライムぐらいしか呼べるのはなかったな」

			　ミリーの質問に答えると、ラッツが青ざめた表情で口を開いた。

			「なんですか、その厳しい状況は……３階層で、ゴブリンとスライムだけで防衛って……私でも突破できますよ～、お兄さん、よく無事でしたね」

			「けど、ダンジョンの浅い層の敵が弱い理由がわかったわ。人を誘い込むためでもあったのね。そうしないとＤＰダンジヨンポイントが稼げないから」

			「ですね～。強い魔物がいるダンジョンが、なんで外に侵攻してこないかがわかりましたよ。そこで安定して稼いでいるわけですか」

			　ミリーとラッツが納得したようにうなずいている。

			　エリスも考えがまとまったのか、俺のほうを向いた。

			「ユキさんのお話はわかりました。それで私たちは、具体的になにをすればよいのでしょうか？　建物の配置などを考えればよいのですか？」

			「いや、ここのみんなに、ある程度のダンジョンマスター権限を譲って、ダンジョンを好きに作り替えてもらおうと思ってる」

			　エリスの質問に答えた俺に、ラッツがものすごい食いつきを見せた。

			「ちょっと待った!?　譲れるんですか!!　権限!?」

			「完全には無理だ。だけど俺が万が一死んでも、代官がいればダンジョンは運営できるってわけだ」

			「ああ、そういうことですか。保険でもあるんですね」

			「そういうことだ。あと、ダンジョンコアを守ることも忘れずにな。コアを取られると、ダンジョンは機能停止するから」

			「これは結構メンドクサイですね……。殺っちまったほうが本当に楽ですね」

			「すまんな、人に住んでもらう方針にしてるんだ。頼む、助けてくれ」

			　俺はそう言ってみんなに頭を下げる。

			　これからのことを考えると、絶対に人に住んでもらうほうが楽になるんだ。この方針だけは、変えるわけにはいかない。

			「……はぁ、お兄さんにそう言われたら断れないですよ。私は、ラッツは、お兄さんに協力いたします。皆さんはどうします？」

			　ラッツはそう言って他のみんなに目をやる。

			「別に無理して、ダンジョン運営に参加する必要はない。このまま普通に、ダンジョンの住人になるだけでもいいんだ。どうなっても、追い出したりはしないから」

			　俺はそう言った。無理に手伝ってもらっても、のちのち問題が生じるからな。

			「私はユキさんのお手伝いをしたいと思います」

			　エリスはなにも問題ない、という感じで返事をした。

			「ここまで友好的なダンジョンマスターを、蔑ないがしろにはできませんね」

			　とはミリーの発言。

			「もとより、ユキ様に従う次第です!!」

			「僕も手伝います!!」

			「……協力する」

			　トーリ、リエルにカヤの獣人組も賛成。

			「私もユキさんのお手伝いをします!!」

			「です!!」

			「……手伝うわ。嫌って言っても手伝う、絶対」

			　子供３人も同意。

			「ふむふむ、お兄さんのハーレムもでき上がりつつありますね。ところで気になったのですが、このダンジョンができて、今で１か月ほどでしたっけ？」

			「ああ。それがどうかしたのか？」

			「いえ、これから村や町を作ろうというのに、この旅館に２０００ＤＰダンジヨンポイントもかけてよかったのですか？　初期費用で１５００ＤＰダンジヨンポイントだったんでしょう？　それを考えると、ここ１か月で手に入ったＤＰダンジヨンポイントを全部つぎ込んだのでは……と心配になりまして。今の私たちは指定保護を受けていますから、ＤＰダンジヨンポイント提供はできないので……」

			　ラッツは、自分が無駄飯食らいになっているのでは、と心配しているようだ。

			　まあ、その心配は不要だ。前回のおバカな兵隊が、ＤＰダンジヨンポイントになってくれましたから。

			「ああＤＰダンジヨンポイントは大丈夫。まだ49万ＤＰダンジヨンポイントは残ってるから」

			　それで一同が沈ちん黙もくする。

			「なんでそんなにＤＰダンジヨンポイントがあるんですか!?　一体何百人!?　いや、何千人、殺ったんですか!?　１か月ですよね!?　なにがあったんですか!?　答えてください!!」

			　ついでだ。これまでのことを説明して、エルジュも紹介しておくか……。

		

	
		
			第26掘：残る苦味

			　

			　ラッツはかなり慌てている。

			　それはそうだ。49万ＤＰダンジヨンポイントというのは、それだけの数の命を奪った証拠でもある。

			「いいえ、別に、お兄さんが悪いと言ってるわけではないんですよ。でも、この短期間でなにがあれば、そんなにＤＰダンジヨンポイントが稼げるんですか!?　このダンジョンの話なんて、エルジュ様が最後に立った地としか、聞いていないのですが!?」

			　そう言えば、一般人にエルジュの顛てん末まつがどう伝わっているか、聞いてなかったな。

			「すまん、ちょっとこっちの質問いいか？　そのエルジュ様の話ってなんだ？　俺はエルジュ様を確かに匿かくまったが、そのあとのことは知らないんだよ」

			「ああ、お兄さんがやっぱりエルジュ様を匿かくまってたんですね。ですが悲しいことに、エルジュ様はここを発たれたあと、魔王の手先に襲撃を受けてお亡くなりになりました。

			　精鋭を２０００人前後連れていたようですが、１５００人程度にまで減っていたそうです。精鋭がそれほどまで削られる。余程の襲撃だったのでしょう」

			　なるほど、なるほど。巷ちまたではそういう話になっているのね。

			　兵の損失をどうごまかすのかと思っていたが、ダンジョンで被害を受けたのではなく、魔王のせいにしたわけか。

			　それなら面目は立つな。というより、魔王相手の同盟を組みやすくするためでもあるのか。

			「お兄さん、あまり驚いてませんね。……なるほど、この精鋭５００人がＤＰダンジヨンポイントに換わったわけですか」

			　おや、ラッツは俺がしたことに、あらかた予想が付いたようだ。

			「お兄さん、このことの説明はしていただけますか？」

			「もちろん、今回の件のことを君たちは聞くべきだ。このダンジョンを運営する上でも、絶対に知っておかないといけない」

			　一旦間をおいて、みんなの顔を見る。

			　聞く態勢は整っているようだな。万が一のために、ミリーのそばにはモーブたちが座っている。

			「そうだな、まずはこの人を紹介しておこうか、エルジュ、入ってこい」

			　そう言うと、扉が開かれてエルジュとオリエルが部屋に入ってきた。

			　エルジュは「民のため」と言っていろんなところで治療をしていたから、顔は広い。

			　ここにいる彼女たちも、エルジュの顔を知っているのだろう。驚いている。

			「初めまして、エルジュ・ラウ・ロシュールと申します。が、今は死んだ身ではありますが」

			「エルジュ様の護ご衛えい、オリエルだ」

			　みんなは、口を開けたまま固まっている。

			　しばらくして、ラッツがようやく口を動かす。

			「……な、なるほど。この収支表に書かれた、昨日と今日の食事量が多いのは、この２人分でしたか。まさか、ここまでの大物が出てくるとは」

			　ラッツは半ば信じがたいといった顔で、先ほど書いた収支表を持ってぴらぴらさせている。

			　あの数字から、他に人がいることに気が付いたか。ラッツはかなり頼りになりそうだな。

			「さて、エルジュたちのことを説明しないとな。エルジュも座ってくれ」

			　エルジュが座るのを見届けると、俺は今回の争乱のあらましをみんなに言って聞かせた。

			「……これはまた、厄やつ介かいなことがあったんですね」

			　話を聞き終えたラッツは、重々しく口を開く。

			「ああ、だけどそのおかげで、このダンジョンのＤＰダンジヨンポイントは潤うるおったし、国からの援助も確約できた。あと10日かそこらで、〝エルジュの遺志〟ということで、ダンジョン外からの移民が始まる。セラリア主導でな」

			「お兄さんはいろいろと油断なりませんね。そこまで手回し済みでしたか。あとは作るだけというわけですね」

			「そうだ。どの村や町からくるのかは知らないがな。それは俺たちの範囲外だ」

			「それでお兄さん。なぜ私たちに、エルジュ様が生きていると教えてくれたのですか？　いや、流れで話すことになったのはわかりますが、隠しておいたほうがいろいろと動きやすかったでしょうに」

			「簡単だ。エルジュにもこのダンジョン運営に関わってもらうからだ。エルジュ本人のためにもな」

			「……復権後のことも考えているのですね。わかりま……」

			　ラッツの言葉は、叫び声によって遮さえぎられた。

			「わかりません!!　なんでその女を運営に……!!　なんでここに匿かくまっているんですか!!」

			　ミリーが爆発したようにまくしたて、手元の湯呑をエルジュへ投げつけた。

			　指定保護のスキルによる壁に阻まれ、エルジュの足元に湯呑が落ちる。

			「お前!!　エルジュ様になんてことを!!」

			　オリエルが吠えるが、ミリーは止まらない。

			「みんなわかっているでしょう!!　元凶はこの女!!　この女が聖女なんて名乗るから……!!　私たちは奴ど隷れいに!!　どれだけの村や町が血に濡れたと思ってるんですか!!」
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			　ラッツとエリスは、苦い顔でミリーを見つめる。

			　ミリーの言っていることを理解しているのだろう。他のみんなは、イマイチピンときていないようで困惑顔である。

			「返して!!　私の家族を!!　町のみんなをっ!!　……殺してやるっ、弟がどんなふうに死んだか知らないでしょう!!　腕を斬り落とされて、無抵抗なところを滅多刺しよ!!　そして首を掲げられたわ!!　同じ目にあわせてやる!!」

			　ミリーは、モーブに後ろから羽交い締めにされている。

			「モーブさん、離して!!　なんで出会ったとき殺さなかったの!!　こいつよ、こいつが元凶なのよ!!　なんでこいつがのうのうと生きてるの!!　死ねばよかったのに!!」

			　モーブはかける言葉がないのか、じっと俯うつむいている。

			「……ごめんなさい。私が浅はかでした……」

			　エルジュは頭を垂れてミリーに謝る。

			「……っ!?　謝るな!!　そんなことしてもなにも戻らないっ!!　……謝らないでよ……っ、そ、んなこと……しても……あなたを殺しても……なにも戻らないんだ、から……」

			　ミリーはそう言うと、もう声にならないのか、その場に座り込んで嗚お咽えつを漏もらした。

			　彼女自身も理解している。エルジュがすべて悪いというわけではないということを。だけど怒りのやり場がないのだ。

			「すみません、お兄さん、お話はまた明日でいいですか？　私も正直、気分がよくありません」

			「私もです。申し訳ありませんが整理する時間をください」

			　ラッツとエリスはミリーを支えて、そう言った。

			　結局、エルジュがすべて悪いわけではないが、原因の１つではあるのだ。そこはなにも間違いではない。真実だ。

			「ああ、そっちもいろいろあるだろう。今は休んでくれ。飯は部屋に運ぶよ。露天風呂にでも入って気分を変えるといい」

			「お気遣いありがとうございます。ではお兄さん、私たちは部屋に戻らせていただきます」

			　そう言ってラッツたちが出ていくと、獣人３人組も後を追うように出ていった。

			　今気が付いたが、カヤをリエルとトーリが押さえていた。

			「……ふざけるな、お前のせいで村のみんなが……」

			「カヤ落ち着いて」

			「カヤさん、ここはユキさんに免じて我慢してください」

			　普段のカヤの声は平淡で小さく聞き取りづらいが、今はかなり重々しい。

			　そんなカヤを、リエルとトーリが無理やり押し出して部屋を出ていく。

			　残ったのは俺と子供３人とモーブたち、そしてエルジュとオリエル。

			「エルジュ様……」

			　オリエルが声をかけるが、エルジュは頭を下げたままである。

			　その状況を破ったのは、アスリンとフィーリアだった。

			　彼女たちは手を握り合って、エルジュの前に立った。

			「あ、あのエルジュ様。ありがとうございました!!」

			「助けてくれてありがとうです!!」

			「え？」

			　ようやくエルジュは顔を上げる。その顔は、なぜお礼を言われるかわからないようであった。

			　２人は話を続ける。

			「エルジュ様は覚えていないかもしれないけど、私とフィーリアちゃんの怪け我がを治してくれたんです!!」

			「そう、ここの腕を兵隊さんに切られて、血が止まらなかったの。そのときエルジュ様が駆け付けてくれて、治してくれたんです!!」

			　身振り手振りで、そのときのことを語るアスリンとフィーリア。

			「さっきのお話は、難しくてよくわからなかったですけど。エルジュ様が治してくれたあの魔法は温かかったです。だからありがとうございました。今ここで生きていられるのは、エルジュ様のおかげなんです!!」

			「そうです!!　ミリーさんの言うことはちょっとわからないけど、エルジュ様は優しい。悪くないです!!」

			　エルジュは、能面のような顔から涙をボロボロと流した。

			「……ごめんなさい。……ありがとう。……」

			　２人を抱えるように抱きしめて、その言葉を繰り返す。

			「あ、あのエルジュ様。なんで謝るんですか？　お礼も私たちが……」

			　２人はわけがわけがわからない、といった状況だ。

			「すまない、２人とも。もう少しそのままでいてやってくれ、エルジュ様も落ち着くはずだから」

			　オリエルは目に涙をためて２人にそう言い、その場を見守っていた。

			「さぁて、俺たちも部屋に引っ込むとしますか」

			　そう言ってモーブたちも部屋を出る。

			「で、ラビリスはどうするんだ？」

			「もちろん２人を待つわ。かわいいでしょ、あの２人」

			「それまで、ずっと上に座ってるつもりか？」

			「……当然よ。ここは私の特等席なのよ」

			　ラビリスはそう言って、俺の膝の上で座り直す。

			「しかたない。今日の昼ご飯でも考えるか、なにがいい？」

			「ユキが作ったものなら、なんでも美味おいしいわ」

			　手料理をサラッと希望してきやがった、この娘。

		

	
		
			第27掘：うさぎさん

			　

			　しばらくしてエルジュが落ち着いたので、アスリンとフィーリアを奪還した。

			　エルジュにとっては、アスリンとフィーリアが天使に見えたようで。

			「この子たちは、私が育てます!!　絶対私が立派な淑しゆく女じよにして見せます!!　そして、お嫁には出しません!!　こんな、綺き麗れいな心のこの子たちに、大人の世界を見せるわけにはいかないんです!!」

			　泣きながら２人に抱き付き、錯さく乱らんしていた。

			　……いや、全然落ち着いてなかったな。

			「よし、これから台所に行ってみんなの昼ご飯を作ろう」

			「わかりました!!」

			「頑張りますよ!!」

			「……出発するのよ」

			　そう言って、子供３人を運搬する。

			　正直に言おう。両腕の２人は結構キツイです。

			　肩車しているラビリスはなんでもないが、腕だけで支えるのは結構キツイ。

			　あれー？　腕力は、結構レベルアップで上がってるはずなんだけどな……。

			　精神的なものか？

			　でも３人が嬉しそうなので、我慢しよう。

			「さて、今からご飯を炊く。それを君たちには握ってもらおう」

			　そう。初心者にさせるべき第一歩の料理は、「おにぎり」である。

			　これを失敗するようでは、絶対、料理に向いていないと言えよう。

			　というか、これを失敗する奴を見たことはない。

			　……いや、学生時代。米を洗剤で洗おうとした奴がいたがな。

			　流石さすがに止めたが、冗談だったんだよな？　あのときの学友よ!!

			「あの、朝食で食べた、白くて小さいべたべたしたのですか？」

			　アスリンは、マロン色のショートボブを揺らして首を傾げる。

			　うーん、流石さすがモーブこと、ロリアウトが選んだ子だ。

			　子供らしい仕草が、いちいちお人形のようでかわいらしい。

			　ラビリスとは違って、胸は体型にふさわしいぺったんこ。未来への可能性も秘めている。

			「そうだ。これがお米といって、ご飯になるんだ」

			　そう言って、電子ジャーの中身を見せる。

			「はぁ～、これがあのホカホカのご飯になるんですね」

			　アスリンと一緒にフィーリアも覗き込んでくる。

			　フィーリアも、ドワーフのロリ体型。ポニーテールがゆらゆらと揺れる。

			　ある意味定番だ、この子にはぜひとも、この幼さのままでいてほしい。

			　決して、俺がロリコンだからではない。ファンタジーの定番として、ロリっ子ドワーフは鉄板だと思うんだ。

			「で、ユキさん、どのようなお手伝いをすればいいんですか!!」

			　アスリンが、期待を込めてこちらを見つめてくる。

			　ああ、そうか。アスリンは家事が得意だったな。

			　今まで役に立つ場面がなかったから、張り切ってるのか……これで手伝う必要ない、って言うのはアレだな……。

			「そうだな、初めて使う器具も多いから気を付けてな。俺の指示をしっかり聞くように」

			「はい!!」

			「私も手伝います!!」

			　と言っても、今は米を洗ってスイッチ入れるだけなんだがな。

			「……頑張って、期待してるわ」

			「とりあえず、ラビリス。お前は降りる気ないのか？」

			「……邪魔なら……降りるわ……」

			　なんか悲しそうな声が聞こえて、背中に足がかかる。

			　そして、スルンと床に降りたラビリスに顔を向けると……。

			「……乗っていい状態になったら言って。……それまで我慢するわ」

			　上目遣いでラビリスが言う。

			「はぁ。別に邪魔じゃない」

			　そう言って抱き上げる。

			　……ロリコンではない。これは保護者としての義務であって、やましい気持ちはまったくもってない。

			「……ん、ありがとう」

			　ラビリスはそう言って、顔面に抱き付いてきて、そのまま反時計まわりに動いて定位置についた。

			　そのさい、２つのメロンのせいで一時的に呼吸困難になった。

			「よし、みんな準備はいいか!!」

			「はい!!」

			「頑張ります!!」

			「……ＯＫよ」

			　そうして、みんなでご飯を炊いて、お味噌汁を作って、おにぎりを握った。

			　アスリンが少し物足りなさそうだが、こればっかりは仕方ない。

			　明日からはしっかり料理器具の使い方を教えて、いろいろ作ってもらおう。

			　そして、作った料理を各部屋に運んでいく。

			　モーブたちは普通だった。いやモーブがだらしない顔をしていた。アウト。

			　エルジュたちの部屋では、エルジュがアスリンとフィーリアを拉ら致ちしようとしたので、落ち着かせた。（物理）

			　女性たちの部屋では、少し落ち着いたのか、ミリーが俺の姿を見て頭を下げた。

			「まあ、無理に納得するなよ。これからすることには、変にわだかまりを持ち込むわけにはいかないんだ。ミリーが協力しなくても、誰も責めない」

			「……はい」

			「まあ、とりあえず。飯食え」

			　そう言うと、アスリンがミリーの前に料理を置く。

			「あの、ミリーさん。これ、ユキさんに教えてもらって作ったんです!!　おにぎりって言うんです。このふりかけをかけると、美味おいしいんですよ!!　お塩だけでも美味おいしいです!!　……あの、元気だしてください」

			　アスリンが精一杯、料理の説明をした。ミリーは驚いたような顔をしている。

			「子供ってのは、結構見てるもんだ。特に、人の感情にはかなり敏感だと思うぞ」

			　そうやって、アスリンの頭をポンポンとする。

			「そう……みたいですね。アスリン、ありがとう。ご飯いただくわね」

			「はい!!」

			　ミリーは大丈夫そうだな。

			　獣人３人組もしっかり食べている……あれ？

			「エリス、ラッツはどうした？」

			「ああ、彼女なら露天風呂に行くと言ってましたよ？」

			「そうか、彼女の分は置いておくから、あとで食えって言っといてくれ」

			「はい、わかりました」

			　さて、空の食器は台所に運んでおくように言っておいたしな。

			　これから、どうしよう。

			　そんなことを考えていると……。

			「……私たちも露天風呂に行きましょう」

			「そうですね、行きたいです」

			「うん」

			　運送中のお客さんからそう言われたら、行かざるを得ない。

			　そして、露天風呂の入口についたのだが。

			「さあ、流石さすがにもう自分たちで入れるだろう？」

			「……断るわ。男湯に直行よ」

			「一緒がいいです」

			「です」

			　……まあ、大きくなったら「一緒にお風呂なんていや!!」なんて言われるんだろうから。

			　ここは、いずれくる別れの前に、思い出作りということにしますか。

			　結局、一緒に入ることになったのだが……。

			「ちゃんと体と頭洗えよー」

			　風呂場を走り回る子供たちに注意を促うながし、湯船につかると、そこには……。

			「おや、お兄さん。私と一緒に入りたかったのですか？」

			　ラッツがこちらをチラリと見て、ボーッと空を見つめていた。

			「いや、ここ男湯だからな」

			「……う～ん、私もそれなりに動揺していたんですね～」

			　ラッツはあたりを見回し、自分が間違えていたことに気が付いたらしい。

			　わざとじゃないようだ。

			　ラッツの性格からして、わざと入っていたと思ったが、なんとも歯切れがわるい。

			「動揺？……エルジュのことか？」

			「ええ、まあ。私も乙女おとめだったということですかね～」

			　そう言って彼女は手を動かしている。

			　よく見ると、なにか木彫りのような人形を手でいじっていた。

			「それ、うさぎさんですか？」

			　湯船に入ってきたアスリンが、ラッツの持っていた人形に興味を示す。

			「へ～、ラッツさんって器用なんですね!!　ドワーフとして負けていられませんし、尊敬します!!」

			「流石さすがに私の手作りだって、フィーリアちゃんにはばれますか？」

			「はい。なんとなくですが、ラッツさんらしさが出てました」

			　ほう、フィーリアは誰が作ったかわかるのか。

			　しかし、ラッツの手作りか。器用なものだな。

			　ラッツは手に握っているうさぎの人形をしばらく見つめると、アスリンに差し出す。

			「アスリンちゃんにあげましょう。本来は子供の玩がん具ぐとして試作したんですよ。こうやって水に浮きますからね。私が持つより、うさぎさんも本望でしょう」

			「え、いいんですか!?」

			「ええ、一緒に遊んであげてくださいな」

			　アスリンは笑顔でうさぎの人形を受け取ると、フィーリアとラビリスのところへ一緒に泳いで行く。

			「見て、ラビリスちゃん。うさぎさんだよ」

			「あら、かわいいわね。もらったの？」

			「うん」

			「よかったわね。私もおそろいの、もらおうかしら」

			　なにやら、お姉さんと妹のようだな。

			　そんなことを思っていると、ラッツが手で湯をすくって自分の顔にバシャバシャと浴びせた。

			「……あのうさぎ、なにか関係あるのか？」

			「……あまり鋭いのもダメですね。お兄さんを好いてはいますが、全部が全部、知ってほしいわけではないのですよ……」

			「……すまん」

			　子供たちが遊ぶ声が露天風呂に響く。

			「……お恥ずかしい限りですが、私もエルジュ様の参加は嫌です……」

			「……」

			「……わかってはいますよ。お兄さんは国王と約定を交わしたうえで、エルジュ様を匿かくまうことで保険としているのですよね？」

			「ああ」

			　またラッツは顔を湯で洗う。

			「……あのうさぎは私が作ったものですが、前の持ち主がいたんですよ。……わずか３日という、短い主でしたが」

			　そうしてポツポツとラッツは話し始めた。あのうさぎにまつわる話を。

			　

			　Ｓｉｄｅ：ラッツ

			　別に話したところで、あの子が蘇よみがるわけでもないのですが……。

			　優しいダンジョンマスターになら、話してもいいのではと思いました。

			「どこから、話したものですかね。そうですね……」

			　

			　言ったと思いますが、私は奴ど隷れいになる前は商人をやっておりました。

			　冒険者としてそれなりの技量もありましたし、冒険者仲間も、旅のついでに私に付き合ってくれていました。

			　私も旅商売に慣れてきて、合間に自分で新しい商品でもと思って、ある村に逗とう留りゆうした際に作ったんですよ。

			　そこで、カリカリ木を削って作っているとですね。可愛かわいい女の子がこちらを覗いてくるのです。

			　ちょうどアスリンぐらいの年の頃でしょうか？　結局、年は聞けずじまいでしたね。

			　いい笑顔で言ってくれたんですよ。

			「うさぎさんだ～」ってね。

			　いや～、商売人としては痛いミスを犯しました。その笑顔につられて、無料でうさぎさんを譲ってしまったんですよ。

			　そのあとは、なつかれたのか、一緒にお話をしたり、川で遊んだりしました。

			　そして、その村に今回の争乱の余波がやってきました。

			　まったく、やめてほしいですよね。夜中とか。

			　昼間ならまだ対応のしようがあったものを。

			　小さな村ですからね、あっという間に押しつぶされました。

			　冒険者仲間とはその場で散開して、各々で逃げよう、ということになりました。私も混乱に乗じて逃げるつもりでした。

			　運がいいのか悪いのか、逃げている途中でうさぎをあげた女の子に出会ってしまいましてね。

			　私１人なら、どうとでも逃げられたものを、つい、女の子に手を差し伸べてしまいました。

			　……あともうちょっと、本当にあともうちょっとで村から逃げられたんです。

			　でも、女の子がうさぎさんを落としてしまいましてね。取りに戻ったんですよ。

			　まさか、私の手を振りはらって、あんなうさぎを取りに戻るとは思いませんでした。

			　女の子がうさぎを拾い上げた瞬間、複数の矢が女の子に突き刺さりました。

			　……助かるような刺さり方じゃなかったです。体が小さいですからね、数本も刺されば致ち命めい傷しようでしょう。

			　……すぐさま駆け寄りました。でも、やっぱり致ち命めい傷しようでした。

			　……私がうさぎさんを作ったばかりに、……痛つう恨こんの、痛つう恨こんの思いです。

			　……そのあとは、その子の亡なき骸がらを抱きしめたまま、号泣していたみたいです。

			　気が付けば、血まみれのうさぎを握りしめたまま、奴ど隷れいになっていたんですよ。
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			「……それから、カースさんに選ばれてお兄さんに出会えたというわけです」

			　もう一度、私は顔にお湯をかけます。

			　こういう涙は、いい男には見せたくないものです。

			「……あの女の子は、うさぎさんをもらったことを……悔いては、恨んではいないでしょうか？」

			「さあな、そんなのはいつか自分で聞きにいけ」

			「……手厳しいですね。こういうときは、そっと慰なぐさめるものですよ？」

			「バカ言え。目の前に答えがあるのに、いちいち答えてやるかよ」

			　そう言うとお兄さんは、うさぎさんで遊んでいるアスリンちゃんたちのほうを眺めます。

			「……彼女を笑顔にしたうさぎさんは、間違っていなかったのですかね？」

			「今のところ、うさぎさんで楽しんでるのは４人中４人だな。これから増やすか減らすか、それとも、これで終わりにするかは、ラッツ次第だろうよ」

			「……増やしたいですね」

			「なら、ここで頑張れ。邪魔なんてしない、特産品もほしいからさ」

			「相変わらず抜け目がありませんね。……しかし、胸のつっかえが取れましたよ。明日には整理がついてると思います。ではお先に上がり……」

			　そう言って立とうとすると、視界が歪ゆがむ。

			　ああ、これが湯あたりとかいうやつですか……。

			「よっと。俺より先に入ってたラッツなら、当然こうなるわな」

			「す、すみません」

			　お兄さんが予想してたように、私を支えてくれます。

			　正直、裸を見られることは恥ずかしくないのですが、お兄さんの腕に抱きとめられることに、恥ずかしさを感じますよ。

			「よーし、みんな上がるぞ。ラッツが湯あたりしてるからちょっと手伝ってくれ」

			「はーい」

			「わかりました」

			「……っち、私も今度、湯あたりするわ」

			「ラビリス、湯あたりは冗談でするな。命の危険もあるからな」

			　お兄さんはお子様たちと話しながら、私をお姫様抱っこして脱衣所へ歩いていきます。

			「お、お兄さん!?　あ、あのこの運び方はっ!?」

			「ああ、こういうのはロマンティックな運び方でな。女性が喜ぶかしらないが、俺はこういうふうに抱いてみたかったんだ。まあ、湯あたりした自分を恨んでくれ」

			　変なところでロマンティックな人ですね。

			「……っち!!」

			　ラビリス、あなたが本妻でいいですからその舌打ちやめてください。

			　怖いです。

		

	
		
			第28掘：我が愛しき君

			　

			　さて、あと今日やることは晩御飯を食べるぐらいだな……、なにをしたものか？

			　ダンジョンの改装をしようにも、みんなと打ち合わせてやらなきゃ意味がないし。

			　手持ちのモンスター部隊を増やすにしても、ダンジョンを作り替えてから、合わせてやったほうが効率的だしな。

			「トラップでも考えるか？」

			　俺は、自室でつぶやく。

			「……トラップ？　ダンジョンのことかしら？」

			　相変わらず、俺の膝の上を定位置としているラビリスが俺の顔を見てくる。

			　紫色の長い髪をツインテールにして、吊り目のお人形みたいな女の子だ。

			　アスリンと違って胸がでかい。あえて言うなら、メロンを２つだ。スイカはいろいろと大きすぎるんでな。

			　身長は前も言ったと思うが、１４０㎝ないと思う。今度、みんなの身体測定をしておくか。

			　いやらしい意味でなくて。健康管理のためな。

			「ああ、明日みんなでダンジョンのこと考えるからな。今いじっても、すぐに変えることになるから。だから、今できるのはトラップ考えることぐらいだな」

			「そう、私も考えるわ」

			「そうか、いろいろ一緒に考えるか」

			「あっと驚くようなトラップを、考えるわ」

			「いや、ダンジョンを守るためのものだからな。そこを考えとけ、殺さずとも、相手の戦力とかやる気を削るのも大事だ」

			「……難しいわ」

			　そんなふうに、コピー用紙に思いついた端からトラップを書き留めていく。

			「そういえば、ラビリスは文字を書けるんだな。アスリンとかも書けるのか？」

			「……いいえ、文字を書ける人はそんなに多くないわ。普通に生きるために必要じゃないから」

			　ここら辺も遅れてるのか……いや、日本の識字率がおかしいだけか？

			　まあ、それでも現代の地球の平均よりは識字率は下だろう。

			　こりゃのちのち、学校も必要かね～。

			　壮大な計画ではあるが、俺は不老だしな。のんびりやっていくか。

			「ねぇ、こんなのはどうかしら？」

			「おおぅ、こんなの思いつくのか。こりゃ……ラビリス、いいところの生まれだったんじゃないか？」

			「……昔のことは言いたくないわ。でも信じて、私はユキと一緒にいる」

			「すまん。別に無理に聞く気はない。気にするな」

			「ん」

			　ラビリスの頭を撫でてやると、そのまま目を細める。

			「なあ、ラビリス。お前はなんで俺をそんなに信頼している？　正直、まだ全面的に信頼するには早すぎると思うんだが」

			　ただ、俺はラビリスとの約束を守っただけ。でも、これからもその約束を守れるとは、限らない。

			「ユキは約束を守ってくれた。これからも、私たちを無下に扱わないって思ってる」

			「ああ、その真実を見る目というスキルだっけか？　本当に心が読めるのか」

			「……誰でもじゃない、相手が本当に心から私を信頼してくれないと無理。そして、密着しているのが条件」

			「世の中、そんなに便利じゃないか」

			「……？　私のこと怖くならないの？　私のお父様もお母様も爺もみんな、私が心を読めると知った途端、心が見えなくなった……」

			　ああ、お約束のパターンか。まったく、心を読まれると不ま味ずいことはするなよな。

			　隠し事ができないのは、怖い……か。他人ならともかく、親がする対応じゃねー、というのは俺が言う資格はないか。子供を育てた経験はないしな。

			　四六時中、思っていることを暴露されちゃたまらんだろう。俺はよくわからんが。

			「ええ、小さい私は、両親や周りが喜んでくれると思ってやったわ。でも結果は違った」

			　今でも十分に小さいけどな。

			「……失礼ね」

			　その場で腰を上げて、思いっきり俺に体重をかける。いくら小さいとはいえ、勢いをつけられればキツイ。

			「しかしだ、そんなことを言っていいのか？　ラビリスが奴ど隷れいにされた理由って、そこら辺にあるんだろ？　昔のことは言いたくなかったんじゃないのか？」

			「……言ってないわ。私のスキルの説明をしただけよ。そうでしょ？」

			「そうだな。俺が勝手に予測を立てただけだ。それが正しいわけでもないからな」

			　俺はペンを止めた。同じ部屋で昼寝中の２人を眺める。

			「よく寝てるな」

			「……ええ、２人のあんな顔を見られるとは、思わなかったわ。ありがとう」

			「俺は自分の目的のために、ラビリスたちを利用しているに過ぎない」

			　隠す気も最初からない。これは宣言している。

			　無理に協力を得ても、これからのことを考えると下策にしかならないのだ。

			「……フフ」

			　ラビリスが珍しく俺の顔を見て笑う。

			「どうした、俺は結構冷たいこと言ったと思うが？」

			「……そうね。冷たいけど優しいわ。温かい。変ね、冷たいのに温かいって？」

			「いや、お前が言ってることなんだがな」

			「……こういうのは無粋だとは思うけど、ユキは自覚がなさそうだから言っておくわ。本当に冷たいのなら、なにも言わずに、さっさと私たちと関わりのない場所へ移すべきよ。私たちから出る不評ごときで、今後の流れは変わりようがないわ。

			　なのに、ユキはわざわざみんなに、私に、説明をしているわ。冷たくて、温かい以外、言いようがあるかしら？」

			「それは、俺個人の誠意だ。ラビリスたちを俺の意思で縛しばるんだからな」

			「……物は言いようね。私たちからすれば、信じられない程の平穏と幸せをもらっているのに、あなたは、ユキは、それに罪悪感を持っているわ。まるで、私たちに手伝いたくないと言ってほしそうだわ」

			　ラビリスはそう言ってこちらを見つめてくる。

			　はぁ、お見通しか。

			「心が読めるなら、ある程度は見えたんじゃないか？　これから起こりうる問題を。そして学があるなら予想もつくだろう？」

			「……ある程度は予想がつくわ。まったく、数多あまたの種族がここで一緒に暮らしていくなんて、子供でも大問題ってわかるわ」

			「正直な……巻き込みたくはないが、絶対に誰かを巻き込むことになる。けどな、こうやって話しているラビリスたちを……」

			　俺の想定通りに進めるための駒として使うのは、日本人としての心が痛む。

			　今までは、防衛のための殺人。

			　自分で手をかけたのと一緒だが、これにはまだ納得できる。

			　だけどこれからは、自ら進んで、目標のための生いけ贄にえを差し出す必要が必ず出てくる。

			　間違いなく、このダンジョンが攻められたり、こちらから打って出たりする状況もあるだろう。

			　そして、その矢面に立つのは、きっとラビリスたちだ。

			　わかる。わかってしまう。俺は彼女たちを自分の目的のために使うだろう。最悪、死なせることになるだろう。

			　そんなことを考えている自分が、一番腹立たしい。

			　……いっそ、彼女たちには平穏に暮らしてもらうか？

			　俺が前面に立てば、彼女たちは危ない目にあわなくてすむ。

			　そんなことを考えていると、ラビリスに頬を張られた。

			「……あれ？　暴行された？　スキルどうなってやがる？」

			「あら、なるほど。ユキのためと思った行為は許可されるのね。流石さすがに致ち死しレベルは無理でしょうけど」

			　なるほど。そうじゃなきゃ、指定保護同士では訓練もできない。頬を張ってでも止めなきゃいけない場面もあるだろう。

			「……そんな考えは捨ててもらうわ。不愉快よ、私たちはひな鳥じゃないわ。自分で考えてユキについて行くわ」

			　ラビリスが睨にらむようにこちらを見つめている。下手なこと言えば、さらにビンタが飛んできそうだ。

			　この考えも傲ごう慢まんなのはわかってるけどな、あれだ。

			　俺が死ぬのと、ラビリスたちが死ぬのは、正直、どちらに天てん秤びんが傾くか怪しい。

			　というか、ダンジョンマスターでなければ、ラビリスたちに完全に傾くな。

			「……はぁ。ユキがダンジョンマスターでよかったと思うわ。こんな甘いこと言うんだもの。普通に出会っていたら、私たちはずっと安全なところに置かれていたんでしょうね。きっと、なにも知らずに」

			　……ありえそうだな。いや、俺ならそうするな。

			　そんなことを考えていると、ラビリスが俺の膝から降りて綺き麗れいな礼を取る。

			　いや、浴衣姿だけどな。用意している暇ひまなんぞなかったから、みんな下着なんぞつけてねーよ。

			「……最後まで真面目に考えられないのねユキ」

			「すまん」

			　顔に出てたか？

			　再度、ラビリスが綺き麗れいな礼を取って俺に告げる。

			「……我が愛しき君よ。ラビリスは最後の時まであなたと一緒に、幸の時も、不幸の時も、剣として、盾として、そして愛しき人として、ともにあることを誓いましょう」

			　ラビリスにしてはハッキリとした、凛りんとした声でその言葉を告げた。

			「……こりゃ、最悪の自爆技、使えない？」

			「……自爆の意味が自害というなら、最低。私とラッツは一緒に逝いくわ」

			「さっきの宣言、一方的なやつだよな？」

			「ええ、そうよ。私の勝手な宣言よ。相手に同意を求めない結婚なんてないわ」

			「……つまり、俺は拒否しようがないわけだ」

			「そういうこと、受け入れてくれるなら、ここで結婚の誓いを言ってもいいわ」

			「……あー、すまん。もう少しまってくれ、俺のいた故郷では、ラビリスみたいな子に手を出すと処しよ罰ばつされるからな。まだ抵抗がある」

			　そう答えると、ラビリスはつまらなそうな顔をしてこっちに戻ってきて再び膝の上に座る。

			「……その故郷の法は嫌いだわ。……しかたないわ、じっくり行きましょう」

			「お手柔らかに」

			　そうやってまた、トラップを２人で考えていくのであった。

		

	
		
			第29掘：スイカ

			　

			「なあ、ラビリス。いつまで座ってるつもりだ？　別に嫌じゃないがな、こういうのは慣れてしまうと、それが当然のように感じて、されなくなると寂しくなるもんだ」

			　膝の上にいるラビリスにそう言ってみる。

			「ユキが拒絶しなければ、永遠に座ってるわよ？」

			　迷いなく、あっさり返してくる。

			「……好きにしてくれ。こっちも好きにする」

			「ええ、ついでに押したおしても構わないわ」

			　ラビリスの頭を撫でていると、そんなことを言ってきた。

			　これで、次の日に「あんなので本気にしないでくれる？」なんて言われたらショックだよな。

			　みんなそんな感じで、現代日本の若者は怖がるのだ。というか、日本の若者なら一度は通る道だろう。

			　そんなことを面白半分でする輩やからの多いこと。俺も学生時代にやられて、トラウマになりかけたからな。

			「……その女の詳しよう細さいを教えなさい。殺すわ」

			「気にするな」

			「……大問題よ。その女が原因でユキがこんなになっているのなら、拷ごう問もんして、生まれてきたことを後悔させてやる」

			「落ち着け。誰彼構わず襲いかかるのは駄目だろう。これぐらいでちょうどいいと思え」

			　物騒な言葉を吐くラビリスを、抱きすくめて落ち着かせる。

			　やべーですよ。クーデレ系かと思ったら、ヤンデレ要素も持ち合わせていましたよ。

			　そんなふうにラビリスとトラップを考えていると、偵てい察さつに出ているスライムと斥せつ候こう小動物から、警戒域に「人間が確認された」と報告があった。

			「不ま味ずいな。相手は……女性１人と……男が10人。盗とう賊ぞくか？」

			「どうしたの？」

			「ダンジョンの近くに人間がいる。こちらから下手に干かん渉しようできない」

			「……なぜ？」

			「今、このダンジョンは、エルジュの力によって平穏を保っていることになっている。つまり、こちらから向こう側に接触すると、ダンジョンが暴走していると見られかねない。モーブやミリー、ラッツに迎げい撃げきに出てもらっても、エルジュの遺志と力を受け継いだことにしているセラリアがいない現状は、ダンジョンを乗っ取っていると、思われかねない」

			「……モーブたちやラッツに、旅人を装ってもらったら？」

			「追われている女性が、盗とう賊ぞくに襲われているのなら問題ない。しかし、相手がどこかの刺客や兵隊であれば……」

			「……このダンジョンに、難なん癖くせをつける絶好の機会となるわけね」

			「本人たちの目的は、その彼女にあるだろうが、このダンジョンが村や町として機能し出せば、ここに文句をつけるのに十分な理由になるな」

			「……ここのダンジョンでモンスターに襲われたとか、ここを運営している人物が邪魔をしてきたとか？」

			「そういうこと」

			　斥せつ候こうスライムからの報告によれば、森のおかげで、女性は追っ手から距離を離せたらしい。

			　その間に、両者の確認をしてしまおう。

			「映像を見てから、判断することにするか」

			「えいぞう？」

			「ああ、そういえば知らなかったな。そうだな『コール』って言ってみな」

			「……？　コール？」

			　ラビリスがつぶやくと、青いウィンドウが目の前に出現する。

			「なにこれ？」

			「右にみんなの名前があるだろう？　その上に〝全員〟ってボタンがあるから押してみろ」

			「これ？」

			　そうやって押すと、一気に、ラビリスが会った13名の顔が13個のウィンドウに表示される。

			『な、な、なんですか!?　ってラビリスちゃんにお兄さんですよね？』

			　相変わらずラッツは反応がよい。いい意味でも悪い意味でも。

			「他のみんなも、俺たちの顔が見えているか？　見えてたら返事してくれ」

			　そう言うと、全員から返事が聞こえる。

			「この能力では、指定保護したメンバーと簡単に連絡のやり取りができるようになるんだ。と、そんなことより、朝御飯を食べた宴会場に集まってくれ。ダンジョン近くに人族がいる。対策を考えたい」

			　アスリンとフィーリアは寝かせておき、俺はラビリスを肩車して宴会場に向かった。

			「みんな早いな」

			「いえ～、お兄さんの部屋が一番遠いですからね。当然ですよ」

			　ラッツがそう返してくる。

			　ミリーもきている。エルジュもきている。少しは落ち着いているのだろう。

			「じゃ、すまない。おのおの好きに座ってくれ、状況を説明する」

			　そう言うと、俺は宴会場の前方にある小さな舞台へ上って、スイッチを押す。

			　そうすると、あら不思議。

			　上から大型の薄型テレビが下りてきて、画面にダンジョン階層、周辺のＭＡＰが映し出される。

			「……お、お兄さん。それが、ここ一帯の地図ということはわかりますが……非常識にもほどがあります」

			「そういう話は、問題を解決したあとにしよう」

			　状況をみんなに説明する。

			「なるほど。迂う闊かつに助けることもできないのですね～」

			　ラッツは顎に手を当てて考え込んでいる。

			「10人か。俺たちが行ってもいいが、流石さすがに余程の不意打ちをしない限り、相手さんを全員押えるのは厳しいぞ」

			「……そうは言いましても、このまま追われている彼女が、このダンジョンに逃げ込んでしまえば、必然的に迎げい撃げきすることになってしまいます」

			　モーブが冒険者３人での迎げい撃げき案を出すが、あまり妙手ではない。

			　エリスも、結局はこのダンジョンに彼女がきてしまえば同じだと言う。

			　こういう話し合いの場があるだけでも、皆を引き入れたかいがあるな。

			「……ユキ、追われている女性の映像はないのか？　行動を起こそうにも、相手の素性がわからないとどうしようもない」

			　俺はカースの言葉にうなずいた。当然だな、そろそろ……お、きたきた。

			「斥せつ候こうが、両方を視界にとらえたみたいだ。出すぞ」

			　各自の前に映像が出る。それを見て、一部の人間が声を上げた。

			「ルルア様!?」

			「お嬢ちゃんじゃねーか!?」

			　エルジュとモーブが声を上げた。

			　画面に映っていたのは、リテアの先代聖女、ルルアであった。

			「そして、追っている相手は……」

			「……どう見ても盗とう賊ぞくじゃないですね」

			　ライヤとカースは、頭に手を当てている。

			　それもそのはず。追っているのは、立派な鎧よろいを着込んだ偉い丈じよう夫ぶたちだ。１人だけ女性らしきメイルを着込んでいるのがいるが、フルフェイスなので顔まではわからない。

			「……追っている相手はどこのだれかわかるか？」

			「ああ、見たことあるぞ。ルルアの嬢ちゃんを迎えにきた連中だ。３人ほど足りないがな」

			　モーブがそう答える。

			　……もう、つまりこれは。

			「いろいろな意味で、邪魔になったんだろうな。ルルアの奴」

			「……ルルア様」

			　エルジュがつぶやく。

			「えーと、お兄さん方、私たちは結構置いてけぼりなんですが、察するにあの方が、リテアの先代聖女様なんでしょうか？」

			　ラッツが、忘れないでって顔でこちらを見てくる。

			「すまん、ラッツの言う通りだ。モーブによると、追っている相手はリテアの騎士だそうだ」

			「……どういうことでしょうか？　彼らの目的は……そこの聖女ではなかったのでしょうか？」

			　ミリーがエルジュを睨にらむ。

			「いや、エルジュの命を狙ったのは、あくまで手段だ。国内を安定させるというな」

			「ああ、なるほど。そういうことですか」

			　エリスが納得いったという様子で手を叩く。

			「じゃ、エリス。君のたどり着いた結論を言ってみてくれ。と、その前にスライム01、ルルアに接触、俺が直接話しかけて、ダンジョンへ誘導する。ダンジョン内のスライムは、02から10まで外に出て、01の支援を開始。01がルルアをダンジョン内へ誘導後、ダンジョン外で待機、敵がダンジョン内に入るの、および後続がいないか確認せよ」

			　俺が指示すると、ダンジョン内にいたスライムたちが外へ出た。

			『スライム!?　こんなときに!?』

			　すぐに、ルルアの顔が画面いっぱいに映る。

			「落ち着け、こちらはダンジョンマスターのユキだ。そのスライムの誘導に従え。ダンジョンに案内する」

			『ダンジョンマスターさん!?　今追われてるんです。不ま味ずいことになりますよ？』

			「心配するな、そんなことはわかっている。なるべく、静かに速やかに、移動をしながら俺たちの話を聞いてくれ。相手はそこまで離れていないから、注意してくれよ」

			『……なんという理不尽でしょうか。……わかりました。選択権はありそうにないですね』

			　スライムがルルアを捉えながら、移動を開始する。

			　……ゆっさ、ゆっさ。

			　スライムが下アングルなんで、いろいろわかりやすい。

			　ルルアは白い綺き麗れいなローブを着込んでいるのだが、下から覗いているので胸の形がよくわかる。

			　スライムは見上げる形になっているので、ルルアの表情はたまにしか見えない。

			　……つまり、大きいのだ。

			　……ゆっさ、タプン。

			　お、跳ねた。こけたのか？

			　あれは、ラビリスより上か？　このメンバーの誰よりも大きいんじゃね？

			　スイカだ、そう、あれはスイカだ!!

			「……どういうつもりかしら？　ねぇ、ユキ？」

			　肩車しているラビリスが耳元で囁ささやく。

			「よし、ルルアも移動を開始した。エリス、説明してくれ。俺はその間に、ラビリスと考えた新トラップを設置して、追っている騎士団の無力化、及び捕獲、殺害を試みる」

			「はい、では僭せん越えつですが……」

			　華麗なる回避術を見たか!!

			「お風呂とか夜とか、覚悟しなさい」

			　ラビリスはそう言うと俺の肩から飛び降り、ラッツの元に駆け寄って、耳元でなにかつぶやく。

			　ラッツはこちらを見て、いい笑顔になった。なにか寒気がするのは気のせいだろうか？

			　

			　Ｓｉｄｅ：ルルア

			　正直、もう駄目かと思っていました。

			　まさか、今回の争乱を企んだ強硬派が、私まで消しにくるとは……。

			　13人のうち10人もが、強硬派に属していたようです。

			　私を守ってくれた３人に、申し訳ない限りです。

			『では僭せん越えつですが言わせてもらいます。今回、リテア聖国が、エルジュ様を亡き者にしようとしたのは、国内の安定を図るためのものでした。エルジュ様を暗殺したことによって一見、国内は安定したかに思えますが、先代である、前任の聖女ルルア様の威光が強すぎたのです。

			　今回の件で、次の聖女を担ぎ上げていろいろ画策している人たちもいたはずです。画策している方にとっては、ルルア様が、今の聖女様よりも力が上だというのは非常にまずいのです。ですから、今回の魔王の仕業という話に乗って、ルルア様も亡き者にしようとしたのではないでしょうか？』

			　画面に出てきたエルフの女性が、説明する。

			　おそらく、彼女の言う通りだろう。

			　いろいろと画策していた人々にとって、私は生きているだけで障害となるのだ。

			　別段、私としては、なにもしようとは思わないし、アルシュテール様は、次代の聖女としてふさわしい器を持っているとさえ思います。

			　今は、まだ不完全ですが。

			「ええ、あなたの言う通りだと思います。っと」

			　木の根に引っかかったようだ。

			　私はバランスを崩しながらも、前のスライムについて行く。

			「どこだ!!　ルルアは、アルシュテール様が真の聖女となるために、ここで殺さなくてはならぬ!!」

			　本当に、そんなに離れていないのですね!?

			「わざわざ、仲良しの偽聖女が逃げ込んだ場所で仕留めてやるんだ!!　ありがたく思え!!」

			　騎士たちは叫びながら近づいてきます。

			　まったく趣味の悪い。ここは今、セラリア様が宣言したことによって、人が近寄らなくなった場所。物は言いようですね。ここが、私を始末するのに一番便利なだけでしょうに。

			「まだ、なんですか」

			『あと57歩ぐらい前に入口がある。頑張れ』

			「なんですか、57歩って。私の今の位置が、わかってるとでも言うのですか？」

			　妙な冗談を言うダンジョンマスター。

			　そんな、遥か天上から、私の位置を見ていないと把は握あくできないようなことを……。

			「……うそ」

			　歩みを止めた私の目の前には、ダンジョンの入口らしきものがぽっかりと開いていた。

			【ダンジョン内には誰もいません。お引き取りください。御用の方は隣のポストへ手紙をどうぞ、なるべく紙がいいですが、そこら辺の木を削ってもＯＫです】

			　人を馬鹿にした看板付きで。

			『おーい、さっさと入ってくれ。見つかるぞ？』

			「あそこにいたぞ!!　矢を放て!!」

			　少し我に返るのが遅かったようです。

			「あぐっ!?」

			　トストスと、私の背中に矢が突き刺さります。

			　……まだ、動ける。

			　中へ逃げ込まなくては……。

			　意識が朦もう朧ろうとするなか、それでも足を動かして、得体の知れないダンジョンへと、私は足を踏み入れました。

			　

			〈『必勝ダンジョン運営方法』②へ続く〉

		

	
		
			番外編　穴が掘られる前

			　

			　ここは、ロシュール王国領のある地方。特に語るべくもない森が広がっている。

			　広がっているとはいっても、人が入ったら出てこられない、という特殊な森でもない。

			　ただただ、普通の動植物と普通の魔物が徘はい徊かいする、普通の森だ。

			　特にこれといった特別な物が採れたりもしないので、開拓の手は伸びていない。街から離れたところに、ぽつりとある森だ。

			　

			　ガサッ。

			　茂みが揺れて、森に住む生物が顔を出す。

			　あたりの様子を窺うかがうように、耳を動かしている。

			　そして、なにかに反応したかのように、再び茂みに身を隠す。

			「よーし、頑張ってランク上げるぞー!!」

			「待って、いきなり森の中に入ったら危ないって!!」

			　獣人の女性２人が、そんな言葉を交わしながら森へと入っていく。

			　女性たちは剣を腰に履き、安物の鎧よろいに身を包んでいる。

			　恐らく、この大陸で生きている人たちの職業の１つ、冒険者であろう。

			　冒険者とは、依頼を受けて、その依頼をこなして日々の糧かてを得る職業だ。

			　主な依頼は、特定の物資の確保、魔物の討とう伐ばつ、危険とされる場所の探索、人手不足の解消など。

			　簡単に言えば、何でも屋が組織を作った、というところだろう。

			　依頼の内容は、一般の人では厳しい、つまり命を落とす危険性が高いものが多い。

			　森に入っていった彼女たちは、無事に帰ってこれるのだろうか？

			　

			　それからしばらく、森には静かな時が流れる。

			　小鳥がさえずり、小動物が時折、茂みから顔を上げる。

			　時折、ゴブリンなどの魔物が、食料の獣けものを追い回している。

			　獣人の女性が森に入って２日ほどだったころ、森の近くに馬車が通りかかった。馬車は、近くの池の前で停まる。

			　恐らくは、旅の疲れをいやすための小休止というところだろう。

			「お前ら、水を飲んで用を足したら、すぐに馬車に戻れ!!　手を煩わずらわせるな!!」

			　どうやら、ただの旅の馬車ではないようだ。奴ど隷れいを運搬しているらしい。

			　この大陸では、人は金で売り買いができる。

			　その売り買いされる人たちを、奴ど隷れいと呼ぶ。

			　奴ど隷れいに落ちた理由は人それぞれだが、自分から奴ど隷れいなりたい、と思う人はいないだろう。

			「あぅっ!?」

			「大丈夫？」

			「大丈夫なのですか!!」

			　見たところ、幼い子供もいるようだ。

			「おい、ガキは大人しくしてろ!!　邪魔だ!!」

			　見張りの男が鞭むちを振り上げ、子供に打ち下ろす。

			　バチン!!

			「あうっ!!」

			「やめて!!」

			「やめてください!!」

			「だったら、そのじっとできないガキをさっさと馬車に戻しとけ!!　ったく、これだからガキの奴ど隷れいは嫌なんだ」

			　この光景も、この大陸ではありふれたものだ。

			　奴ど隷れいは人でなく、消しよう耗もう品ひんのような扱いをされる。

			　子供たちは寄り添うように、傷ついた１人の子を支えて馬車へと戻る。

			「……ありが、とう。……スちゃん、……アちゃん」

			「いいのよ。……ン」

			「気にしないでいいのです。滅多にお外に出られないから、仕方ないのです」

			　願わくば、彼女たちを引き取る主人がいい人であることを祈るばかりだ。

			　しばらくすると、休憩を終えて馬車は去っていく。

			　そして、再び森に静けさが戻る。

			　

			　１日後、いつか見た獣人の冒険者が森から出てきた。

			　どうやら無事だったようだ。

			「よーし、オークを仕留めたよ!!　ゴブリン退治のついでにこんな大物を仕留めるなんて、僕たちって最強だね!!」

			「油断はダメだってば。……ルが、素材も持って帰るなんて言いだしたから、思ったより時間がかかってるんだ。持ってきた食料がぎりぎりだよ」

			「大丈夫だって……リ。ここからなら、いくら時間がかかっても、街まで半日もあれば着くし。帰ったらご馳走だよ!!　よーし、美味おいしいご飯が待ってると思ったら、早く帰りたくなっちゃった。僕は先に行くからね!!」

			「あ、だから油断はダメだって!!　森じゃなくても、魔物は出るんだから、待って!!」

			　彼女たちは、重たそうな鞄かばんを背負って街のほうに駆け出していった。

			　しばらくして、別の方角から旅人と思われる人がやってきた。

			「ん？　この匂いは血だな。しかも……オークか？」

			「敵ですか？」

			「いや、ここは初心者の冒険者向けの場所だからな。おそらく、熟じゆく練れんの冒険者でもきて、オークを始末したんだろう。そうやって、この森は強力な魔物が繁殖しないようにしているんだ」

			「なんでそう思うんですか？」

			「魔物の死体がない。ダンジョン内なら死体は残らないが、外では普通、死体が残る。それが残らないということは、素材として持って帰ったんだろう。オークは、それなりの値段で売れるからな」

			「あの豚がですか？　お肉は美味おいしいですけど。あと、オークってそこまで強くないような……」

			「それは、私たちが村の自警団として日々、魔物と戦っているからだ。……ヤだって、初めは逃げ腰だったろう？」

			「それは言わないでくださいよ、団長!!　そ、それより、早く荷物を売ってお金に換えて、村に戻りますよ!!　みんな待ってるんだから!!」

			　そう言うと、狐耳の生えた獣人族の女性は駆け出していった。置いていかれた同じ狐耳の獣人の男も、追いかけるように走っていく。

			　今日は珍しく、人がよくくる。

			　

			　それからしばらくは、静かな日々だった。

			　数えてなかったから、何日経ったかわかないが、また冒険者がやってきた。

			　前に来た冒険者と違って、ガッシリとして熟じゆく練れんの雰囲気が漂う、男３人のパーティーだ。

			　以前の２人パーティーの獣人女性組と比べて、安心感が違う。

			「くあーっ、なんで俺たちが、よその街の狩場を間引きしないといけないんだよ」

			「そう言うな……ブ。ここの管理ギルドがある町には、専属がいないからな」

			「……ヤさんの言う通りですよ。でも、……ブさんも最近、退屈だって言ってたから、ちょうどいいじゃないですか」

			「ま、そうだが、あんまり町から離れるのはな。娘に変な虫が……」

			「また始まった」

			「さ、森に入ってオークを狩りましょう」

			「おい、俺の話は無視かよ。ったく、……リーに頼まれてきたが、次はもっと面白い仕事か、楽な仕事を斡あつ旋せんしてもらおう」

			　そんな話をしながら、森に入っていく。

			　隙はまるでない。やはり、熟じゆく練れんの冒険者のようだ。

			　だが、この冒険者たちは、既にオークが倒されていることはしらない。

			　数日探し回って、森を抜けて多少のゴブリンを狩って出てくることになる。

			　結局、森は静かなままだ。

			　時折、こんなふうに人が訪れたり、通り過ぎたりする。

			　

			　また、しばらく時が過ぎた。

			　今日は珍しく、かなりの数の人が森の外に集まっている。

			　やたらと綺き麗れいな服や鎧よろいを着込んでいる人もいる。どこかの貴族だろうか？

			「……ア様、私、これからもこの回復魔術で困った人を助けていきます」

			「はい、……ジュ様、その行いはきっと、リリーシュ様が見守ってくれます。ですが、無理は禁物ですよ。しかし、……ア様、わざわざこんなところまで警護していただかなくても」

			「いいのよ。どうせ今のところは、暇ひまだし。兵の訓練にもなるわ」

			「今のところは……ですか。やはり、戦が近いと？」

			「なんとなくね。とりあえず、そっちも警戒はしておいたほうがいいかもね。動くとしたら……」

			「……魔王ぐらいですからね」

			「ええ。とりあえず、ガルツ、ルーメルにも注意を促うながすつもりだけど……あまり期待はできないわね」

			「私たちみたいに、密接な関係というわけではないですからね」

			「と、あまり長話はいけないわね。……ア聖女様はリテアに戻れば、さぼっていた仕事が山積みだろうから」

			「それも、聖女としての務めです」

			「さすがは、稀き代だいの傑けつ物ぶつ聖女ね。私は、書類仕事はなるべくしたくはないし、溜めたくもないわ」

			　風に乗って聞こえてくる話からして、やはりどこかの国の大貴族なのだろう。

			　華きや奢しやな女性たちは、確かに今までの冒険者や旅人とは違う雰囲気だ。

			「さて、本当にこれで長話はおしまい。お互い兵を率いている身。無駄に物資を浪費するのは、国の血税を消費しているのと変わらないわ」

			「ええ。お互い、祖国のため、頑張っていきましょう。次もこんなふうに会えることをリリーシュ様に祈ります。では……」

			　そう言って、人々は二手に分かれて、森から離れていく。

			　今日は珍しいものを見たものだ。

			　しかし、物騒な話をしていた。近いうちに戦争があるのか？

			　この森に戦火が及ばないことを祈る。

			　私は、この場から動くことは叶かなわないからな。

			　

			「で、次はどこに向かうの？」

			「ん～、そうですね」

			　おや。数日、森の奥へ行って戻ってきたら、森の外でキャンプをしている人たちがいた。

			　ここでキャンプとは、珍しい。

			　夜なので姿は確認できないが、恐らく、風貌からして冒険者だろう。

			　１人は頭の上から長い耳がピンと立ったり、垂れたりしているから、兎人族だろう。

			「私としては、ガルツ方面に行きたいんですよね。しっかり商品も仕入れましたし」

			　どうやら、兎人族の女性は冒険者でなく商人のようだ。

			　なるほど、周りの冒険者は護ご衛えいなのか。

			　こういう商人の護ご衛えいも、冒険者の仕事の１つなのだ。

			「別に無理に付き合わなくていいですよ。この商売は、私の趣味みたいなものですからね～」

			「無理に付き合ってないわよ。特に用事もないし、今までパーティー組んでたんだから、目的ができるまでは、一緒に行動するわよ。ね、みんな？」

			「「「うんうん」」」

			　おや、どうやら兎人族の女性は、趣味で商人の真似事をしている冒険者のようだ。

			　こういう趣味を持っている冒険者も、珍しい。

			「それでは、またよろしくお願いしますね。みんな頼りにしてますよ～」

			「……ツも奇特よね。槍やりの腕前はそこそこあるんだから、冒険者で食っていけるでしょうに」

			「趣味ですから。というか、ある意味、商売が、冒険者になる切っ掛けといいましょうか……」

			「どういうこと？　そういえば、商人の真似事している理由を聞いたことなかったわよね」

			「そうですね。どうせこれから見張りもあって夜も長いですし、そこら辺の話でもしましょうか」

			　是非、私にもその話を聞かせてほしい。

			　娯楽の少ないこの森だと、冒険者からぐらいしか、外の出来事を聞く機会がない。

			「じゃ。私が小さいころですが……」

			　その日、私は久々の楽しい夜を過ごした。

			　翌日、冒険者たちは、すぐに荷物をまとめてガルツ方面へと旅立っていった。

			　こちらに戻ることがあれば、この森でまたキャンプしてほしいものだ。

			　

			　これで、静かな森の日々が戻ってくるかと思っていたが、冒険者が旅立ってすぐ、変な恰好をした４人組が森を訪れた。

			　どこが変かといわれると、確かに剣や鎧よろいを見るに冒険者なのだろうが……、まず下に着込んでいる服がとても変だ。

			　いや、とても丁寧な作りなのだが、こんな服は見たこともない。どこかの貴族なのか？

			　軍人ならともかく、冒険者が着るような服ではない。

			　そもそも、最後の１人は武具すらつけていない。

			　見たこともない見事な作りの服を着てはいるが、特殊な魔術が込められているような感じはない。見たままの布の服で、防御力は程度が知れるだろう。

			　しかし、私の勘が、この４人組の冒険者パーティーの中で一番この男が強い、と告げていた。

			　動きに無駄がないし、足音すら立てない。

			　身のこなしがまるで違うのだ。

			　彼らはゴブリンと遭そう遇ぐうしても、瞬またたく間に倒してしまう。

			「ちっ、やっぱり情報通りか」

			「どうしますか、……カさん」

			「ここはあまり訓練に向かないようだな。とりあえず、ルーメルのほうに戻って訓練したほうが効率がいい」

			「でも、もっと奥に行ったら、いい場所があるかもしれないよ？」

			「いや、それはやめとけ」

			「何ででしょうか？　理由を聞いても？」

			「……コ君、一応、ここはロシュール領だ。リテアとの国境に近いからきてみただけで、これ以上ロシュールの深くに行くなら、貴族や、最悪、王族を相手にしないといけない」

			「あー、それは嫌ですね」

			「僕は、戻るに賛成」

			「……そうですわね。いちいちリテアと同じような対応するのは面倒ですわ。わかりました、戻りましょう」

			　そう言って、その奇妙な冒険者たちはすぐに引き返していった。

			　実力はよくわからなかった。

			　確かにゴブリンを簡単に倒せる力はあるのだが、動きはぎこちなかった。

			　なにか、経験が足りていない気がしたのだ。

			　詳しいことはわからないが、とても興味深い人たちだった。

			　

			　そして、また時間が経ち、私にとってようやく話せる相手が現れた。

			『エルフのお嬢さん。聞こえますかな？』

			「え、精霊？」

			　そう、森の近くをエルフの女性が通り過ぎたのだ。

			　エルフは魔術への適応力が高く、その性質上、私のような精霊を感じて、見て、話すことができるのだ。

			　まあ、全員が全員ではないが、今回のお嬢さんは話せるようだ。

			『初めまして、私は……随分昔から、この森で生きている精霊だ』

			「ど、どうも。人と同じサイズの精霊は、初めて見ました。随分、凄すごい力をお持ちなのですね」

			『いや、私はこの森から出たことがなくてね。自分がどれだけ強いかは、わからないんだ。しかし、君のお蔭で久々に話ができるよ。ありがとう』

			「いえ、私も見聞を広めるために旅をしていますので、よければ話を聞かせてもらってもいいでしょうか？」

			『ああ、構わないよ。むしろたくさん話を聞いて、話をしていってくれ。と、すまない。私には名前がないが、人は名前があるんだったね。聞いてもいいかな？』

			「はい、エリスと申します」

			　私は、久々に話せるエルフのエリスと、楽しい談笑を３日程した。

			　

			　そして４日目。エリスは旅に戻る日だ。

			「また来ます」

			『そうしてくれると嬉しい。だけど、君の気が向いたときでいい。君がたくさん見聞を広げてくるのは、私にとっても楽しみだからね』

			「はい、どうかお元気で」

			　そう言って立ち去ろうとする彼女を見て、あることを思い出した。

			『と、最後に一言。余計な心配かもしれないが、また戦が起ころうとしているらしい。風の噂だからどこまで信頼できるかわからないが、どこか街にでも寄ったら、しっかり情報を集めることをお勧めするよ』

			「わかりました。では」

			　彼女はこちらに頭を下げると、背を見せて去っていった。

			　また、会えるといいな。

			　久々に話せる人と会って、魔力を使いすぎたか。

			　暫しばらく、寝るとしよう。

			　

			「んー、ここら辺がベストかな？　他の辺りは変に強い魔物もいるし……、でも、あの男ならどうってことなさそうなんだけどね……」

			　途方もない魔力を感じて、私は飛び起きた。

			　なんだ、この魔力は。

			　噂に聞く、勇者とか魔王なのか？

			　私はその途方もない魔力に怯おびえ、木の幹に体を隠し、声と魔力を発する者を覗き見る。

			「でもなー、安全マージンはとっておきたいわよね。万が一があったら、あれだし。現地の人にでも話が聞ければいいんだけど……、スーツ脱いで、こっちのダサい恰好はしたくないのよね。どうせ用事が済んだら、向こうで勧誘しないといけないし」

			　そこには、金髪に、両目の色が違う女性が立っていた。なぜか、精霊の私でも目が離せなくなるほどの美しさだった。

			　おかしい、私にこんなことは起こりえない。

			　そもそも、そういう機能がないのだから、欲情する必要がないのだ。

			　あの女性は何者だ？

			「あ、ちょうどいいじゃない。そこの精霊、出てきて話を聞かせなさい。私は女神、わかるでしょう？」

			　なるほど、神であったか。

			　この魔力、あの素晴らしい服装、確かに、この世のものとは思えない。

			　それなら私の反応は当然か。自分よりも上位の存在に引かれた、というわけか。

			　女神は私からこの森の実情を詳しく聞くと、そのまま去っていった。

			『なんだったのだろうな？　いや、女神の行動を、私程度が、予測できるわけもないか……』

			　

			　そして、数日後、ある青年がこの森に住むことになる。

			　いや、詳しく言うとダンジョンを築いて、その中に住むのだが。

			　これから、この森は騒がしくなりそうだ。

			　退屈しなくて済みそうだが、またあのエルフのエリスと話すときに忘れてしまいそうだ。

			　だから、石にでも刻んで記録でも取るか。

			『ふむ。こうやってものを書くのは久々だな。まずは……、名前がいるのだったか？』

			　私は石版を作り出して、始めにこう刻む。

			　

			　Ｓｉｄｅ：名もなき森の精霊
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